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北理調報92 『キウス5遺跡・キウス7遺跡・ケネフチ8遺跡」正誤表

頁 行 誤 正

記号等の説明 12行 交点の記号の名称は21ページの図「グ

リッドの呼称」を参照のこと。 これは、

キウス7 ・ケネフチ8遺跡に関しても踏

襲するものとする。

103

行

行

行

行

行

７

４

行

４

８

３

１

２

３

１

１

図Ⅲ-59-1～8

図Ⅲ-59-9～28

b-2類(9～13)

b-3類(14～24)

b-4類(25～28)

図Ⅲ-59-29～35

図Ⅲ-59-1～9

図Ⅲ-59-10～29

b-2類(10～14)

b-3類(15～25)

b-4類(26～29)

図Ⅲ-59-30～36

105

本文中103 ． 105 1 ． Ⅱ群土器の記載にある図Ⅲ-59の

遺物番号のうち4～35は一つ繰り下がっ

て5～36となる。
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108

111

112

１

２

１

１

６
’
３

本文中123． 126．131 分類の右に記載されている図番号はす

べて削除。掲載遺物番号と図版番号のみ

とする。

例：石核(鐵灘溌職蕊49､図版Ⅲ-38）
135 本文中

本文中

本文中

本文中

本文中

表Ⅲ-15

本文中

本文中

本文中

表Ⅲ－16
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図Ⅲ－88

図Ⅲ－89

位置 X-25･ 26

別紙と差し替えてください。
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5 Ta-c層下位の遺構
(別紙）

特徴V層で確認した。不整形で周りに炭化物の範囲2カ所あり。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-107 (図Ⅳ-16) LP-104の上位にある。

位置P-28-b 規模1.28×0.71/0.08m

特徴V層の調査をほぼ終えた時点で不整形の暗色落ち込み(LP-104)の中に位置する焼土を確認した。

上面がやや盛り上がり、中央部の厚い堆積を見せる。下位のLP-104覆土との境界が画然としてお

り、焼土には腐植質の土が斑状に混ざっていることなどから、別の場所で形成された焼土が廃棄

されたもののように思われる。焼土の上手に接して炭化材を多く含む腐植質土の堆積が見られる。

遺物炭化材混じりの腐食質土の中からⅣ群b類土器が1点だけ出土している。

時期縄文時代晩期中葉以前の遺構であり、同後期中葉以降のものの可能性が高い。

LF-108 (図Ⅳ-16)

位置Y-27-a･d 規模0.66×0.50/0.06m

特徴標高約31.8mのⅥ層上面で検出された焼けの弱い不整形の焼土である。同じレベルの周囲包含層

に遣物は少ない。

遺物出土していない。

時期縄文時代早～晩期後葉

LF-109 (図Ⅳ-16)

位置W-26-c 規模0.40×0.34/0.08m

特徴LH-102の覆土上位、 LF-103･104に近接する不整形の焼土である。 LF-103の上位レベルにあり周

囲には縄文時代晩期後葉の遺物が出土している。赤化も弱く範囲も不明瞭なことから二次的なも

のの可能性がある。

遺物出土していない。

時期縄文時代晩期後葉

LF-110 (図Ⅳ-16)

位置W-27-b･X-27-a 規模0.36×0.28/0.02m

特徴TP-102の覆土上位に位置する不整形の焼土で、断面はTP-101の図に付してある。赤化も弱く範

囲も不明瞭なことから二次的なものの可能性がある。

遺物出土していない。

時期TP-102を掘込んだ以降から縄文時代晩期後葉。

e.炭化物集中

不整形で範囲不明瞭なものが多く、調査範囲中央の台地上から北向き斜面に分布する。 この範囲の遺

物は少なく人為的な関わりを示す痕跡も薄いことから、有為と判断されるものについて記した。

LC-103 (図Ⅳ-16)

位置R-33-a～． 規模1.32×0.52m

特徴集中範囲が比較的明瞭なものである。標高約37.0mの台地縁辺下位で検出されており、炭化物は

斜面下方にやや流れ落ちている。

遺物出土していない。

時期縄文時代早～晩期後葉
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口絵2
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口絵3

1.キウス5遺跡：旧河道調査状況 NW→’
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例 ロ

本書は､財団法人北海道埋蔵文化財センターが､平成6年度に実施した北海道横断自動車道

（千歳～夕張）建設用地内における埋蔵文化財包蔵地の発掘調査報告である。

本書の執筆は鬼柳彰、花岡正光、皆川洋一、西脇対名夫、中山昭大、編集は皆川洋一が行った。

整理作業の担当者は下記のとおりである。

土器・石器一皆川洋一

木製品一中山昭大

遺構一西脇対名夫

自然遺物一西脇対名夫

写真一中山昭大

火山灰分析一花岡正光

文責者は文末に記した。

各種分析等は下記に依頼した。

螢光X線分析京都大学原子炉実験所彙科哲男（依頼中）

種子同定北海道大学吉崎昌一

14C年代測定京都産業大学山田治

樹種の同定（炭化木材を除く）については、農林水産省森林総合研究所の平川泰彦氏にお願いし

1

2

〃）

0

4

た。

動物遣存体の同定については、千歳市教育委員会の高橋理氏にお願いした。

調査にあたっては、下記の諸機関、各氏から指導・助言をいただいた。 （順不同・敬称略）

千歳市教育委員会

千歳市埋蔵文化財センター

文化庁坂井秀弥

通商産業省地質調査所宝田普治

文化財調査員鍛冶俊幸

ソウル大学任孝宰

京都大学原子炉実験所彙科哲男

北海道大学吉崎昌一、林謙作、椿坂恭代 一

静修女子大学長崎潤一

立命館大学家根祥多

千歳市教育委員会大谷敏三、田村俊之、高橋理、豊田弘良、松田淳子、遠藤啓視

恵庭市教育委員会上屋真一、松谷純一、佐藤幾子

石狩町教育委員会石橋孝夫、工藤義衛

知内町教育委員会高橋豊彦

江別市教育委員会野中一宏

札幌市教育委員会秋山洋司

横山英介

5



記号等の説明

1.遺構の表記には以下に示す記号を用いた。

H:住居跡HP:住居跡に伴うピット HF:住居跡に伴う焼土もしくは炉P:土壌

SP:小ピット TP:Tピット F:焼土C:炭化物集中FC:フレイク・チップ集中

なおTa-c火山灰より上位の遺構はU、 またTa-cより下位（段丘面I上） もしくはV-1層（段丘面

Ⅲ．Ⅳ上）の遺構にはL、 V-3層の遺構にはK、 さらにV-5層の遺構ではCの文字を遺構記号に冠

して遺構の形成された層位を区別した。

2.遺構図中の細数字は標高（単位m)である。

3.平面図の方位記号は真北を示す。遣構や遺物出土状況の平面図は調査方格（グリッド）を縦横の基

準としてAラインが図の天、 1ラインが図の左に来るように作成した。

4.平面図中の＋は調査方格（グリッド）の交点を示す。交点の傍らに記した記号(M-273,G-275-a、

S-271-b-4など）はその交点の右下に位置する区画の名称に一致している。

5図の縮尺は概ね次のように統一した。また例外なくスケールバーを添えて縮尺を明らかにしてあ

る。

土層断面図：50分の1 遺構図:40分の1 遺物出土状況図：50分の1 遺物出土状況詳細図： 10分

の1 土器実測図：3分の1または4分の1 土器拓影:3分の1 剥片石器類・土製品・石製品実測

図：2分の1 礫石器類実測図：3分の1または4分の1

6.遺構図・遺物出土状況図では次のような記号によって遺物の出土位置を示している。

●：土器★:剥片石器▲：その他の剥片石器類

車：礫石器■：礫・礫片▼：その他の遺物

なお必要に応じて白抜き記号を併用したが遺物の内容は同じである。

7.文中での遺構の規模は「確認面での長軸長×短軸長／床（底）面での長軸長×短軸長／確認面から

の最大深」の要領で記した。一部壊されているものは現存長を（）で示し、不明の場合はの記号

で示した。

8.土層の色調は『新版標準土色帳』 （小山・竹原 1967）に従って記載した。

9.土層の記述には下記の記号、略称を用いた場合がある。

樽前a降下軽石堆積物:Ta-a 白頭山一苫小牧火山灰:B-Tm樽前c降下火砕堆積物:Ta-c

恵庭a降下軽石堆積物:En-a恵庭a降下軽石堆積物起源のローム層:En-L

恵庭a降下軽石堆積物のうち未風化の軽石礫wEn-P

10.遺構覆土等における土壌・堆積物の混在状態を下記のように表現した場合がある。

A+B:AとBがほぼ等量に混じる。

A>B:AにBが少量混じる。

A>B:AにBが微量混じる。

11.石器・土製品・石製品等の大きさは最大長、最大幅、最大厚の順で記し、破損しているものにつ

いてはその数値を（）で括ってある。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1 .調査要項

事業名 ：

委託者 ：

受託者 ：

調査期間 ：

北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

日本道路公団札幌建設局

財団法人北海道埋蔵文化財センター

平成6年4月1日～平成7年3月31日

遺跡名 登載番号｜所在地 調査面積 ｜現地発掘期間

キウス5遺跡

キウス7遺跡

ケネフチ8遺跡

千歳市中央852-18ほか

千歳市中央852-31ほか

千歳市協和1172-1ほか

5月6日～10月29日

5月6日～10月29B

9月19日～10月29日

３

５

４

９

６

６

０

２

２

~
~
~

３

３

３

０

０

０

~
~
~

Ａ

Ａ

Ａ

3,000nfX

1,60011f

830,,f

※キウス5遺跡の調査面積3,000㎡のうち、 1,730㎡は上層のみ調査終了。

2 ．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター 理事長 寺山敏保（平成6年5月31日退任）

〃 伊藤一夫（平成6年6月1日就任）

専務理事 永田春男（平成6年5月31日退任）

〃 佐藤哲人（平成6年6月1日就任）

業務部長 中野真吾

調査部長 森田知忠

調査第1課長 鬼柳彰 （発掘担当者）

主 任 花岡正光（ 〃 ）

〃 皆川洋一（ 〃 ）

文化財保護主事西脇対名夫

〃 中山昭大

3 ．調査に至る経緯と経過

北海道横断自動車道(千歳～夕張)建設工事予定地内にあって、工事計画の変更が不可能であること

から、記録保存のための発掘調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地は、千歳市に10カ所、恵庭市と由仁町

にそれぞれ2カ所、夕張市に3カ所の計17遺跡が確認されている。発掘調査は工事の優先順位に従っ

て、昨年度から実施に移されている。

昨年度は北海道教育委員会の指示により、当センターが千歳市のオサツトーl遺跡とキウス7遺跡の

一部の発掘調査を行った｡今年度は恵庭市教育委員会がユカンボシE9遺跡､由仁町教育委員会が川端

遺跡と川端2遺跡の発掘調査を実施､当センターも昨年度に引き続いて､キウス7遺跡の西端部のほか、

新たにキウス5遺跡の一部とケネフチ8遺跡の調査を行った。

《キウス5遺跡》 当初計画では、キウス川右岸の2,700㎡と西方の丘陵斜面9,800㎡を発掘する予定

であったが､調査に入ってまもなくキウス川右岸の調査範囲が低湿地性遺跡であり、遺物包含層の深さ

が予想の数倍に達することが明らかになったため、計画を大幅に変更､西方斜面部の調査を先送りとし

た。

低湿地部の調査範囲は、川岸まで遺物包含層が広がっていたことから300㎡拡大した。今年度はカル

-1-



I 調査の概要

図’－1 遺跡の位置

(この地図は国土地理院の発行した5万分の1地形図「恵庭」 ・ 「追分｣、および北海道仮製五万分一図「長都」 （明治29年発

行） を使附Iしたものである｡）
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4調査結果の概要

バートボックスの工事が行われる調査区東半部の発掘を終えたが､西半部は上層のみの調査に留まった。

本書では、調査が完了した範囲(1,270㎡）について報告する。

所在確認調査によると、本遺跡は横断道用地内のキウス川右岸から国道337号まで、東西におよそ

lkm以上の範囲に広がっている。このうち西半部の範囲確認調査はまだ終了していない。

《キウス7遺跡》昨年度は東半部の5,613㎡を調査した。今年度の調査区は工事用道路が敷設される

キウス川左岸の丘陵上で、昨年度の調査区から西方に約200m離れている。調査予定面積は1,300㎡で

あったが、遺構・遺物の分布範囲が予想より広がることが判明したため、最終調査面積は300㎡増加し

た。昨年度の報告書には一部未報告部分があるが、これについては周辺の未調査区の発掘が終了した後

に報告する予定である。本書では今年度発掘した範囲についてのみ報告する。

本遺跡は横断道のパーキングエリアにあたり､調査対象面積は今年度までに調査を終えた範囲を含め

26,000㎡あまりにおよんでいる。

《ケネフチ8遺跡》本遺跡の調査は今年度当初には予定されていなかったが､遺跡のすぐ東側を通る

道路のボックスエ事が急がれることから､急邊､当センターで調査を実施することになったものである。

範囲確認調査の結果から、調査対象面積は1,000㎡となっていたが、削平されている部分があったため

170㎡の減となった。 （鬼柳彰）

4 調査結果の概要

(1)キウス5遺跡

調査区は馬追丘陵中を流れるキウス川の右岸｡縄文時代に谷を埋めて形成された沖積層と段丘上の一

部を発掘した｡遺物包含層は樽前c降下軽石層を挟むⅢ層とV層の黒色土である。低湿地部では両層と

も次のとおり細分される。

表1－1 遺跡別検出遺構一覧

キウス5遺跡※ キウス7遺跡 ケネフチ8遺跡

住居跡(H)

土擴(P)

小ピット (SP)

Tピット (TP)

焼土(F)

炭化物集中(C)

フレイク ．チップ集中(FC)

集石

ｊ

４

Ⅱ

５

０

沁

田

１

１

４

６

０

４

脚

“

０

０

０

０

０

４

２

０

０

０

計 1 14 92 6

表1－2遺跡別出土遺物一覧

キウス5遺跡※

遺構 ｜ 包含層
キウス7遺跡

遺構 ｜ 包含層
ケネフチ8遺跡

遺構 包含層

土器

石器等

礫・礫片

土製品

石製品

金属製品

木製品

自然遺物

現代の遺物他

2,745

741

439

24

6

0

0

－←

信

（）

10,128

3,219

1,590

33

4

8

10

有

］7

劉

叫

“

０

０

０

０

有

０

~
~

６２

６

１

６

４

６

０

２

０

０

有

０

７

１

１

へ

く

ジ

ー １

０

４

２

４

０

０

１

０

０

手

伺

１

９

１

１

口

Ｉ

且

。

４

０

０

０

０

０

０

０

計（自然遺物を除く）

総計（自然遺物を除く）

９９９４１１
占
い４５９

５

８

５

１

９
７
３ 912 2．135 ７ 1,457

1 ,464点3,047点

※キウス5遺跡は本年度報告範囲の遺構数・遺物数である。遺物は浮遊選別で抽出したものがあるが、 これは表m－17に
掲載した。

句
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Ⅲ－1層（擦文時代)、Ⅲ 5層（縄文時代晩期)、V l層（縄文時代晩期)、V－3層（縄文時代

後期後半)、V－5層（縄文時代早期～中期)。低湿地部の各包含層中からはそれぞれの時期の流路が検

出されており、多量の流木が出土している。

発掘した遺構は竪穴住居跡7軒、土曠19基、焼土57カ所、集石6カ所、剥片集中3カ所、炭化物集

中地点132カ所である。竪穴住居跡のうち2軒は暁式にちかい土器を伴っており、縄文時代早期に構築

された遺構と推定される。ほかの5軒のうち3軒は縄文中～後期、 2軒は晩期のものと推定される。土

曠は早期のものが1基、ほかは晩期とみられる。焼土は段丘面上に多く、炭化物集中地点は低湿地部の

各層で確認された。

遺物は約1万9千点。土器片の半数以上は縄文時代晩期のもの。次いで、後期後半の手稲式、ホッケ

マ澗式、堂林式が多い。ほかに、続縄文時代の後北C－D式や擦文時代のものとみられる須恵器が出

土している。石器は黒曜石製の剥片石器が主体である。礫石器では縄文晩期に特徴的ないかり石、石製

品には蒻翠製玉、土製品には土製玉類がある。

低湿地部の流路跡から多量の流木に混じって出土した木製品には､槌状木製品3点(縄文後期･晩期）

とカゴ状の繊維製品2点(縄文中期）がある。ほかに、焼けた木､種子や昆虫、貝の遺体なども見つかっ

ており、縄文時代の環境を窺うことが可能である。

（2）キウス7遺跡

調査区はキウス川右岸の尾根先端部の傾斜地｡川を挟んでキウス5遺跡に対時している｡遺物包含層

はⅢ層とV層の黒色土およびⅥ層の暗褐色土である。

発掘された遺構は竪穴住居跡4軒、土壌6基、Tピット4基のほか焼土、炭化物集中である。住居跡

はいずれも緩斜面に位置している。出土遺物からこのうち3軒は縄文時代後期、 1軒は晩期の遺構と考

えられる。土曠のうち1基は、手稲式土器が出土したことから縄文後期後半の墓とみられる。

出土遺物は縄文時代早期から擦文時代におよんでいるが､多くを占めるのは縄文時代後･晩期の土器

や石器である。土器は早期のコツタロ式、後期の手稲式、晩期のタンネトウL式、続縄文の後北C2-D

式、擦文土器がある。剥片石器には石雛、ポイント、 ドリルなど、礫石器には石斧、たたき石、台石な

どがある。

（3）ケネフチ8遺跡

馬追丘陵を西流する嶮淵川左岸の尾根先端部に立地。遺物包含層は樽前c軽石層を挟む黒色腐植土

(Ⅲ層･V層）である。遺構は尾根頂部の平坦面で発掘された焼土2カ所と斜面で確認されたTピット

5基。いずれも縄文中期頃の遺構と推定される。焼土の一つから焼けた黒曜石剥片が出土した。Tピッ

トの曠底面では杭跡がl～3本見つかっている。

出土遺物は、土器片および剥片を含む石器類など合わせて1,500点である。Ⅲ層とⅣ層上位では縄文

時代晩期のタンネトウL式土器、V層下位では中期の円筒上層式・天神山式土器が出土した。石器は石

雛・たたき石などが比較的多い。焼土の位置や遺物の分布傾向から、遺跡の主体部は土取りされた尾根

の北半部にあったものと推定される。 （鬼柳彰）
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4調査結果の概要
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I 調査の概要
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4調査結果の概要
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I 調査の概要
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5遺物の分類

遺物の分類

土器

I群縄文時代早期に属するもの。

a類貝殻腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。

b類縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、貼付文などの施される土器群。

b－1類東釧路Ⅱ式、東釧路Ⅲ式に相当するもの。

b－2類コッタロ式に相当するもの。

b－3類中茶路式に相当するもの。

b－4類東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群縄文時代前期に属するもの。

a類縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

a－1類綱文式土器に相当するものと、結束のない羽状縄文の施された丸底を特色とするの。

a－2類春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類円筒土器下層式、植苗式に相当するもの（今回は出土していない)。

Ⅲ群縄文時代中期に属するもの。

a類円筒土器上層式に相当するもの。

b類 a類以外のもの。

b 1類天神山式に相当するもの。

b－2類柏木川式に相当するもの。

b－3類北筒式（トコロ6類)、 ノダップⅡ式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群縄文時代後期に属するもの。

a類余市式、入江式に相当するもの。

b類船泊上層式、手稲式、鯆澗式、エリモB式に相当するもの。

c類堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

V群縄文時代晩期に属するもの。

a類大洞B式、上ノ国式に相当するもの。

b類大洞C1式、大洞C2式に相当するもの。

c類大洞A式、大洞A'式、 タンネトウL式に相当するもの。

Ⅵ群続縄文時代に属するもの。

Ⅶ群擦文時代に属するもの。

5

(1）

（2）石器・石製品

器種別の大分類にとどめ、記号による細分は行っていない。剥片石器には石鍼、石錐ポイントもし

くは両面加工のナイフ、スクレイパー類、模形石器などが、礫石器には磨製石斧、たたき石、すり石、

砥石、石皿・台石などがある。ほかに石核、剥片・石屑、加工痕のある剥片(Rフレイク)、刃こぼれ

状の使用痕のある剥片(Uフレイク）および焼礫、有意と考えられる礫、自然礫がある。石製品には蒻

翠製・微攪岩製の玉がある。

（3）土製品

土玉類、オロシガネ状土製品などがある。

（4）木製品・繊維製品・樹皮製品など
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I 調査の概要
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図’－6 キウス7遺跡 ｜ | |層の調査（平成5年度）

槌状・權状の木製品、挟入木製品のほか少数の加工材がある。ほかにカゴ状繊維製品、筒状樹皮巻な

どが出土した。これらはすべて、旧河道跡で出土したものである。

（5） 自然遺物

明瞭な加工の見られない生物遺体を自然遺物とした。動物遺体・植物遺体・菌類遺体が見られる。

動物遺体は脊椎動物（魚類・哺乳類）の内骨格、節足動物の外骨格、軟体動物（二枚貝類）の殼皮な

どがある。

植物遺体は木材やイネ科の桿などを主とする営養器官（炭化したものを含む)、被子植物種子（炭化

したものを含む）などがある。特に木材・桿は大量に堆積して泥炭を形成している。

菌類遺体は担子菌類の子実体などがある。

脊椎動物の骨格・軟体動物の殼皮、種子、炭化木材に関しては、遺構から出土したものの一部につい

て、種名・属名の同定を依頼し （Ⅵ章2．3節)、あるいは試み（Ⅵ章4節）ている。包含層出土の遺体

については現在のところ種名・属名の同定をおこなっておらず、数量も本書では報告していない。
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5遺物の分類
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図’－7 キウス7遺跡V層の調査（平成5年度）

なお焼けた遺体を人工遣物とすべきであるとの意見もあったが明確に判断することができなかった~

遺構出土の焼けた遺体については重量を計り表示した場合がある （表Ⅲ－16･ 17)｡ (鬼柳彰）
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Ⅱ地形，地質，土層の概要

Ⅱ､地形・地質・土居の概要

遺跡周辺の地形分類を図Ⅱ-1に示す。遺跡周辺には、丘陵、谷底平野、古砂丘、扇状地、沖積低地が

発達している。丘陵地には数本のリニアメントが認められる。幌加から協和へ伸びるリニアメントを境

にしてその東側と西側とでは地形を異にしている。東側は標高約60mの定高性を示す丘陵で、開析の

進んだ段丘と考えられる。西側は標高約20-100mで、馬追丘陵の一部をなしている。泉郷から南南東に

伸びるリニアメントは泉郷断層である(活断層研究会 1991)｡馬追丘陵は背斜・向斜構造の良く発達し

た新第三系から成り、遺跡周辺では、川端層、馬追山層、追分層、由仁層の礫岩、砂岩、頁岩から構成

されている（地質調査所 1980)。キウス7遺跡とケネフチ8遺跡は丘頂から丘腹斜面にかけて立地して

いる。

丘陵地内には狭長な谷底平野が認められる。キウス5遺跡は谷底平野部に位置するが､谷底部には段

丘が発達し、段丘面は少なくとも四面認められる（図11-1)。これらの段丘面を、上位から下位へ段丘面

I、…、 1Vと区分した。

古砂丘はキウス5 ．7遺跡の南西に、扇状地は馬追丘陵西端に認められる。この古砂丘は支笏カルデ

ラ起源の軽石流堆積物SpHの風成二次堆積物から成り、砂丘上には丸子山遺跡が立地している。嶮淵川

沿いには沖積低地が発達している。

これらの地形面を覆って数層のテフラが認められる。とくに恵庭岳起源の降下軽石En-a､樽前山起源

の降下軽石Ta-aの発達が良い。コムカラ峠の西方約500m地点では、支笏カルデラ起源の降下軽石Spfa

lとSpfa21)が堆積し、これらを覆ってSpHの薄層が達している。SpHの直上にはこれの風成二次堆積
物が認められる。

遺跡における土層の概要と発掘上の層区分を図II-2に示す。この図は主にキウス5･7遺跡の地質か

ら作成しているが､En-a以上はケネフチ8遺跡にもほぼ共通である。各土層の概要は次のとおりである。

さらに詳細な土層区分については各遺跡ごとに述べられる。

I層 ：現表土。軽石混じりの黒色粘土質腐植土。層厚約4cm。

Ⅱ層 ：樽前山起源の降下軽石Ta-a◎砂質のテフラを主体とし、約10枚のフォールユニットから成

る。下部と上部は礫質で粗粒となる。層厚約40cm。

Ⅲ層 ：黒色粘土質腐植土。粒径0.5cm>の岩片・軽石を頗る多く含む。層厚10-15cm・白頭山起源

のB-Tmの薄層（層厚1cm>)が認められる。縄文時代晩期～中世の遺物包含層。谷底部

では泥炭から成る。

Ⅳ層 ：樽前山起源の降下岩片Ta-co粒径0.5cm士。層厚8cm・曽屋・佐藤(1980)のTa-clであ

る。

V層 ：黒色～赤黒色粘土質腐植士。層厚7-12cm・上部には粒径0.5cm±の岩片を頗る多く含む。

縄文時代早期～同晩期の遺物包含層。谷底部では泥炭から成る。

Ⅵ層 ：暗褐色粘土質腐植土。層厚約5cm。縄文時代早期の遺物が出士することがある。

Ⅶ層 ：褐色ローム。本層直下のEn-aの軽石を含む。層厚約20cm。

Ⅷ層 ：恵庭岳起源の降下軽石En-ao粒径0.5-3cmの明褐色の軽石から成る。基底部に岩片から成る

薄層を伴なう。層厚約150cm。

Ⅸ層 ：風成二次堆積物。下部は砂質、上部はローム質で軽石・岩片の薄層を挟み、 ラミナが発達

する。

-13-
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Ⅱ地形，地質，土層の概要

発掘層位柱状図 遺物の出土層準と時代指標テフラ
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Ⅱ 地形，地質，土層の概要

2層の降下軽石とその間のロームを一括した層。下位の軽石層はSpfa2で黄色を呈し、石

英の独立結晶粒が多い。上方へ細粒化し、下半部は粒径0.5cm、上半部は粒径0.2cmであ

る。上位の軽石層はSpfa lでにぶい黄色を呈し、粒径0.5cm>で基底部に灰色の砂質テフ

ラを伴なう。両軽石層とも風化が著しい。

未固結の砂．粘土。層厚約70cm・本層以下は丘陵の構成層である。

木質泥炭。層厚約20Cmo

青灰色の粘土質砂。層厚不明。

X層

XI層

XII層

XIⅡ層

l)胆振団体研究会(1990)は、 Spfa2をクッタラ火山起源のKt-blに対比している。

文献

胆振団体研究会 1990 「クッタラ火山の火砕堆積物一支笏火山のテフラの層序の検討とテフロクロノロジー

－」 『地球科学」44巻 pp.95-112

活断層研究会 1991 『新編日本の活断層一分布図と資料』 東京大学出版会

曽屋龍典・佐藤博之 1980 「千歳地域の地質』地域地質研究報告(5万分の1図幅） 地質調査所

地質調査所 1980 ｢20万分の1地質図札幌』
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Ⅲキウス5遺跡

Ⅲキウス5遺跡
1 立地と環境

北海道島の西部およそ東経141°から142°の間には石狩湾から勇払平野に至る札l幌一苫小牧低地帯

が広がり、島の主部と南西部の境界をなしている。この低地帯は支笏火山の形成した火砕岩台地によっ

て千歳市南部を分水嶺に日本海側と太平洋側とに分かたれているが､日本海斜面のうち特に扇状地の発

達しないその南東部では分水嶺近くまで非常に低平であって､千歳川から東方にはかつて広大な湿地帯

が形成されていた｡戦後干拓事業が本格化するまでは千歳川に接して長都沼､その東に馬追沼が連なり、

東方に連なる馬追丘陵の麓近くまで湛水地帯が広がっていた｡キウス川は丘陵の西斜面からこの湿原へ

注ぐ小河川の一つで、丘陵の前縁から谷筋に沿って、上流近くまで遺跡の分布が確認されている。 （図

Ⅲ-1)。今回の調査地点はキウス川の谷を約1km東方へ入った右岸にあって、北緯42｡ 52' 30〃 、東経

141｡ 43' 40″付近、地籍は千歳市字中央852-18ほかである。

「キウス」は現在の字中央付近に当たる旧字名である。明治29年の北海道假製五万分一圖には現在の

キウス川に「キウシ」とあり （図I -1)、アイヌ語ki-ush-i (茅一多く生える‐所）のカナ表記とみられて

いる。この図ではキウシの川尻は丘陵の前縁を出た所で消えており、湿原の中に明瞭な流路をなしてい

なかったらしい｡近代以前においても、おそらく一時的な増水時を除いて千歳川方面から舟によってキ

ウス川を遡ることは不可能であったと思われる。假製五分一圖で「キウシ」の南隣に川に「チプエ」と

あるのは、あるいはchip-e (舟を‐そこで） という言葉で始まる地名の下略形であって、その後に例え

Ijryanke-ush-i (陸に揚げるのが-常である‐所）のような言葉が続いたのかもしれない。

表' ' '－1 土層別遺構数 表'''－2遺構出土遺物数

遺構｜土器石器類士製品石製品自然遺物｜ 計
:| UF | 0 0 0 0 右 ｜ 「

有

UF

０

０

０

０

０

計Ta-c層上位

の遺構（U）

Ta電c層下位の

貴構（L・K．C）

有UC ０ ２ ０ ０ ２

Ta－c

層卜付住居跡(H)

土曠(P)

小ピット (sP)

焼土(F)

炭化物集中(c)

フレイク ，チップ集中(FC)

集石(S)

０

０

５

３

８

１

０

~

ｊ

４

Ｋ

Ｏ

羽

娼

０

１

４

０

５

１

３

１

１

１

３

６

有

有

無

有

有

無

無

Ｈ

Ｐ

Ｆ

Ｃ

Ｃ

Ｓ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｋ

Ｋ

Ｃ

７

２

２

６

１

８

刷

り

巧

６

５

１

６

ウ

ー

９

０

７

６

５

８

０

１

９

５

９

１

３

３

３

１

１

０

０

型

０

０

０

０

２

０

０

４

０

０

０

1,043

342

477

81

1,622

382

6

Ta－c

層下位

計 27 1 88 1 115

計 | 2,745 1､180 24 6 可Q弓旬
ｰﾗーンー

※浮遊選別法で得られた遺物は表m 17に掲載した

表' ' '－3包含層層別出土遺物一覧

土器類 ｜石器類
縄文 擦文 陶磁器 ｜ 剥片石器 礫石器剥片石屑等石核類 礫等

石製品 土製品
ニド

己1金属製品 現代の遺物 自然遺物

I層

Ⅲ層

Ⅲ層（旧河道）

Ⅳ層

V層

v層（旧河道）

Ⅵ層

Ⅶ層

排土

表採

撹乱

不明

７

１

羽

妬

明

”

叩

”

５

ｍ

４

⑲

空

句

当

（

も

）

句

ム

９

（

ｘ

）

有

ジ

７

７

０

０

０

０

０

０

０

０

４

２

０

０

９

１

１

０

~

０

０

０

０

１

４

４

０

無

有

有

無

有

有

有

無

無

無

無

有

０

鯛

⑲

肥

即

⑲

６

０

２

１

喝

２

０

浬

Ⅲ

１

霊

刀

４

１

０

１

０

０

９

０

兎

躯

万

里

粥

汐

５

６

１

７

２

５

１

Ｌ

ｌ

１

５

１

０

０

５

０

４

１

０

０

０

０

０

０

９

６

０

２

崎

畔

川

０

４

０

２

１

１

１

句

』

兵

型

へ

．

と

１

０

“

７

１

１

１

０

０

０

０

３

１

０

０

０

０

０

０

０

９

０

０

Ⅳ

７

０

０

０

０

０

０

１

３

１

０

０

０

０

０

２

０

ｍ

０

３

９

４

３

４

４

８

１

１

６

７

９

１

８

１

０

０

４

９

１

３

１

３

３

０

２

７

５

９

２

１

１
７

３

１

一

コ

３

１

１

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

３

０

１

二」

同’ 10,102 6 20 1 328 135 2,746 10 1,5901 4 1 33 1 8 1 17 1 - | 14,999
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Ⅲ キウス5遺跡

キウス川とその北の無名川との間に広がる緩斜面には古くから国指定史跡キウス周堤墓群の存在が知

られており､横断自動車道の路線決定にともなって道教委と道路公団との間で協議がおこなわれた経緯

がある。結果的に自動車道は周堤墓群南のキウス川の谷筋を通過することとなり、本年度から右岸のキ

ウス5遺跡の発掘に着手する運びとなった｡今回報告する範囲は自動車道がキウス川を跨ぐ、ボックスカ

ルバートエ事の用地にあたり、縄文時代の氾濫原に形成された包含層（標高約27～30m)が調査の主な

対象となった。

2調査区の設定

(1)方格設定と測量の基準

昨年度から始まったキウス7遺跡の調査と|司様に、キウス5遺跡でも調査範囲の区画と平面位置の測

量のために高速道路のセンターラインを基準とする方格（グリッド）割りをおこなった。センター杭

STA.135+00から138+00付近まで道路のセンターラインは完全な直線である。これとこれに直交し

STA.137+00を通る直線とを基線として4m間隔の方格を設定した。方格の区画線には建設予定の道路

の下り車線側から上り車線側へ向かってアルファベット､千歳市側から夕張市側へ向かってアラビア数

字による呼称を与え、 STA. 137+00を通る区画線をMラインおよび200ラインとした。センター杭

SAT.137+00･ 138+00の座標値とSTA.137+00からSTA.138+00へ向かう方向角は次の通りで（日

本道路公団札l幌建設局提供)、各座標値は平面直角座標系第XⅡ系（建設省告示第952号）中の数値で

ある。

STA.137+00 X=-124,606.2818 Y= 42,806.8008

STA.138+00 X=-124,638.9318 Y=-42,712.2811

STA.137+00からSTA.138+00への方向角 109｡ 03' 23.23"

方格の交点に設置した杭には区画線名の組み合わせによって「M200」のように呼称し、4m四方の各

グリッドにも下り車線側と千歳市側を画する区画線の名称よって杭と同様の呼称を与えた｡従ってM200

のグリッドの下り車線側・千歳市側の隅にある杭がM200杭と呼ばれることになる。さらに必要に応じ

て各グリッドを2m四方のグリッドに区画し、反時計回りにa･b･c･dの呼称を与えた（図Ⅲ-2)。

遺跡の東部では道路のセンターラインと方格の基線とが僅かにずれており､立ち木の伐採に際して道

路工事用地内に山積みされた枝や切り株のためにSTA.137+00付近の基線を延長することも困難であっ

たので、座標計算にもとづいて方格杭M270およびM275を設置し、前者から後者を視準した直線を基

線として方格割りをおこなった。方格杭M270･M275の座標値、およびこれらの設置に当たって基準と

したセンター杭STA.139+60の座標値とSTA.139+60からSTA.139+40に向かう方向角は下記の通り

である。

M270 X= 124,697.7018 Y=-42,542.1457

M275 X=-124,704.2318 Y= 42,523.2417

STA.139+60 X= 124,691.1395 Y=-42,561.0384

STA.139+60からSTA.139+40への方向角 288｡ 59' 31.78"

なお実際の方格杭設置作業は1ml･20〃単位デジタル表示の光波トランシットによっておこなったの

で、杭の位置には座標値・方向角入出力の精度に起因する誤差が生じている。

水準測量については本年度のキウス7遺跡の調査と同様に道路公団が工事のためにセンター杭

STA.140+80付近に設置した基準点T-17 (標高31.975m) を原点とした。

(2) 調査範囲

北海道教育庁文化課による埋蔵文化財包蔵地範囲確認調査の結果､キウス5遺跡では道路工事用地の

うちSTA.138+00付近下り車線側から西方の部分（｢B地区」 と仮称） と、 STA.38+40付近上り車線
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3 土層

側から東方の部分（｢A地区」と仮称） とが発掘調査必要範囲とされた。本年度当初の調査計画ではB地

区のSTA.136+60から138+80付近9,800㎡とA地区のうちキウス川ボックスカルバートエ事用地2,700

㎡が調査範囲であったが（図Ⅲ-2)、工事工程上の要請で先に着手したA地区の調査に予想外の時間を

要したためA地区の調査は見送られた。

A地区の調査はSTA,139+60以東、建設省保有であった旧キウス川河川敷地およびその南側の旧私

有地のうち、用地南端を走る工事用道路（盛土）敷部分を除いた2,700㎡を範囲として開始された。調

査の便宜上､調査範囲の南限を工事用道路敷に僅かにくい込む方格のXラインまでとしたこと、また調

査の進展にともない現キウス川に向かって遺跡範囲が若干拡大したこと、 さらに工事計画の修正にと

もない9月末から旧河川敷地より北側の一部を調査範囲に加えたこと性)などによって、最終的な調査実

施範囲はC～Xライン間、 265ライン以東のうちの3,000㎡となった。 （図Ⅲ-2右下)。

I章4節に述べた通り、本年度はボックスカルバートエ事にともなう切土範囲付近のみについて発掘

調査を終了し、道路公団に引渡しをおこなった。引き渡し範囲はQライン以北・273ライン以東とQラ
イン以南・270ライン以東の合わせてl,270㎡であり、本章ではこの範囲の調査成果について報告する。

3土層

(1)基本層序（図Ⅲ-5参照）

遺跡の主体となる縄文時代から中世にかけての遺物包含層に関しては､昨年度のキウス7遺跡の調査

で採用された土居の区分を踏襲した。キウス7遺跡とほぼ共通した層序の見られる本遺跡段丘面I (本

書Ⅱ章参照）部分での各層の概要は以下の通りである。

I層：黒褐(5YR2/1)色細～中礫混じり粘土質砂。層厚10～30cmで下限は暖昧。現表土。 Ⅱ層が

上位から土壌化したもので礫・砂は降下軽石である。稀に近代以降の陶磁器や鉄・ガラス

製品を含む。

Ⅱ層：灰白(10YR7/l)色細～中礫混じり砂。層厚20～50cm、下限は画然。 1739年降下の樽前a降

下軽石堆積物（曽屋・佐藤 1980、Ta-a層）である。無遺物。

Ⅲ層：黒(7.5YR1.7/1)色細礫・砂混じり粘土質シルト。層厚lOcm前後、下限判然。主にⅣ層が土

壌化したものと考えられ礫・砂の多くは角張った岩片である。層の上部にB-Tm火山灰が

l～3Cmの層厚で認められる場合があるが連続性は悪い。新千歳空港工事用地内の遺跡に見

られる第1黒色土層(IB層）に対比される。縄文時代晩期から続縄文時代、中世までの

遺物を含む。

Ⅳ層：褐(7.5YR4/4)色粘土質細礫～砂。層厚5～10cm、下限は判然。樽前c降下火砕堆積物（曽

屋・佐藤 1980、Ta-c層）である。礫・砂は主に角張った岩片で、花岡（本書Ⅱ章）はTa-

clに対比している。稀に縄文時代の遺物を含む。

V層：黒褐(7.5YR2/2)色細礫・砂混じり粘土質シルト。層厚20～40cm、下限は暖昧である。細礫

は上部に多く、主にⅣ層から落ち込んだ岩片とみられる。新千歳空港工事用地内の遺跡に

見られる第2黒色士層（ⅡB層）に対比される。縄文時代早期から晩期までの遺物を含む。

Ⅵ層：黄褐(10YR.5/6)色細～中礫・砂混じり粘土質シルト。層厚10～30cm、下限は暖昧である。

稀に縄文時代早期の遺物を含む。丘陵斜面に位置するキウス7遺跡ではⅥ層より下位にⅧ

脚注）

当初の工事計画では用地取得上の事情から、旧河川敷地以南の範囲で切土をおこなう予定であったが、用地取

得と埋蔵文化財包蔵地範囲確認調査の進展にともない公団側から切土範囲を若干拡張することが要請されたもので

ある。これによってC･D-273～275区付近の約100㎡が発掘調査範囲に追加された。
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Ⅲ キウス5遺跡

層（曽屋・佐藤 1980の「恵庭a降下軽石堆積物｣、En-a)･X層（曽屋・佐藤 1980の

「支笏降下火砕堆積物1 ･2｣、 Spfal･Spfa2)などの降下堆積物層が認められるが、段丘面

Iの範囲では今のところこれらを確認していない。Ⅵ層の下位にはⅧあるいはX層に由来

すると思われる軽石礫を含んだ堆積物があり、 これを仮にⅦ／Ⅸ層と呼んでおく。Ⅶ／Ⅸ層

の下位にはさらにxn･xⅢ層が認められる。

Ⅶ／Ⅸ層：色調・粒度には幅があり、にぶい黄褐(10YR5/4)色砂混じり粘土質シルト （上部)、淡黄

(5Y8/3)色粘土と灰黄(2.5Y6/2)色砂の互層（中部)、にぶい黄榿(IOYR.6/4)色細～中礫

（軽石）質砂・オリーブ灰(2.5GY5/1)色砂混じり粘土質シルト ・灰(5Y4/1)色粘土混じり

砂の乱雑な堆積（下部）などが観察される。層厚は確認できないが、段丘崖部分での観察

から2m程度かそれ以上あるとみられる。下限の状況未確認。人工遺物は出土していない。

段丘面Iを構成する段丘堆積物である可能性がある。

XⅡ層：黒褐(2.5Y3/l)色粘土質シルト （泥炭質) ･緑灰(5G5/l)色砂質粘土～シルトなどの互層。

層厚は未確認、下限の状況も明確ではない。曽屋・佐藤(1980)の「千歳泥炭層｣、あるい

は次のXⅢ層とともに「伏在海成更新統」に相当する可能性がある。

XⅢ層：オリーブ灰(2.5GY5/1)色シルト質粘土～粘土質砂。砂で満たされた断面円形、径3cmほ

どの竪穴状の構造が多く見られる。生痕化石であろう。隣接地の工事による断面では層厚

4m以上あり、下限の状況は不明である。佐々・森谷(1956)の「野l幌層｣、曽屋・佐藤

(1980)の「伏在海成更新統」などに相当するものとみられる。

(2)低位の段丘部分の層序

縄文時代にはキウス川の氾濫原であったとみられる段丘面Ⅲ。Ⅳ（本書Ⅱ章参照）の範囲では、Ⅲ～

V層に相当する時期の堆積物が3m余りの厚さに達しており、泥炭質ないし腐植質の土壌と無機質の河

成堆積物との互層が見られる。これらを次のように分層した。

m-1層：黒褐(7.5～lOYR2/1)色粘土質シルト。層厚1O～20cm・下限は比較的画然としており、河成

の堆積物とも考えられる。分布範囲は段丘面Ⅳから段丘面Ⅲの現河道寄りにかけてで、Ⅲ-2層と

ほぼ同じ。場所によって層の下部にl～2Cmの厚さでB-Tm火山灰とみられる灰白色のシルト層が

見られるが、連続性は良くない。焼土・炭化物集中・集石などの遺構が形成され、確認できる範

囲では遺構はB-Tmより上位にある。稀に縄文時代の遺物が出土。大型の生物遺体は認められな

い。

Ⅲ-2層：色調・粒度に幅がある。H-276区付近ではにぶい黄褐(10YR4/3)色細礫混じりシルトないし

オリーブ褐(2.5Y4/3)色中礫混じりシルト質砂。礫は主に軽石質である。R-272区付近では黄灰

(2.5Y4/l)色ないし黄褐(2.5Y5/3)色砂質シルトと黒褐(7.5YR3/2)色粘土質シルトの互層。下

限の画然とした河成の堆積物。分布と層厚については本章4節で述べるが､河道外でも30cm以上

の厚さを有する場合がある。調査範囲北部の粗粒のものと、南部の細粒の堆積物とは必ずしも一

連のものではないかも知れない。人工遺物・大型の生物遣体とも認められない。

Ⅲ-3層：黒(7.5YR～2.5Yl.7/1)色シルト質粘土～粘土質シルト。層厚5cmから20cm、下限は判然。Ⅲ‐

4層が上位から土壌化したものとみられ、段丘面Ⅲ．Ⅳの全面に連続的に分布。Ⅲ－1 ．2層の分布

範囲外では上部にl～2cmの厚さでB-Tm火山灰とみられる灰白色のシルト層が見られる場合があ

る。層の上部で焼土・炭化物集中・集石などの遺構が確認されるがⅢ-1層の分布範囲外にほぼ限

られる。縄文時代の遺物が稀に出土。大型の生物遺体は認められない。

Ⅲ-4層：上部は黒(2.5Y2/l)色粘土質シルトと褐灰(10YR4/l)～灰白(10YR7/l)色シルト質粘土の

うう
一』／ 〆P一



3土層

互層で、下部へ向かって黄褐(10YRS/6)～褐(10YR4/6)色の細～中礫（主に軽石）混じりシル

ト質砂・黒褐(10YR3/2)色細礫質砂など粗粒の部層が主体となる。下限は画然とし、層厚は10

Cmから場所によって1mに達する場合がある。段丘面Ⅲ．Ⅳの全面に連続的に分布するが、現河

道に近い位置ではほとんど上部の細粒部分のみからなる｡分布と層厚については次節でも述べる。

少なくとも下部は河成の堆積物と考えられ､E～F-276区付近では堆積面が保存されている可能性

がある｡層の上部は一次的な堆積物のうちの細粒部分が再堆積したものかも知れない｡人工遺物・

大型の生物遺体は認められない。例外的に段丘面I前縁の段丘崖部分で層の下底付近から縄文時

代晩期の遺物がかなり出土したが、本層の堆積時に下位の包含層を削剥した結果とみられる。

Ⅲ-5層：暗赤褐(5YR3/2)色シルト質粘土ないし黒褐(7.5YR3/2)色細礫～砂質粘土、泥炭質。細礫

はⅣ層のものに似た岩片が主である。層厚Iclnから30cm、段丘面Ⅲ奥部に連続的に分布し、Ⅳ層

上面の凹地に発達する（本章4節)。またD-278区付近の緩斜面では黒（無彩色2/1)色の砂混じり

シルト質粘土が5cm程度の厚さでⅣ層を覆って堆積しており、Ⅲ-5層と同時期のものとみられる。

泥炭は主にヨシと思われる草本から構成される。しばしば木材を含むが株はほとんどなく、焼け

た木材や木製品が散在して検出される。縄文時代晩期後葉の遺構（炭化物集中・フレイク・チッ

プ集中) ･遺物があり、淡水貝などの動物遺体も見られる。遺物の大半は層の下底近くで出土した。

Ⅳ層： 旧河道の上位など凹地においては段丘面I上で見られるより厚く、30cm以上に達する場合があ

る。この場合層の上部は主に褐灰(10YR4/1)色・暗褐(10YR4/4)色などの細礫（軽石がめだつ）

質砂、下部は暗赤褐(5YR3/6)色細礫質砂で、両者の境ににぶい黄褐(10YR4/3)色の薄いシルト

質砂層が介在。凹地部分以外ではこの細粒の部層以下だけが見られる。層の上部で稀に縄文時代

の遺物や木材が出土する。上部の軽石に富む部分はTa-cに含めてよいかどうか疑問もあり、Ⅲ層

の一部とすべきかも知れない。この場合にぶい黄褐色の細粒部分は降下堆積物の上面に二次的に

形成された風成層と考えられる。

V-l層:V-2層の堆積後、Ta-c降下以前に形成された土壌ないし表層の堆積物をまとめる。河道以外

の部分では黒褐(7.5YR2/2～3/1)色シルト質粘土、下限判然、層厚l～5cm。河道内では暗黄灰

(2.5Y.4/2)色・暗オリーブ灰(2.5GY4/1)色・黒褐(2.5Y3/2)色などの軽石礫混じりシルト質砂

で、下底付近は軽石以外の細・中礫が顕著になる。河道内ではしばしば泥炭質の部分を交えるが、

あまり発達したものではない。分解の進んだ植物遺体に木材を交え、 ヨシなどの草本や樹木の株

はめだたない場合が多い。本層では縄文時代晩期後葉の遺構・遺物、 また主に河道内で昆虫・樹

木などの生物遺体が見られる。

V-2層：灰黄褐(10YR4/2)色．にぶい黄榿(10YR7/3)色などの粘土、暗灰黄(2.5Y5/2)色．にぶい

黄褐(10YR5/4～4/3)色などの軽石礫混じり砂、黒褐(10YR3/2)色シルト質粘土などの互層。層

厚20～60cm、下限は画然としている。Q-271区付近ではほぼ純粋に河成の堆積物と思われるが、

H-276区付近ではより細粒となるとともにやや泥炭質の部層や黒(10YR2/1)色の埋没土壌と思わ

れるものを含む｡層の上部では粘土質の部層の中に炭化物(主に木材片)の薄い層が形成される場

合がある（図Ⅲ-6)。人工遺物・大型の生物遺体はほとんどない。

V-2/3層:O･P-271～273区付近で確認された堆積物で、V-2層に覆われV-3層を不整合に覆っている。

段丘面Ⅳを構成する主要な堆積物であるとみられる。暗灰黄(2.5Y.5/2)色・灰(5Y4/1)色などの

砂と褐灰(7.5YR5/1～IOYR4/1)色・灰黄褐(10YR5/2)色等の粘土の互層。層厚は70cm前後、下

底にはオリーブ黒(5Y3/1)色の細・中礫（軽石を含まない円礫）質砂が見られ、河道内の堆積物

であることを示す｡Qライン付近の断面では層内に地滑り痕と思われる不連続面が認められる｡場
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Ⅲ キウス5遺跡

所によってV-1層同様炭化材片の薄層が含まれている（図Ⅲ-6)。下底付近でⅣ群c類土器、中位

でV群c類土器が出土。生物遺体は稀に木材を含む程度である。V-2層に覆われ、しかもV群c類

土器が出土することから少なくとも一部は縄文時代晩期後葉の堆積物であると考えざるを得ない

が、多少問題を残す。本層の性格については本章5節旧河道部の項で再度触れたい。

V-3層:V-4層の直上に形成された黒(10YR1.7/1)～黒褐(2.5Y3/2)色のシルト質粘土、これと概ね

同時期とみられる河道内の堆積物、およびこれらを覆って広く分布する黒褐（7.5～10YR3/2)色

ないし黒(7.5YR2/1)色で泥炭質の粘土質シルト層を総称する。河道以外の部分では層厚5～10

Cm、下限判然。段丘面Ⅲの全域にわたって分布するが、段丘面Ⅳの範囲に存在するかどうかは確

定できなかった（本章5節旧河道部の項参照)。河道内では暗灰黄(2.5Y4/2)色・灰オリーブ(5Y

4/2）色・暗オリーブ灰(2.5GY4/1)色などの軽石礫混じり砂と黒褐(10YR～2.5Y3/2)色、泥炭

質の粘土質シルトの互層を主体に軽石を交えない細礫質砂の薄層を挟み、下底では中礫・粘土塊

などを交えた粗粒砂層となる。縄文時代後期後半の遺構（炭化物集中・集石） と遺物がV-4層直

上の黒色土や河道の堆積物中で確認される。木材や種子などの植物遺体は砂層部分でやや稀とな

るものの層の全体を通じて多く、昆虫などの遺体も見られる。なお現地調査中には便宜的に層上

部の泥炭質部分をV-3a層、河道内で顕著な砂質の堆積物をV-3b層、また層下部のより腐植に富

み遺物の目につく部分をV-3c層と区別して遺物の取り上げをおこなった場合もあるが､異なる地

点間で対比が可能であるとの確信が得られないので層序の区分としては採用しない。

V-4層：にぶい黄(2.5Y6/4)色・暗灰黄(2.5Y4～5/2)色などの軽石礫混じり砂と褐灰(10YR5/1)色・

暗灰黄(2.5Y4/2)色などのシルトの互層に黒褐(10YR～2.5Y3/2)色粘土質シルト （泥炭質）の薄

層を挟む。層厚は40～90cm、下限の画然とした河成層で、場所によって河道跡と思われるものを

含んでいる（図Ⅲ-3Kライン付近、図Ⅲ-4Hライン付近)oV_3層と同じく段丘面Ⅲの範囲に広く

見られ、段丘面Ⅳ部分でははっきりしない。人工遺物は確認されていないが、泥炭質の部層中に

炭化物（木材片）の集中が見られる場合がある（図Ⅲ-3)。また河道内とみられる部分では木材が

~ 出土する。

V-5層：黒褐(10YR3/2)色の粘土質シルト （泥炭質） と暗オリーブ灰(5GY4/1)色砂・暗灰黄(2.5Y

4/2)色軽石礫混じり砂などの互層。各部層の下限は画然として主に河成の堆積物とみられ、 しば

しば河床の残留堆積物とみられる細・中礫(軽石を含まない円礫)質砂層を含む。段丘面Ⅲの範囲

に広く見られ、段丘面Ⅳ部分については不明確である（本章5節旧河道部の項)。層厚は60cmから

場所によって2m以上に達し、さらに分層が可能であるが､河道跡が切り合っていて異なる地点間

での部層の対比は難しい。今年度の調査では河成堆積の休止期を示すと考えられる連続性のよい

泥炭質・腐植質の部層、およびそれらと同時期と思われる河道跡に対して以下のように名称を与

え、層準の目安とするにとどまった。

V-5a層：河道外の部分では暗褐(7.5YR3/3～4)色、泥炭質のシルトで、場所によっては灰オリーブ(5Y

4/2)色の粘土質シルトや砂との互層となって2枚以上に分かれる。下限は画然､層厚5～10cm｡5b･

5c層に比べて赤味が強い印象を受ける。堆積面は1-277区付近で標高28.4m前後。河道内では厚く

砂礫質となるほか､K-275～276区付近では河道状の凹地内で泥炭質の堆積が厚さ40cmに達してい

る（図Ⅲ-3)。273ライン以東ではほぼ段丘面Ⅲの全域に連続的な分布が認められる。縄文時代中

期後半の遺構（炭化物集中） ・遺物を少数確認しており、河道内では木材が出土する。

V-5b層:5a層と次の5c層の間に位置する複数の泥炭質ないし腐植質の層を一括したものである。それ

ぞれが連続性のよい堆積物であるかどうか確認できなかったが､1-277区付近では河道の重複と堆
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3土層

積面の標高差から上下4枚の層が区別され、それぞれV-5bl ･b2･b3･b4層と仮称して調査をお

こなった。

V-5bl層：黒褐(10YR3/2)色粘土質シルト （泥炭質)。河道以外の部分は層厚5cm程度、下限画然。堆

積面は1-276付近で標高28.2m前後。河道内では砂礫との互層となる。少なくとも276ライン以東、

Jライン以北では連続的に確認できる。河道内で炭化物集中がl例確認され、カゴ状繊維製品を含

む縄文時代中期後半の遺物が出土。木材も河道から豊富に出土している。

V-5b2層：黒褐(10YR～2.5Y3/2)色または黒(10YR2/1)色のシルト質粘土。やや分解の進んだ泥炭

質、あるいは腐植質。河道外の部分では層厚5cm程度で下限画然。1-277区付近で堆積面の標高は

28.0m前後｡河道内では砂礫との互層となり、木材を多く出土。人工遺物は下位の包含層から混入

したと思われる縄文時代早・前期土器片などを除いて確認していない。図Ⅲ-4のV-5b: 11 ･ 12層

は本層に相当するとみられる。

V-5b3層：黒褐(10YR2/2～3/1)色シルト質粘土。腐植泥あるいは黒泥。層厚5～10cm、下限は判然、

上位から土壌化したもののようにも見える。1-277区付近での堆積面は標高27.8m前後｡H～J-276･

277区で確認できるが広がりは不明、この層に相当する河道も見つかっていない。遺構･大型の生

物遺体は確認されない。縄文時代中期前半の土器が稀に含まれているようである。図Ⅲ－4のV-

5b: 16･ 17層は本層に相当するとみられる。

V-5b4層：黒(10YR～2.5Y2/1)色シルト質粘土、いくらか泥炭質。河道以外の部分では層厚5cm程度、

下限は画然としている。1-277区付近での堆積面は27.7m前後。河道内では礫混じり砂・シルト質

砂などとの互層となり木材が多く含まれる。H～K-276･277区内で連続的に確認できるが広がり

は不明。遺構は確認されず、河道内で縄文時代中期の土器がわずかに出土した。図Ⅲ-4ではV-

5b: 18層が本層に相当するとみられる。

V-5c層：上部は黒褐(7.5YR3/1)色シルト混じり粘土（泥炭質)、下部は黒褐(10YR3/1)色粘土。 と

もに下限は画然、両者を合わせた層厚は5～IOcmで薄い暗オリーブ灰(2.5GY4/1)色の砂層を挟

む場合がある。河道内では軽石礫混じりの砂との互層となる。堆積面の標高は1-277区付近で約

27.4m。少なくともH～Mライン間、273ライン以東の範囲で広く認められるが、段丘面Ⅳの部分

には分布しない。縄文時代前期前半の土器をわずかに含んでいる可能性がある。木材は河道内で

出土するほか、幹の部分など大型のものは河道外でも遣存している場合があった。

V-5d層：オリーブ黒(5Y3/1～2)色ないし黒(5Y2/1)色の細～大礫質砂。礫は円礫で軽石である。川

がXⅢ層を侵蝕した際に河床に残留した粗粒物質とみられ、複数の河道の河床礫が複合したもの

と考えられる。とはいえ段丘面Ⅲ．Ⅳのほぼ全域にわたって10～30cmの比較的均一な層厚で連続

的に分布しており、後に上位から撹乱されている部分があるにしても大まかには遺跡付近でキウ

ス川による谷の侵蝕が停止し､埋積に転じた時期を示す堆積物と考えることができるであろう｡縄

文時代早期末の遺物が少数出土、土器は摩耗している。上面で大型の木材が稀に出土するのを除

けば、生物遺体は確認されない。

以上旧河道とその周辺部分の層序､特にV-4層以下の部分についての記述は不徹底なものであり、今

後の調査の継続によって修正される点も多いと思われるので特にお断りしておきたい。
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灰
(5
Y4
/l
)色
藤
中
鑑
じ
|ル
ル
慣
珈
楜
馳
互
層

39
灰
(5
Y4
/l
）
鮖
中
雛
じ
り
砂
質
粘
土

：
40
黒
褐
(2
.5
Y3
/l
)色
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
質
粘
土
(艤
質
)と

灰
(5
Y4
/l
)細
醸
じ
ﾘｼ
ﾙﾄ
質
砂
の
顕

：4
1
灰
(5
Y4
/l
）
軽
石
中
醗
じ
り
粘
土
質
砂

：
42
黒
褐
(Z
5Y
3/
1)
色
ｼﾙ
ﾄ質
粘
土
(瀧
質
)鋤
《

ｵﾘ
ｰﾌ
劇
7~
5Y
3/
l)
色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
に
雛

：4
3暗
灰
王
(2
‘
5Y
4/
2)
~黒
(7
5Y
2/
l）
藤
繩
混
じ
Iﾉ
砂

：4
4黒
褐
(2
.5
Y3
/l
）
粘
土
混
じ
り
噸
シ
ル
ト

砂
質
･
泥
籟
の
楜
馳
頚

；4
5
ｵﾘ
ｰﾌ
割
7~
5Y
3/
1）
シ
ル
ト
質
砂
泥
籟
ﾗﾐ
ﾅ

；
46
黒
(2
~5
Y2
/l
）
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ幌
籟
）
細
砂
ﾗﾐ
ﾅ多
い

：4
7オ
リ
ー
ブ
割
5Y
3/
l)
~灰
(5
Y4
/l
）
砂
T
E
I
抑
~
溌
顛

：4
8灰
(7
‘
5Y
4/
l）
鵬
.粘
漿
じ
リ
シ
ル
ト

？
49
黒
褐
(2
,5
Y3
/l
）
鮖
中
龍
じ
り
砂
質
シ
ル
ト

V
4

：’
’
二
ぶ
い
黄
(2
~5
Y6
/4
）
郷

；2
褐
灰
(l
OY
R5
/l
）
シ
ル
ト

：3
暗
臓
(Z
5Y
5/
2）
砂

：4
暗
掲
(i
OY
R3
/3
）
砂
+
雛

f5
褐
灰
(1
0Y
R5
/l
）
砂
+シ
ル
ト
ヵ
軽
石
(I
l糊

：
6謡
(l
0Y
R3
/2
）
雛
泥
(靴
鱸
中
を
含
む
）

：7
暗
癩
(Z
5Y
5/
2）
シ
ル
ト

：8
黒
褐
(l
0Y
R3
/2
）
雛
泥

V
l

：l
黒
捌
lO
YR
2/
3)
色
鑛
ｼﾙ
ﾄと
暗
嶬
(2
.5
Y4
/2
)色
ｼﾙ
ﾄ質
蜘
互
層

：
2罪
(l
OY
R2
/2
）
嘘
じ
り
粘
土
質
シ
ル
ト
砂
の
ﾗ
ﾐ
ﾅ
麹

：5
暗
礁
(2
.5
Y4
/2
)色
ｼﾙ
ﾄ質
晩
黒
(2
‘
5Y
2/
1)
鋼
罷
じ
り
の
”
互
屑

：8
黒
褐
(l
0Y
R3
/l
）
繩
(軽
石
)砂
混
じ
Iル
ル
ト
や
や
漉
質

：9
黒
(1
0Y
R2
/l
)色
シ
ル
慣
泄
(献
質
)と

暗
順
(Z
5Y
4/
2)
色
ｼﾙ
ﾄ師
の
互
層

：1
0誌
(I
OY
R3
/2
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
稚
質
)
･灰
(5
Y4
/l
)色
ｼﾙ
ﾄ酌
，

職
ﾘｰ
ﾌ灰
(2
5G
Y4
/l
)色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
械
の
互
層

鮖
中
農
含
む
下
底
付
近
に
細
糊
じ
り
婚

V-
3

：l
黒
(7
‘
5Y
2/
l）
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
）
噸
シ
ル
ト
ラ
ミ
ナ

：1
2窯
(2
5Y
3/
l）
軽
石
総
混
じ
ﾘｼ
ﾙﾄ
質
砂

：1
3黒
(l
OY
R2
/l
)色
ｼﾙ
ﾄ質
粘
土
(泥
炭
首
)と
罪
(Z
5Y
3"
)色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
の
互
層

：
22
黒
褐
(l
OY
R2
/2
）
シ
ル
ト
質
粘
土
(溌
層
）
シ
ル
ト
質
砂
ﾗﾐ
ﾅ

；
23
暗
雁
(2
,5
Y4
/2
）
鮖
中
畷
じ
り
ｼﾙ
ﾄ質
砂

：2
4暗
應
(Z
5Y
4/
2）
鵬
混
じ
り
砂
鮖
中
飾
り

：2
5
黒
獄
2,
5Y
3/
2）
豊
石
細
離
じ
|ル
ル
ト
質
砂

’2
6割
2.
5Y
2/
l)
色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
泥
韻
)と

暗
應
(Z
5Y
4/
2)
色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
岬
明
馳
翌

：3
3
黒
褐
(2
.5
Y3
/1
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ、

灰
ｵ'
ﾉ
ﾌ(
5Y
4/
2)
色
軽
石
中
雛
じ
Iル
ル
ト
質
砂
な
ど
の
互
層

34
黒
掲
(2
.5
Y3
/l
）
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ

35
町
ﾘｰ
ﾌ(
5Y
4/
2）
鮖
中
鱸
じ
'ル
ル
ト
質
砂

36
黒
褐
l2
~5
Y3
/l
）
軽
中
聴
じ
り
砂
質
シ
ル
ト

F3
7暗
噸
(2
,5
V4
/2
)~
黒
褐
(Z
5Y
3/
2）
軽
石
中
辮
じ
Iル
ル
ト
質
砂

１ １９ １ １ １ ２ ３ ４ Ｋ

５
Ｖ

３ ４ ５ ６

０ １ ２ ３ ４ ５６ ７ ８ ９ １ １ １ １ １ １

１ ↓ 角 と う Ｊ β ４ 頂 Ｊ Ｆ 向 Ｕ Ｔ ｊ Ｑ Ｕ ｎ Ｊ １ １

~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~

Ｆ ｈ Ｊ

Ｃ

Ｆ ｈ

Ｃ

Ｖ Ｙ

ｂ ７ ８ ９ Ⅱ１ １ １ １ ７

図
I
I1
-
3
2
7
6
ラ
イ
ン
土
層
断
面
図
(
1
)



Ｊ Ｊ

Ｉ ト ー Ｉ

図
1
11
-
4
2
7
6
ラ
イ
ン
土
層
断
面
図
(
2
)



-J
gg
-－
可

曰

Ｅ Ｇ

輪 ｑ 〆 切 磁 壁

飯
豊
』
塗

~

写 興 に に に Ｉ 里 村
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褐
(2

IⅡ
-4

垂
い い 句 ｆ ｈ ｕ

や 小 一 炉 祠

2
、

’ 四 ｍ Ｉ

均
一
に
ﾉリ

る

：1
1
黒
褐
(2
~5
Y3
/l
）
銀
･軽
石
中
蛎
じ
り
砂

:1
2

:5
1こ
類
似
噸
の
部
分
や
や
多
い

：1
3
：
3に
同
じ
ラ
ミ
ナ
の
斜
行
(左
下
が
り
)罐

：
M
ｵ
ﾘ
ﾌ黒
(5
Y3
/l
）
中
礫
~鵜
質
砂

V5
b2

↓l
報
(1
0Y
R3
/2
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
磁
勧
上

職
ﾘ
ﾌ灰
(2
.5
GY
4/
l)
色
砂
の
互
層

一
部
に
軽
石
中
鰯
じ
り
鯲
層

：2
オ
リ
ー
ブ
黒
(5
Y3
/l
~2
）
鵬
.猫
中
諦
じ
り
砂

:3
:l
に
同
じ
右
方
|鑓
炭
質
部
形
い

：4
灰
(5
Y4
/l
)色
軽
石
申
噸
砂
・

黒
(5
Y2
/l
)色
溌
(円
鱒
質
碗
加
互
層

：5
：
lに
同
じ

：6
：
2に
副
左
施
ラ
ミ
ナ
の
斯
(左
下
が
り
)罐

7
:l
､同
じ
鮖
混
じ
り
の
ﾗﾐ
ﾅ目
立
つ

：8
；2
に
副
右
方
へ
向
か
っ
て
諏
蝿
郷
か
く
鵬

：9
黒
褐
(l
OY
R3
/2
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
泥
籟
)

．
暗
噸
(2
~5
Y4
/2
)色
軽
硴
顛
じ
り
砂
．

暗
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(2
5G
Y4
/l
)色
砂
岨
層

：1
0暗
臓
(2
.5
Y4
/2
）
繍
礫
住
|こ
軽
)質
砂

：1
1暗
諏
(l
OG
Y4
/1
）
砂
左
方
畷
石
辮
混
じ
り
上
な
り

ラ
ミ
ナ
の
斜
行
(左
下
が
り
)蕊

12
黒
褐
(2
.5
Y3
/l
)色
中
~鵬
(円
劉
混
じ
り
砂
上

暗
艤
(z
5Y
4/
2)
色
軽
石
中
噸
砂
の
互
層

13
暗
褐
(I
0Y
R4
/l
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
泥
炭
質
)

・
暗
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(2
~5
GY
4/
l)
色
砂
・

黄
灰
(2
.5
Y4
/l
)色
軽
畑
纈
じ
り
妙
な
鋤
互
層

訪
下
底
に
割
5Y
2/
l)
~ｵ
ﾘｰ
ﾌ鼻
(5
Y3
/2
)色
中
･細
雛
じ
り
砂
層

14
顎
(l
OY
R2
3/
1）
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
）

15
黄
灰
(2
‘
5Y
4/
l)
色
鮖
鵬
胃
砂
‘

黒
褐
(2
.5
Y3
/2
)色
砂
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
)嗽
ﾋ咽
層

16
雛
(Z
5Y
4/
l）
軽
石
中
噸
細
確
じ
り
砂

17
黒
(5
Y2
/l
)～
ｵﾘ
ｰﾌ
黒
“
/l
）
鵬
(円
粥
混
じ
り
砂

左
曜
で
は
中
細
も
加
わ
り
熊
と
な
る

18
率
(Z
5Y
3/
2)
色
砂
質
ｼﾙ
ﾄ(
泥
炭
質
)と

ｵ
ﾘ
ﾌ黒
(5
Y3
/'
)色
纈
媛
じ
り
砂
の
楜
馳
互
層

19
報
(2
.5
Y3
/2
)色
砂
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
)

・

オ
ﾉ
ﾌ灰
(2
.5
GY
4/
l)
色
砂
・

黄
灰
(Z
5Y
4/
l)
色
軽
石
細
醗
じ
り
”
互
層

20
灰
(7
.5
Y4
/l
）
軽
石
鱸
'粘
土
嘘
じ
順
シ
ル
ト

21
黒
(5
Y2
/l
）
中
~鵬
(円
駒
質
砂

22
灰
(5
Y4
/l
）
細
礫
･鮖
中
艫
じ
リ
シ
ル
ト
質
砂

14
黒
褐
(Z
5Y
3/
2)
色
粘
土
混
じ
り
ｼﾙ
ﾄ(
W泥
籟
)と

暗
ｵI
ﾉ
ﾌ灰
(2
.5
GY
4/
I)
色
砂
の
互
層

15
黒
褐
(l
OY
R3
/l
)色
ｼﾙ
ﾄ質
粘
土
(や
や
泥
籟
)と

暗
ｵﾘ
ﾌ灰
(2
~5
GY
4/
1)
色
”
互
層

16
黒
掲
(l
OY
R2
/2
）
粘
土
質
シ
ル
ト
泥
籟
で
“
い

17
黒
褐
(l
OY
R3
/l
）
シ
ル
ト
質
粘
土
泥
炭
質
で
“
い

18
黒
(1
0Ⅷ
~2
.5
YR
2/
l）
シ
ル
ト
質
粘
土
(や
や
泥
炭
質
）

19
率
(2
‘
5Y
3/
l）
軽
石
鵬
.砂
混
じ
り
粘
土
質
シ
ル
ト

10
黒
褐
(7
~5
YR
3/
l）
シ
ル
ト
混
じ
り
粘
土
(泥
籟
）

11
難
(l
OY
R3
/l
）
粘
土

34
黒
褐
(l
0Y
R2
/2
）
粘
土
混
じ
り
噸
ｼﾙ
ﾄ(
泥
籟
）

35
黄
灰
(2
.5
Y4
/l
）
噸
ｼﾙ
ﾄ~
粘
土
一
部
泥
炭
質

36
オ
リ
ー
ブ
黒
(5
Y3
/l
）
細
農
(円
勘
質
砂

37
オ
リ
ー
ブ
黒
(5
Y3
/l
)色
細
円
磯
質
砂
・

灰
(5
Y4
/l
)色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
，

黄
灰
(2
,5
Y4
/l
)色
軽
石
中
雛
じ
り
碗
ど
の
互
層

38
灰
(5
Y4
/l
)~
黒
(5
Y2
/l
)色
鈍
い
し

灰
(5
Y4
/l
)色
粘
土
鱸
じ
り
中
.細
礫
(円
削
砂

3
9
職
ﾘ
ﾌ灰
(5
GY
4/
1）
砂
質
ｼﾙ
ﾄ~
粘
土

40
黄
灰
(2
~5
Y4
/l
）
鮖
總
混
じ
り
砂

41
灰
(5
Y4
/l
）
粘
土
鱸
じ
り
中
~鵬
(円
削
質
砂

：
l層
の
も
の
よ
り
小
粒

4
黒
(7
.5
YR
2/
1)
色
土
2～
4m
mの
譲
燈
色
の
軽
石
が
全
体
|こ
均
一
に
鋤
|こ
入
る

1
黒
褐
(7
~5
YR
2/
2)
色
土
Ⅲ
:
2層
よ
i膜
め
識
借
色
”
{蜆
ら
“
い

2
暗
褐
(l
OY
R3
/4
）
シ
ル
ト
1c
m眉
の
軽
石
(E
n8
)が
少
々
入
る

3
暗
應
(2
5Y
5/
2）
粘
土
と
ｼﾙ
ﾄ質
砂
の
互
層

Wl
X層
吐
部
に
瓢
地
す
べ
り
蝿
か

4
灰
白
(5
Y7
/2
)~
灰
ｵﾘ
ﾌ(
5Y
6/
2）
灰
白
色
軽
石
を
稀
に
交
え
る
粘
土

W鴫
上
部
の
粘
土
層
の
鰯

5
灰
(l
OY
5/
l）
粘
土
混
じ
り
灰
白
(l
OY
R8
/1
)色
目
化
鮖
中
~鵬
質
砂

豊
石
は
X層
起
慨

6
黒
褐
(l
OY
R3
/1
)-
繩
(l
9Y
R4
/l
）
シ
ル
ト
質
粘
土

7
暗
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(5
GV
4/
l)
嘘
じ
り
ｼﾙ
ﾄ質
粘
土
稀
|こ
円
中
礫
住
に
鞭
)

8職
(l
OY
R3
/3
）
シ
ル
ト
質
粘
土
(や
や
瀧
質
）
稀
Iこ
灰
白
色
軽
石
細
農

9
暗
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(5
GY
4/
l）
砂
鄙
リ
シ
ル
ト

10
黒
掲
(2
~5
Y3
/2
）
噸
じ
り
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
や
や
泥
炭
卸

11
職
ﾉｰ
ﾌ灰
(5
GY
4/
l）
灰
白
色
鮖
細
~中
礫
混
じ
I)
粘
土
~ｼ
ﾙﾄ
質

V-
l

：1
8灰
ｵﾘ
ｰﾌ
(5
Y5
/2
)色
軽
石
中
礫
･噸
じ
り
粘
土
．

黒
褐
(2
~5
Y3
/2
)色
ｼﾙ
ﾄ質
砂
な
師
不
明
馳
互
層

＆I
§
灰
ｵﾘ
ｰﾌ
(5
Y6
/2
）
砂
混
じ
り
ｼﾙ
ﾄ質
粘
土
稀
に
鮖
中
礫

￥
5b
l

:l
熱
(1
0Y
R2
/3
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
)

・

職
ﾘ
ﾌⅨ
(5
GY
4/
l)
色
砂
~

暗
灰
黄
(2
.5
Y4
/2
)色
鮖
中
醗
じ
'ﾉ
砂
の
互
層

；2
黒
褐
(l
OY
R3
/2
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
瀧
質
)

．

晴
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(2
5G
Y4
/1
)色
砂
・

暗
艤
(2
.5
Y4
/2
)色
軽
石
鵬
混
じ
り
砂
の
互
層

：3
暗
噸
(2
5Y
4/
2)
色
鮖
中
噸
砂
と

暗
ｵﾘ
ﾌ灰
(2
5G
Y4
/l
)色
砂
の
互
層

下
底
に
オ
リ
ー
ブ
黒
(5
Y3
/l
)色
鋤
層

F4
黒
褐
(Z
5Y
3/
2）
粘
土
混
じ
り
砂
質
シ
ル
ト

15
黒
褐
(l
OY
R2
/3
)色
粘
土
質
ｼﾙ
ﾄ(
泥
炭
質
)と

暗
ｵﾘ
ｰﾌ
灰
(5
GY
4/
l)
色
砂
の
互
層

：6
黒
褐
(2
5Y
3/
2）
鵬
･軽
石
中
礫
鄙
り
砂

：7
：5
に
同
じ
泥
炭
質
螂
分
多
い

:9
ｫ
ﾉ
ﾌ黒
(5
Y3
/l
)色
細
踊
目
じ
り
砂
･

暗
ｵﾘ
ﾌ灰
(5
GY
4/
l)
色
砂
な
”
互
層

：
10
：
5に
同
じ

I

６
３ ５

Ｖ Ｖ

図
'
''
－
5
27
6ラ
イ
ン
土
層
断
面
図
（
3）



2
”

’
2
7
3

一 一
一

１
一

黒
褐
(5
YR
2/
l）
表
土
層

黒
褐
(7
.5
YR
2/
2）
Ta
-a
〉
腐
植
土
(表
土
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4 .Ta-c上位の調査

4 .Ta-c上位の調査

(1)遺構

a､焼土

UF-10 (図Ⅲ－8)

位置S-271-c UF-llに隣接する。

規模0．87×(0.56)/0.08m

特徴Ⅲ-1層の調査中に炭化材の集中を認め、同じ位置のやや下位で小規模な焼土を検出した。Ⅲ-2層

上面が焼土化している。ほぼ同じ面で東へ2m足らずの位置にUF-11が確認されており、近接した

時期のものである可能性が高い。

遺物炭化材以外の遺物は確認されていない。

時期縄文時代晩期後葉以降。推定されるⅢ-I層の形成年代は擦文時代以降である。

UF-11 (図Ⅲ－8)

位置S-272-a.b UF-10に隣接。

規模0．55×0.50/0.08m

特徴Ⅲ-2層上面で確認した。UF-10のような炭化材の出土は認められないが、この位置で焼けたもの

と考えられる。

遺物出土していない。

時期縄文時代晩期後葉以降。UF-10同様擦文時代以降のものである可能性が高い。

UF-13 (図Ⅲ－8)

位置D-278-b.c UFC-lの下位にある。

規模0．72×(0.36)/0.04m

特徴Ⅲ-5層に対応するとみられるⅣ層直上の腐植質土中で確認。フレイク・チップ集中UFC-1の土

壌をl～3cmほどの厚さで採取したところ、フレイク・チップの密集地点から少し西へずれた位置

に骨片を多く含む焼土が現れた。掘り込みを伴わない薄い焼土で、ほとんどⅣ層上面に接して形

成される。焼土と周辺に散在する骨片混じりの土壌を全量採取して浮遊選別をおこない、多量の

微細遺物を採取した。また浮遊選別によって得た炭化材片10.09を試料として14C年代測定を依頼

した（Ⅵ章1節)。

遺物浮遊選別の結果V群c類土器1点、黒曜石製フレイク・チップ20点、礫片1点が見出された（表

Ⅲ-17)。フレイク・チップの数はそれほど多くなく、この焼土とUFC-lとの共時性には疑問が残

る。脊椎動物遺体(焼骨）は149余りが選別され、イヌ科哺乳類が同定されている（Ⅵ章2節)。植

物遺体ではタデ属・マタタビ属種子が確認され（Ⅵ章3節)、 また炭化材片3点について樹種の同

定を試みた結果、 コナラ属・カエデ属材の存在が推定された（Ⅵ章4節)｡

時期縄文時代晩期後葉◎ '4C年代測定結果は2200±80y.B.P. (KSU-2438)。

b.小ピット （図Ⅲ－9)

Ⅲ-2層上面で1基(USP-l)、Ⅲ-4層上面で4基(USP-23～26)の小ピットを確認した。後者はⅢ-1 ･

2層の分布範囲外にあり、USP-1と層位の上で区別することはできない。

位置D～F･278～281ライン間の段丘崖斜面の裾部分に4基があり、USP-lのみ旧氾濫原中に孤立して

いる。

規模USP-l : (0.14×0.10)/0.14×0.12/0.52m

USP-23: (0.16×0.10)/(0.12×0.08)/0.07m
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USP-24: (0.28×0.10)/(0.25×0. 10)/0.l2m

USP-25:0.22×(0.10)/(0.22×0.12)/0.17m

USP-26: (0.16×0.06)/(0.11×0.05)/0.07m

特徴USP23～26は浅く不整形の落ちこみで、黒褐色の腐植土で埋まっている。自然の撹乱である可

能性を否定できない。USP-1はわずかに傾いた深い柱穴状で、覆土は壁面から崩落したものらし

く霧である。立ち腐れた柱・杭の痕跡と考えられる。

小ピット相互、 また他の遺構との切り合いはない。

遺物出土していない。土壌の浮遊選別は実施しておらず、微細遺物の有無は不明である。

時期縄文時代晩期後葉以降oB-Tm火山灰との先後は不明である。

c,炭化物集中

Ⅲ層では18箇所の炭化物集中が確認された。表Ⅲ-5にその一覧を示す。いずれも旧氾濫原部分に位

置しており、段丘面上や段丘崖部分にはない。これらはその層位によって、 l)m-l層に形成されたも

の(UC-3･8･13･15 ．24～26･38)、 2)m-3層下部ないしⅢ-4層のもの(UC-4･5)、 3)m-5層のもの

(UC-33～35)に区分して扱うことができる。Ⅲ-1 ･2層の分布しない範囲で検出された炭化物集中の大

半(UC-28～32)はⅢ-3層の上部に位置しており、Ⅲ-1層の炭化物集中と同層準のものとして捉えるこ

とができる。以下主にそれぞれの層準における傾向について記述する。個別の遺構の位置･規模･形状・

遺物等については表Ⅲ-5･ 16･ 17、図Ⅲ-7･9． 10を参照して頂きたい。なお図Ⅲ-9･ 10には浮遊選別

によって微細遺物の有無を確認した炭化物集中のうちから一部を掲げ､その他は図Ⅲ-7にその位置と形

状の概略のみを示してある。

l)m-l層および相当層の炭化物集中(UC-3．8 ･ 13 ･ 15 ･24～26･38)

位置E～G･279～281ライン間を中心に調査範囲の北東寄りに6箇所が集中し、これを含めて10箇所

が段丘崖斜面の裾付近に位置する。これらから離れてR-270区内にも2箇所が確認されている。

規模長さ・幅とも数十cm規模のものが多く、長さ1.5mを超えるものはUC-3,29の2箇所のみである。

表Ⅲ－4 Ⅲ層検出遺構一覧
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4 .Ta-c上位の調査
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Ⅲ キウス5遺跡

ただし腐植質土中で集中範囲を確定する作業には困難がともなう。断ち割って確認したものでは

厚さはl～8cmの範囲にある。炭化物を含む土壌の厚さが5cm以上に達する場合でも、密集部分は

比較的薄い(3cm未満）のが普通である。

特徴いずれも材片を主とする炭化物が集積したもので掘り込みを伴わない｡原形をある程度保った炭

化材を含む例(UC-3･ 13･15) もある。Ⅲ-l層は冠水した痕跡も特にないので、多くは人為的に

形成されたものであろう。他の遺構と重複した例はない｡UC-28はUC-3の下位で確認されている。

遺物発掘作業中に確認した遺物はUC-3出土の礫2点があるのみである。土壌を採取して浮遊選別を

実施した9箇所についても残置から人工遺物は見い出されていない（表Ⅲ-16･17)｡UC-26･30に

ついては炭化種子の同定を依頼した（Ⅵ章3節）が、種子は確認されなかった。UC-3･8･26の炭

化材の観察を試み、 トネリコ属・モクレン属・コナラ属材などの存在を推定した（Ⅵ章4節)。

時期土器・石器類を交えないこと、 またⅢ-1 ･2層自体も土器．石器類の一次的な包含層ではないと

考えられること、Ⅲ-1層中にB-Tmに似た火山灰層が認められることなどから擦文時代より新し

い時期のものである可能性が高い。 1739年より古い。

2）Ⅲ-3層下部。Ⅲ-4層の炭化物集中(UC-4･5)

位置E-279区･G-277区に各1箇所。Ⅲ-l層の場合と|可じく段丘崖斜面の裾に近い位置にある。

規模長さ・幅ともlm未満。ただしUC-5は確認が遅れ本来の規模は不明である。

特徴掘り込みを伴わない。Ⅲ-3層下部から4層にかけては焼土．集石等他の遺構が全くなく遺物も乏

しいこと、河成の堆積物とみられるⅢ-4層の性格などから、人為的なものでない可能性もある。

遺物発掘中には確認されず、浮遊選別をおこなったUC-5についても残置中に人工遺物を見い出して

いない（表Ⅲ-16･ 17)。

時期推定されるⅢ－3 ．4層の年代から縄文時代晩期後葉より新しく、B-Tm火山灰降下よりは古い。

3）Ⅲ-5層の炭化物集中(UC-33～35)

位置Ⅲ-276.277区に3箇所が存在する。段丘面のうち泥炭層の発達しない微高地に形成されている。

規模規模はⅢ‐1層のものと差がない。

表Ⅲ－5 Ⅲ層の炭化物集中一覧

人工遺物 ｜備考グリッド 層位
F-279-b･F-279-c ． Ⅲ-l
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4 .Ta-c上位の調杳

特徴掘り込みを伴わない｡遺物に乏しいがⅢ-5層は氾濫による堆積物を含まないとみられ､人為的な

集積とみて問題ないであろう。炭化物集中相互、あるいは他の遺構との切り合いはない。

遺物発掘中に確認できた遺物はない。3箇所とも土壌を採取して浮遊選別を実施した。残置から見い

出された人工遺物としてはUC-34の礫片があるのみである（表Ⅲ-17)。浮遊物も含めて選別した

UC-33ではタデ属・マタタビ属・ブドウ属種子が同定されている（Ⅵ章3節)。

時期縄文時代晩期後葉と考えられる。

dフレイク・チップ集中

UFC-1 (図Ⅲ－11)

位置D-278-b～d UF-13に隣接し、そのわずかに上位にある。

規模0．78×0.51/0.02m(D-278-c-l区付近の遺物密度の濃い部分）

特徴D-278区付近ではⅢ-4層の下位にⅢ-5層に対応するとみられる黒色の腐植質土が分布している。

この層を調査中にフレイク・チップの集中を確認し、確認面で集中の平面形と上面の標高を記録

した後、集中とその周囲の50cm四方の細グリッド10方格について2cm程度の厚さで土壌を採取

し、浮遊選別をおこなって遺物を得た。

遺物 1.41m目の筋による浮遊選別残置の選別により、総数819点の黒曜石製剥片石器類、土器23点な

どが見出された（表Ⅲ-17)。剥片石器類の大半は小グリッドc-1内に分布している。細部調整のあ

る遺物では石鍼2点．Rフレイク1点がc-1-ロ･c-2-イ区から見出されている。フレイク・チップ

は概して小さく、細部調整の産物が主であるように見受けられるが､c-1-口･c-2-イ区では遺物数

の割に黒曜石製遺物の重量が大きく、やや大型の遺物が多いことを示す。黒曜石製遺物のうち表

面が白く曇り、あるいは発泡して火を受けたことを示すものが78点認められた｡隣接して焼土UF-

13が存在することと関連するかも知れないが、必ずしもUF-13に近いグリッドで被熱した遺物が

多いわけではない｡微細なフレイク・チップを焚火に投じた形跡は同じ晩期中葉の遺構であるV-

l層の焼土LF-2･15･ 16でも認められるところである。

土器片は分類できる範囲ではV群c類であるが、黒曜石製遺物の集中地区で特に多いわけでは

ない。また動物遺体では焼骨・淡水貝の殼皮と思われるものがあり （未同定)、植物遺体では炭化

材のほか炭化・不炭化の種子があるが（表Ⅲ‐17)、いずれも石器類の集中との関連は明らかでな

い。炭化種子としてはタデ属、 また不炭化のものからはマタタビ属・ブドウ属が同定され、 とく

にブドウ属の点数は多い（Ⅵ章3節)。
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lと2は素材となる剥片に簡素な整形加工を施した有茎の石雛である。いずれも主剥離面を残し

ており、基部以外の整形が中途なことから未製品もしくは製作途中で遺棄された可能性がある。3

は角礫の風化面を持つ厚みのある剥片を使用したRフレイクで、加えられた打撃や剥離面からみ

て石雛等の材料となる剥片を採取したフレイクコアーの可能性もある。

時期縄文時代晩期後葉とみられる。

(2)旧河道部

今回の調査範囲はキウス川河岸の段丘にあたり（Ⅱ章参照)､特に花岡の区分による段丘面Ⅲ．Ⅳの範

囲では河成の段丘堆積物を挟みながら縄文時代以降の遺構や遺物包含層が累重しているのを見ることが

できる。また当時キウス川の氾濫原であったとみられるこの部分では各時期の河道跡が確認され､旧河

道内からは木製品や淡水貝・昆虫遺体､未炭化の樹木･種子など低湿な堆積環境によって保存された遺

物・遺体が出土している。このような旧河道内・河道周辺の堆積環境と遺構・遺物の関係について、本

書では特に項を設けて説明することとした。

本項では段丘面I上のⅢ層に相当するTa-c火山灰降下以後、Ta-a火山灰降下以前の時期を扱う。段

丘面Ⅲ．Ⅳの範囲におけるこの時期の堆積物をⅢ-1層からⅢ-5層までの5層に区別したが(本章3節)、

このうち旧河道そのもの、または氾濫原の堆積物が確認されたのはⅢ－2．Ⅲ-4の2層である。また最下

位のⅢ-5層は河成とは言えないが河道周囲の低湿な環境に形成された泥炭質の堆積物である。これら3

層の状況について以下順に説明する。
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4 .Ta-c上位の調査

a.m-2層の旧河道（図Ⅲ-12)

S-269～270区に設定したトレンチでⅢ-2層によって埋積された河道が確認されている（図Ⅲ-12右

下)。無遺物層であるため河道内の発掘はおこなっていないが、V-1層を切り込んだ河道の平面形をた

どるとQ-272区から西へ向かい、 S-269区付近で方向を変えて南方へ流れているらしい。Ⅲ-2層自体は

河道外にも広がり、特に蛇行する河道の外側に当たるSライン以北ではシルト質の堆積物が267ライン

付近まで及んでいる｡一方蛇行の内側に当たるとみられるUライン以南ではほとんど河道外に氾濫した

形跡がない。

上記の河道とは別に、軽石を主とした礫を含むやや粗粒の堆積物がLライン以北を中心に見られ､場

所によって30cm以上の厚さに達している（図Ⅲ-12左上)。これを形成した河道と思われるものは見当た

らない｡後述するⅢ-4層の一部のような扇状地堆積物ではないかと思われるが確実でない｡発掘範囲南

部の河道付近の堆積物とは年代が異なる可能性もあるが､いずれもⅢ-3層とした黒色土を直接覆ってい

るので併せてⅢ-2層として扱った。

本層では各地区を通じて生物遺体はほとんど認められない。年代的にはB-TmとTa-cの間に位置する

ことは間違いないものの､人工遺物がなく年代測定の試料となる遺体も採取できなかったので詳細は不

明である。

b.m-4層の旧河道（図Ⅲ-12)

本層の下部を構成する砂～細礫質の堆積物は段丘面I前縁の段丘崖に沿って帯状に厚く堆積し､平均

して40cm以上、場所によって約lmに達している。水成のものであるが、付近に河道を認めることはで

きない。M～Q-270区にⅢ-4層によって埋積された河道が見られるものの（図I -3)、上流へ長く続かず

に終わっている。

E～F-276区付近には段丘崖の斜面を覆って本層の堆積面とみられる平坦面が残っており （図Ⅲ-5)標

高31.0m以上に達するが、 ここから段丘崖に沿って西方へ向かうにつれて上面の標高は急激に低下し、

J-270区付近ではほぼ段丘面Ⅲの中に没してしまう。現在では調査範囲の東側にキウス川に合流する小

さな支流があり （図Ⅳ-1)、その上流で谷がせき止められて池状の水面が形成されている。恐らくは過去

にも同様な状況があって､そのようなせき止めが急激に崩壊して流出し､谷の出口で堆積したものがⅢ‐

4層下部の粗粒部分なのではないかと思われる。一種の扇状地堆積物、 もしくは沖積錐と呼ぶべきもの

であろう。

Ⅲ-4層の上部を占める粘土～シルトと腐植質土の互層は広い範囲にわたって平坦な堆積を見せてお

り、段丘面Ⅲ．Ⅳの全体が度々冠水したことを示している。しかし泥炭が形成されていない点から考え

て河道に隣接した後背低地のような状況ではなく、既に段丘化していたのであろう。段丘面が長期間完

全に水没していた場合にも類似の堆積物が形成される可能性はあるが､Ⅲ-4層上部にしばしば炭化木材

片の集積が見られること（本章3節）は水底の堆積としては説明しにくい。一時的な湛水で浮遊した炭

化物が水が引いて取り残されたと考えるのが自然である｡樹皮だけを残して分解した木材なども出土す

る。

本層も人工遺物を含まず、年代測定もおこなっていないので年代の詳細は不明である。

c.m-5層の旧河道（図Ⅲ-13～15)

おもにヨシなどの草本に由来するとみられる泥炭ないし泥炭質の砂礫で、 V-l層の河道に対応する

Ⅳ層上の凹地に形成されているが､発達は段丘面Ⅲの最も奥まった部分に限られ､同面の前縁や段丘面

Ⅳには分布しない。本層と同時期の河道が確認できないこと、標高の低い段丘面Ⅳに発達しないことか
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4 .Ta-c上位の調査

ら考えて、 この泥炭は段丘崖からしみ出す水分に依存して形成されたものであろう。坂口豊(1974:7)

の分類した「アングル（崖下）泥炭地」に相当する。層中の木材の長軸方向は地形の傾斜に一致する場

合が多く （図Ⅲ-14)、明らかな流水の影響は認めにくい。層の下底付近で淡水貝殻表面の膜が少量出土

した

層の下部では縄文晩期後葉の土器､また稀に木製品が確認される(今回報告範囲では槌状木製品1点)。

焼けた木材もしばしば出土するが集中することはなく、同じ層の遺構や他の遺物との関連を認めること

ができない（図Ⅲ-15)。

本層中の木材から2340±50y.B.P. (KSU-2442)、本層と連続的に形成された黒色土中の焼土(UF-13)

の炭化木材片から2200~80y.B.P. (KSU-2438)の14C年代が測定されている（図Ⅲ-15，Ⅵ章1節)。層序

や遺物の年代からもTa-c降下後間もなく形成されたことが推定できる｡Ta-cの堆積によって地表に広く

透水層が生じ、明瞭な河道が形成されにくくなったために、凹地部分で流水に妨げられることなくヨシ

などの群落が発達したものであろうか｡樹木の株は全く認められず､当時の景観としては丈の高い草に

密に覆われた湿地が推定される。人が立ち入る機会が多かったとは考えにくいので､遺物や焼け材など

のかなりの部分は段丘崖の上から偶然転落したものではないかと思われる。
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Ⅲ キウス5遺跡

5.Ta-c下位の調査

(1)遺構（図Ⅲ－16～20)

縄文時代早・中．後．晩期の遺構が見つかっている。早期は暁式土器の時期と考えられる住居跡(LH

－3）と土曠(LP-19)が段丘上で見つかっており、 この時期のものは千歳市周辺では珍しく貴重な資

料である（図Ⅲ-16)。中期は炭化物集中が旧河道部で見つかった。これらの多くは中期後葉の恐らく

柏木川式土器相当の時期と思われる（図Ⅲ 19,20)。後期は住居跡(LH-6) と土曠(LP 18)が段丘

上から、集石(KS) ･炭化物集中(KC)が旧河道部から見つかっており、余市式土器とホッケ間式土器

の時期である（図-16,18)。晩期は住居跡(LH-l･2)が段丘上から、土曠と焼土が段丘と旧河道部、

炭化物集中が旧河道部から見つかっている。これらは晩期中葉～末の時期で､遺構や遺物の量から見て

本遺跡で最も生活や活動等の痕跡の密度が高い時期でもある（図Ⅲ-16,17)。なお、段丘上の北側調査

範囲間際で見つかった重複する住居跡(LH-1･2･6)は、何れもその大半の部分が次年度以降の調査

対象区に位置すると予想されたが､調査の原因となるカルバートボックスエ事の掘削範囲に接近してい

ることから必要最小限の調査を行ったものである。そのため掘削部から最も遠い位置にある炉跡等は、

検出に止めそのまま埋め戻している。
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5 Ta-c下位の調査

図l l l-17 V-1層遺構位置図
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5 Ta-c下位の調査
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Ⅲキウス5遺跡
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5 Ta-c下位の調査

a.住居跡

LH-1 (図Ⅲ 21 ･22、図版Ⅲ－15 ． 16)

位置 D-274･275規模(3.06)×(2.81)/(3.00)×(2.69)/0.42m

特徴 Ⅲ層上面で認められた窪みの調査で確認した住居跡である。先行して設けた|､レンチの土層断

面では見つけられず、窪みを掘り下げた段階で検出した明瞭な焼土や周辺の遺物、それらのレベ

ルから床面・壁の検出を試み住居跡と判断した。LH-6の覆土中に掘り込まれており、壁や柱穴

の確認は困難であった。

緩やかな凹凸のある床面の中央付近と考えられる位置には炉跡と考えられる焼土が見つかって

いる。そこから西側に約50m離れた位置にはEn-a(Ⅶ層）を主体とする固く締まった盛土様のも

のが見つかっている。断面は炉跡に向かって尖る三角形で、床面が掘り込まれた後に造られてい
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Ⅲ キウス5遺跡

る。未調査区に続くが炉跡を取り巻く様に配置がなされているように思われることから何らかの

構造物の可能性がある。壁は明瞭な検出が難しく結果として土層断面図に見られるだらだらした

立ち上がりとなった。恐らく埋没途中のLH-6の窪みを利用したと考えられ、元来しっかりした

掘り込みがなされなかったか、あるいはLH-6の覆土が脆弱で崩落したと思われる。

遺物 合計165点の遺物が出土した。図示した5～7, 17, 18がほぼ床面と考えられる位置から出土し

ており、 これらから時期を後期前葉とした。覆土からはI群a類（1～3)、 I群b-4類(4)、Ⅳ群a

類(5～7)、V群c類等の土器が出土しているが、 この中でIaは比較的量が多く、LH-6を掘り

込んだ時に同期の遺構を壊しそれが混入したと考えられる。剥片石器は石雛(89)、ポイント (10)、

ドリル(11,12)、スクレイパー(13～15)、 くさび形石器等が出土している。剥片・石屑などは角礫

様の黒曜石の原石の風化面を持つものが多数出土した。礫石器は図示した石斧(16)､すり石(17)、

砥石(18)が出土したが礫の類も含めてこれ以外なく量的には乏しい。

l～3は器面に条痕様の模様が認められる口縁・胴部・底部である。模様は端の狭い箆状の道具

を等間隔で使用したかサルボウ貝等の殼状の道具で器面に調整等を施したもので暁式土器に相当

すると考えらえる。lは口縁が内向する器形で､内側にやや張り出す角形に近い口唇断面が特徴で

ある。条痕文状の模様は表裏の両面に認められ、条痕の方向は表面の口縁部が横、その下位と内

面が斜めがかった縦である。2は底部に近い胴部、 3は底部の破片である。焼生前の指の整形と思

われる凹凸が表裏の両面に顕著で、表面には条痕文状の模様が認められる。内(裏)面には炭化物
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5 Ta-c下位の調査

が胎土中にまで入り込んだ状態で付着している｡4は撚糸文状の縄文が施された東釧路Ⅳ式土器の

胴部小片である。5～7は地紋に深鉢型土器の口縁部と胴部で､胎土中には砂粒が多数含まれる。5

は断面が外側に向ってやや張り出した丸型の口唇と平行する蛇行気味の沈線が三本入っている｡7

の縄文は多縄である。

8は刃部と考えられる部分の整形だけをした有茎石鐡の未製品､9はやや大型のもので先端部か

ら右翼にかけて破損している。 10は製作途中で先端部が欠損したポイントである。 l1は棒状のも

ので先端が欠損している。 12は剥片にドリルの先端部だけを作出したもので裏面は無加工ある。

刃部には摩耗が認められる。13は両面が加工されたナイフもしくはポイント片である。14,15は掻

器である。 14は剥片の小片に最小限の剥離を加えてたもの、 15は厚みのある剥片の上下の両端に

刃部を作出したもので左右の側縁には原石の風化面が残されている。16は剥落部を修復してやや

傾いた両刃の刃部を作出したものである。 17は円礫の破片を使ったすり石、 18は四面を使用した

多面の砥石である。

時期 上位に晩期中～後葉(LH-2)、下位に後期前葉(LH-6)の各住居跡と重複し、床面に相当す

るレベルから余市式土器が出土したことからLH-6より新しい後期前葉と考えられる。

LH-2 (図Ⅲ－23･24)

位置 D-274･275規模(2.71)×(3.30)/(2.63)× (3.19)/014m

特徴 LH-1の上位に位置する住居跡である。Ⅳ層に相当するTa-c主体の腐植土を除去した段階で

炉跡と考えられる赤化の弱い焼土とそれに近接して晩期後葉の復元可能な土器を検出した。掘り

込みは浅く壁も明瞭ではないが､LH-2と同様にこの窪みを利用した住居跡と考え調査した。床

はV～Ⅶ層の土壌が混在するLH-1の覆土中に作られており、その面に柱穴状の不明瞭な円形の

プランが8箇所ほど認められたが断面等の確認は困難であった。

遺物 合計354点の遺物が出土している｡土器の主体は晩期後葉のタンネトウL式に相当するもので、

これ以外には早・後・晩期のものが出土している。剥片石器は石鐡とRフレイク、礫石器はたた

き石と台石が出土している。

l～4はI群a類土器で、口唇の内面側が内に向かって張り出す口縁部（1,2)、胴部(4)、底部

（3）である。凹凸のある器面には条痕状の模様があり、 1 ．4は表裏の両面にみられる。これらは

LH-6が壊したIa期の遺構のものと考えられる。5は斜行縄文の器面に縦横の雑な沈線で施文

したⅣ群a類土器である。6．7はⅣ群c類土器の口縁と底部である。6は山形突起部で断面が角形

の口唇上には器面と同じ斜行縄文が施され､器面には細い沈線による施文が横と斜めに入る｡7は

僅かに上げ底気味である。

8は小型の鉢形もしくは椀形の土器である。口縁の一部が他よりも高く作られておりその部分

の口唇上には縄線文と棒状の工具による刻みが入る。地文に斜行縄文が施される胴部から底部に

向かう部分の角度の変換位置には横冠する張り付け様の粘土の盛り上がりが見られる｡9は深鉢型

の土器である。口唇には指先を使った刻みが巡っており、無文の器面には調整の痕と考えられる

無数の擦痕が認められる。 10･ 11は同一個体の浅鉢型土器である。 10は表面の剥落した口縁の突

起部で頂部の刺突を取り巻く縄線が施され、その直下には表面からの貫通孔、内面には深く短い

縦の沈線が施される。 11は低い突起を持つ口縁部である。断面が切り出し型の口唇上には2本縄

線と沈線が施され、器面には口縁直下の無文帯、その下位に条が縦気味の縄文が施される。 12

は深鉢型土器の口縁部である。断面が角形の口唇には棒状の道具で斜め当てた刻みが入り、器面

には条が縦方の縄文が施されている。胎土中に多数の小礫を含有する。 13は楕円形の底部を有す
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Ⅲ キウス5遺跡

る小型の鉢形土器である。口唇の断面は角形で器面には無文帯と数条の横冠する沈線とこれに平

行する刺突列からなる文様が施されている。底面にも中心に波紋状の沈線と刺突列それ以外に斜

行縄文が施文されている。 l1と13の一部は旧河道部のV-l層からも出土している。

14～17は有茎石鍼で14～16は二等辺三角形の茎部を作出した黒曜石製のもの、 17は再加工し

た円みのある先端部と尖った長めの茎部を持つ頁岩製のものである。 18は珪質頁岩製で大型の無

茎石鍼、 19はその未製品と考えられる。荒く雑な剥離で整形されており、裏面には主剥離面が残

される。20は角礫の風化面を持つ剥片の表面左側縁を刃部とした黒曜石製のRフレイクである。

21は円礫片の一辺を使用したたたき石片である。22･23は台石で、22は焼けた角礫の平坦部を使

用したもの、 23は大型の円礫の面を大きく擦ったものである。

時期 床面の土器から縄文時代晩期後葉と考えられる。
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5 Ta-c下位の調杳
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Ⅲ キウス5遺跡

LH-3 (図Ⅲ－25･26)

位置D-273･274,E-273･274規模(4.24)×3.74/3.90×3.38/0.36m

特徴 Ⅵ層上面で平面が円形の汚れたEn-aロームを主体とする土壌のプランを検出した。覆土にV層

の腐植土があまり混入しないことから、掘り込み面はⅥ層に近いV層下位と考えられ、V層腐植

土を比較的多く含む覆土5層からI群b-1類土器の少量の纒まりが出土していることから、それよ

りも古い時期の遺構である。平面は楕円がかった円形で、床はⅦ層まで掘り込んだ堅く平坦なも

ので、壁はそこから緩やかに広がりながら立ち上がる。床面からはHF 1･2の焼土とHP-1~

llの土曠が見つかっている。HF 1･2は床中央のやや東よりで検出した炉痕と思われる範囲で

あるが､本住居跡の床付近には段丘縁辺のⅦ層中に広く存在する赤色の酸化土壌のラミナが顔を

出しており、 このうち特に赤化の著しい部分をHF-l･2とした。これを炉痕とするには疑問が

残るためここでは可能性があるとしておきたい。HP-2･11は西側壁に近い床で検出した重複す

る小型の土曠である。HP-2の覆土の上位からは復元土器(1)の底部を除く部分、HP-llの曠

底からは2点の礫石器等が出土している。その他のHPは柱穴様の小ピットで床の中央から南側の

壁にかけての面に検出されている。ここで注目したいのは覆土に含有されるTa-d2である。他では

Ⅶ層中にごく希に見られる程の量であるが､各HP覆土には多数混入する。住居跡が放棄された後

にTa-d,が降下しそれが入り込んだ可能性がある。

遺物 覆土44点、床面74点、各HP172点の合計290点が出土した。早期後半の遺物が出土する覆土

1 ．2層以外の252点は本住居跡に伴うと考えられ、内訳は土器234点、剥片石器3点、礫石器2点、

剥片石屑9点、礫等9点、石製品1点の組成である。

l～4はLH-3の主体となるI群a類土器で所謂「暁式土器」である。 lはHP-2とその周辺

の床面から出土した深鉢型の土器である。器形は上から見た口縁の輪郭が円に近い楕円形と推定

され、胴部は口縁に向かって開き底部付近でやや絞り込まれ底部の端が部分的に張り出す。底面

は隅丸の長方形を呈しこの長軸がアーチを描いている。口唇の断面は丸形で一部に内側に張り出

す円みのある角形も見られる。整形時の指の凹凸が目につく胴部の器壁は比較的薄く、底部は内

側が底面と同じアーチを描く厚い作りである。また、内部の底面には指先の刺突による窪みが多

数認められる。内外面で面の状態が異なり、表と底の面は滑らかな仕上げがなされており内面は

砂粒が浮き上がってざらつき、薄く炭化物が付着している。文様は胴部の全面に幅の広狭がある

2種の箆状の道具による条痕状の模様もしくは整形時の調整が認められ、口縁部には1～3本の沈

線による「横冠するジグザグ」もしくは「連続する山形（三角？)」を基本の意匠する文様が描か

れていたと推定される｡2･3は口唇の断面が円い無文土器の口縁部、 3は口唇がやや内側に傾く。

4は底部に近い胴部で無文である。5は覆土1層で出土した土器で今回I群b-2類とした器壁の薄

い深鉢型土器の胴部である。短縄文､組紐圧痕文等のI群b-l類的な施文がなされる文様帯が見ら

れる。6は覆土2層から出土したメノウ製のつまみ付ナイフである。主に下辺の刃部を掻器として

使用している。7は黒曜石製のRフレイク、 8はメノウ製で剥片の相対する端に打撃痕が認められ

ることからくさび形石器としたが、同一地点から同じ母岩の剥片が数点出土しておりバイポーラ

で剥片を採取したときの痕跡かもしれない｡9は玄武岩質の剥片の下端に僅かな剥離を施して刃部

としたスクレイパーである。刃部にはかなりの磨滅が認められる。 10は泥岩の円礫を使用した断

面三角のすり石様の石器である。左側縁から下辺にかけてがすり面で右側縁には敲打した痕が認

められる。 l1は表裏の両面と側縁を使用した砥石片である。 12はHF 1に接近した床面から出

土したチャート製の台石である。 13はメノウ製のたたき石、 14は軽石で図の面が平坦なことから
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すり石的な用途に使用していたと考えられ、これらはHP-11の曠底から出土した。 15は蛇文岩

風の石材を使用した擦り切りの小残片状の石製品である。全面に研磨を施しており特に裏面には

精級な平坦面を磨き出している。また、縦軸の相対する縁に敲打した痕跡が見られることから、

「くさび」的な目的に使用された可能性もある。

時期 縄文時代早期中葉

LH-6 (図Ⅲ－27･28)

位置 D-274･275規模 (2.86)×(2.70)/(3.60)×(3.13)/0.54m

特徴 平面形が楕円と推定される大型の住居跡である。Ⅶ層に作られた床から壁は急激に立ち上がり

壁際の床には周溝がもうけられている。柱穴はその内側に配置されており、北壁の際の床から一

段低くなった部分から炉跡と考えられる焼土が見つかっている。本住居跡の周囲には掘り上げ土

が広がっている。

遺物 床面からは土器14点、剥片石器1点、剥片石屑等41点、礫5点の合計61点、掘り上げ土から

は土器56点、剥片石器4点、剥片石屑103点、礫7点、石製品1点の合計171点が出土した。

l～5はI群a類の土器で、 l～3は口唇の断面が内側に張り出す口縁部、 4が胴部、 5は底面が

アーチを描く底部である。条痕文状の模様は1～4に見られ、特にlは表面のが縦方向、裏面は口

唇直下が横方向その下位に縦方向の模様がつく。2は器壁が特に薄く小型の器形と考えられる。

6～8はI群b－2類土器の同じ深鉢形土器の口縁、胴部、底部である。口唇は断面が外に張り出

し、胴部が膨らみ底部下端がやや張り出す器形である。器面には短縄文、組紐圧痕文、縄端圧痕

文､斜行縄文等を施文後に縄の押圧を加えた紐状の粘土を貼付している｡9～12はⅣ群a類土器で、

地文に多条の原体を用いた斜行縄文が施される｡9はその上から沈線と棒状の道具による刺突を加

えている。 12は底部に近い胴部の破片である。

13は柳葉形と考えられる石雛の先端部である。14はドリル、 15はポイントもしくは両面加工の

ナイフ、 16は掻器である。 17は表裏面と側縁の一部を研磨したもので用途不明である。

時期 縄文時代後期前葉と考えられる。
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5 Ta-c下位の調査

b~土壌（図版Ⅲ－17）

LP-6 (図Ⅲ-29)

位置 K-273-d規模0.38×0.38/0.21×0.16/0.07m

特徴 LP-6～8はV-1層流路によって形成された微高地状に立地しており、規模、時代もほぼ同時期

のものと思われる。平面形は円形で、一カ所出っ張りがある｡V-2層を掘り込んでつくられてお

り、覆土は3枚に分けられる。

遺物 フローテーシヨン法により覆土からマタタビ属、ブドウ属、キハダ属、 ミズキ属の種子が検出

されたが微量でしかも未炭化であることから後世の混入物であろうと思われる。

時期縄文時代晩期後葉

LP-7 (図Ⅲ-29)

位置 K-273-a規模0.37×0.32/0.14×0.13/0.07m

特徴 平面形は楕円で断面は段を有する。V-2層を掘り込んでつくられており、最深部はV-3層まで

達している。覆土はV-1層の腐植土である。

遣物 フローテーション法により覆土からヒユ科、マタタビ属、ブドウ属、 ミズキ属の種子が検出さ

れたが微量でしかも未炭化であることから後世の混入物であろうと思われる。

時期 縄文時代晩期後葉

LP-8 (図Ⅲ-29)

位置 J-273-c,K-273-c,d規模0.48×0.44/0.24×0.20/0.08m

特徴 平面形は円形で、 V-2層を掘り込んでつくられている。覆土はV-1層の腐植土である。

遺物 フローテーシヨン法により覆土からヒユ科の未炭化種子31粒、 カヤツリグサ科の未炭化種子

119粒、そしてマタタビ属、タラノキ属、キハダ属、ブドウ属、 ミズキ属の未炭化種が微量検出さ

れた。

時期 縄文時代晩期後葉

LP-9 (図Ⅲ－28)

位置 E-273-c規模0.71×0.70/0.42×0.37/0.18m

特徴 平面が不整円形で掘りの浅い小型の土曠で性格は不明である。遺物は覆土上位で多く出土して

いる。

遺物 1～4はV群c類とした土器の口縁部である。lは深鉢形土器の口縁に横位5本の平行沈線をいれ

円弧文を施したもので、口唇断面は切り出し形である。2は浅鉢形土器の口縁である。口唇の断面

は鋭い切り出し形で器壁は薄い。表面には条が縦気味の縄文が施される。拓本左側には補修孔が

見られる。 3 ．4は小型の鉢もしくは浅鉢と考えられ、 3は平坦部の狭い角形の口唇上には同じ縄

による縄線文、直行する押圧文､刻み等が施されている。5は黒曜石のフレイクコアーの一部を掻

器としたもの、 6は表裏の右側縁に剥離を施したスクレイパーである。

時期 縄文時代晩期後葉と考えられる。

LP-10 (図Ⅲ－29)

位置 E-274-b規模0.55×0.52/0.36×0.30/(0.18)m

特徴 平面が楕円形の土曠で、V層中のLH-6掘り上げ土より上位から掘り込まれている。覆土はV層

腐植土を埋め戻したと考えられ、上位からは台石(1)が出土している。やや小型だが墓の可能性

がある。

遺物 lは台石としたもので、多孔質の扁平円礫の表裏面を使用している。
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Ⅲキウス5遺跡

時期 縄文時代晩期中葉～後葉と考えられる。

LP-12 (図Ⅲ－29)

位置 F-273-d規模0.72×0.48/0.67×045/(0.24)m

特徴平面が不整円形の性格不明の土壌である。掘り込み面はV層中で、覆土は埋め戻し土と考えら

れる。覆土中から出土したVc土器は周囲の包含層のものと接合する。

遺物 V群c類土器15点、石雛・ ドリル各1点が出土した。2は浅鉢形土器の口縁に付けられた突起

部である。口唇上の円い平坦部には棒状の道具による刺突とそれを渦状に囲む縄線文が施されて

いる。表面には縦に貼付粘土紐の一部が認められる。3は浅鉢形土器の口縁部である。口唇の断面

は角に円みのある角形で、表面には縄文が施されている。4aはF-273V層出土のものと復元した

浅鉢形の土器、4bはその底部である。口唇の断面は角形で、表面の文様は条が縦気味の縄文を施

した後に底面を含む全面に細い沈線を基調とした文様が施されている。口縁部には大きく張り出

す突起部が一カ所とそれ以外に小さな三角状のものが配置されている。大きな突起部は装飾が著

しく口唇上に棒状の道具による刺突と縄線文、口唇の表側の縁には間隔の狭い刻み、表面の横冠

する細かい沈線の文様帯には生き物の目鼻を模した様な貫通、未貫通の穴が開けらる。これとほ

ぼ相対する反対側の器面には補修孔状の貫通孔が三カ所穿たれている｡5は表裏に剥離面した石鍼

で刃部及び基部の作出も完全ではない。未製品かもしれない。6は肉厚の剥片を加工したドリル

で、石材の黒曜石には白色の不純物が多く見られる。

時期 縄文時代晩期中葉～後葉と考えられる。

LP-13 (図Ⅲ 29)

位置 F-274-a･d規模0.60×0.52/0.58×0.43/(0.27)m

特徴 平面が不整円形の性格不明の土曠である。掘り込み面はV層中である。覆土2層は埋め戻し土

の可能性がある。

遺物 V群c類土器79点、剥片石屑5点が出土している。Vc土器は覆土1層で46点、 2層で33点だ

が、どちらも接合困難な細片が大半である。7は鉢形土器で口縁部に小突起が付く。口唇の断面は

切り出し形もしくは角形で､表面には縄文が施される。胎土中に小礫を多数含む。8～10は浅鉢形

土器で、 8 ．9は地文が縄文の口縁部、 10は底部である。

時期 縄文時代晩期中葉～後葉と考えられる。

LP-14 (図Ⅲ-30)

位置 E-274-c規模0.54×0.49/0.36×035/(026)m

特徴 平面が不整円形の土壌である。掘り込み面はV層中で、覆土からは多数の遺物が出土した。こ

れらの多くは接合困難な細片のVcや剥片石屑類等､少量のIb-2や早期の石鑛等も混じっており、

所謂「ゴミ穴」の可能性がある。

遺物 1 ．2は同一個体と考えられる深鉢形土器の口縁部とその直下の胴部である。口唇の断面は角形

で口唇上に縄が押圧される突起部を有し、地文の縄文を施した後に数条の浅い沈線を口縁に沿っ

て巡らしている。3は浅鉢形土器の口縁部である。口唇の断面は鈍角な切り出し形で表面には縦気

味の縄文が施されている。4は柳葉形の石錬片で折れた後に焼成を受けている。5～7はスクレイ

パーである。いずれも、剥片に最小限の剥離を加えて刃部を作出している。8は短冊形の礫の上下

端を使用したたたき石である。また表裏の扁平部分には砥石として使用した痕や窪み石状の凹部

も認められる。

時期 縄文時代晩期中葉～後葉と考えられる。
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Ⅲ キウス5遺跡

LP-16 (図Ⅲ－30)

位置 D-274-c･D-275-b規模0.82×0.76/0.60×0.58/(038)m

特徴 平面が不整円形で曠底の円い土曠である。掘り込み面はV層中のLH-6掘り上げ土の上方であ

る。覆土の上位には縄文晩期と考えられるLF-35が位置しているが本土曠との関連は薄いと思わ

れる。覆土4層はV層腐植土をほとんど含まず層中には散らばった炭化物が認められることから

埋め戻し土の可能性もある。

遺物 9～11は覆土l～3層で出土したものである。9は浅鉢形土器の口縁部である。口唇の断面は角

の明瞭な切り出し形で表面には条が縦気味の縄文が施されている。 10は浅鉢形土器の底部で表と

底の面に縄文が施される。器壁が薄いことから小型の器形と推定される。1lは有茎の石雛である。

尖頭部のみが丁寧に整形されており、側縁には柄への装着の痕と考えられるものが見られる。

時期 縄文時代後期前葉と思われる。

LP-19 (図Ⅲ-30)

位置 E-275-a規模0.75×0.75/0.53×0.44/(0.28)m

特徴 平面が不整円形で曠底の円い土曠である。掘り込み面は3層上方で、埋め戻されていると考え

られる覆土2層の下位からはIa土器を含む遺物が出土している。

遺物 12は接合したIaの口縁部である。口唇の断面が内側に張り出し表裏の面には縦方向に付けら

れた貝殻条痕文状の模様が見られる。

時期 縄文時代早期前葉と考えられる。

C.小ピット

旧氾濫原部分のV-l層の上面で、径5～1Ocmの円形、深さ5cmからそれ以下の小さな凹みが散見され

た。やや集中して確認された1-274-d区ではその位置を記録した（図Ⅲ-17)。いずれも水成の堆積物と思

われる細粒砂～シルトで埋まっている。人為的なものかと．うか判断できなかった。またV-3層の河道内

で出土した木材のうちにはほぼ直立しているものが見られたが（本節（2）項・図版Ⅲ-9)、それらに加

工はなく、周囲に掘り方が認められることもなかった。

d.焼土（図版Ⅲ 18･ 19)

LF-1 ･2 ((図Ⅲ-32)

位置G-277-a,b(LF-l)、G-277-b,c (LF-2)｡V-1層河道Bの傍らにある。

規模0．96×0.63/0.04m(LF-1)、 1.07×0.82/0.03m(LF-2)。

特徴V-1層の上面で二基の焼土が隣接しているのを確認した｡薄い焼土の上面に炭化材片の広がりが

あり （1層)、焼土の下位は環元のためか黒褐色となった層（3層）が見られる現地性の焼土。ほぼ

同じ規模の焼土二基が隣接して形成される例はLF-4･5(次年度以降報告予定)、 13･ 14， 15･ 16な

どでも見られ、 V-1層の焼土の特徴の一つと言える。

遺物 焼土の周囲、特にLF-2の東南側に縄文時代晩期の遺物が散布していたので、G-277区内のV-

l層を範囲としておおむね栂指頭大以上の遺物の出土位置を記録した(図Ⅲ-32中段)。また焼土を

中心に0.5m四方の細グリッド25区画からV-1層の土壌を全量採取し、浮遊選別をおこなった。現

地で記録した遺物としてV群c類土器・石鍼・スクレイパー．すり石などがあり （表Ⅲ_14)、 また

LF-2東南側の2カ所で比較的原形を保った炭化材を認めた。浮遊選別では残置のみ選別を終えた

が、土器29点、石雛1点、石器片2点、 フレイク・チップ554点、玉を含む土製品5点のほか淡
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水貝の皮を見出した（表Ⅲ-16･17)｡LF-13～16等で確認された脊椎動物遺体(焼骨）は認められ

なかった。剥片石器類はほとんど黒曜石製であるが、浮遊選別残置にはメノウ（?）製フレイク・

チップ4点も含まれていた。フレイク・チップのほとんどはLF-2のあるG-277-c-1区内の4方格か

ら見出され、肉眼で焼けが確認されるものがかなり多い。LF-2の南側で石雛・石器片（石鑛尖端

とみられる）が出土していることも考え合わせて、LF-2の南側で敷物の上で石雛の細部調整作業

がおこなわれたこと、生じた小さいフレイク・チップが焚火のなかに投じられ、未製品・失敗作

がその場に残されたことなどが推測できる。LF-1付近には石器類がほとんどないが、土製玉の出

土が注意される。焼成粘土塊は少数ながら両方の焼土付近から出している。

1 ･2はV群c類土器である。 lは鉢形土器の口縁部で小さな突起を持つ口唇の上には縄の押圧

が施されている。2は深鉢形土器の底部である。3は士製品の破片もしくは土器口縁の突起部と考

えられる。傭撤した形状は小判形で、片面には半裁竹管状の道具を使用した沈線と刺突で構成さ

れた文様が施されている。4は焼成粘土塊である。5 ．6は石鍼で幅が厚く刃部の稜線は凹凸が見

られる｡7は表裏面の右側縁を刃部とした削器、8は下側縁に断面が鈍角な剥離を施した掻器であ

る。9は縦長礫の扁平部分を使用したすり石である。

時期縄文時代晩期後葉。

LF-12 (図Ⅲ-34)

位置D-275-c｡LF-25に隣接。 規模0.64×0.52/0.09m･

特徴V層の調査中に確認した｡旧河川敷部分と旧私有地との境界に位置したため2回に分けて調査し、

V層の上面から形成された現地性の焼土であることを断面で確認できた。焼土化はⅥ層上面に達

している。焼土の全量を採取して浮遊選別をおこなった。

遺物現地で確認した遺物はV群c類土器14点・土製玉20点・石鍼1点・台石1点などで土製品の多

さが特徴的である（表Ⅲ-14)。浮遊選別でも焼成粘土塊2点・フレイク・チップ42点ほかが見出

されたが動物遺体は確認できなかった(表Ⅲ-17)｡炭化種子の同定を依頼したが種子は確認されな

かった（Ⅵ章3節)。

l～4は貫通孔を持つ土製の玉で今回は破片も含めて14点が出土した。 lは胴部中央がややくび

れた鼓形、2．3．6は卵形、4．7は短い筒形と各々形態が異なる。形態から装飾品とできるが今回

の調査ではいずれも焼土に伴って見つかっており祭祀色も濃いと考えらえる。6～9も土製品であ

が、粗い整形を施した後に焼成したもので性格は不明である。これらは焼土周辺からしか出土せ

ず意図的に焼き上げられたものかも不明である｡5は浅鉢形土器の突起部を持つ口縁である。口唇

には縄線文と沈線が施文されており内面の肥厚部分に串状の道具で多数の刺突を施している。突

起の頂部下には内面からの貫通孔が穿たれている。10は丹念に整形された石錐､ 11は台石である。

時期縄文時代晩期後葉。

LF-13～16 (図Ⅲ－33)

位置H-276-a,d(LF-13)、G-276-c･H-276-d(LF-14)。

規模0.81×0.73/0.08m(LF-13)、 0.58×0.51/0.07m(LF-14)。

特徴V-l層上面で確認、流路Bの南側の岸近くに隣接して形成される。LF-14はLF-13よりやや小さ

いが北東側に小規模な炭化物集中(LC-45)をともなう。いずれも薄い焼土層の上面に炭化物が散

布し(1層)、下位には炭化物の目につかない黒褐色土層の浅い落ち込み(3層、環元層？）がみら

れる点はLF-1･2， 15 ･ 16などに同じである。遺構の周辺に縄文時代晩期遺物の散布がみられた

ので、周囲3×3mのV-l層を範囲としておおむね栂指頭大以上の遺物の出土位置を記録した。ま
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5 Ta-c下位の調査

た焼土中に焼骨片を認めたので覆土を全量採取して浮遊選別をおこなった｡LF-14の浮遊選別で得

た炭化材片10.09を試料として14C年代測定を依頼している（Ⅵ章1節)。

遺物発掘中にLF-13． 14覆土と周辺の包含層から出土した遺物はV群c類土器49点、石雛1点、磨製

石斧1点などである（表Ⅲ-14)。また浮遊選別で回収された人工遺物にLF-13･14とも土器・焼成

粘土塊・フレイク・チップがあり、焼成粘土塊はかなり多い(表Ⅲ-17)。剥片石器類はいずれも黒

曜石製で、LF-14の浮遊選別では198点とやや多数のフレイク・チップが得られている。動物遺体

では脊椎動物遺体(焼骨)が少量あり、サケ科魚類が同定された（Ⅵ章2節)。またLF-14では淡水

貝の表皮が認められた。植物遺体ではLF-13でタデ属・マタタビ属・ ミズキ属、LF-14でクルミ属

の炭化LF-種子が同定されており （Ⅵ章3節)、LF-14では未炭化のブドウ属種子も見い出された。

またLF-14の浮遊選別で得た炭化材片5点を検鏡してトネリコ属・カエデ属・ ミズキ属・コナラ

属材を同定している（Ⅵ章4節)。

時期縄文時代晩期後葉。LF-14出土炭化材片の1℃年代は2350=t60y.B.P(KSU-2439)である（Ⅵ章1

節)。

LF-15･ 16 (図Ⅲ－33)

位置H-276-d、H-277-a,b(LF-15)、H-277-b(LF-16)。

規模0．72×0.64/0.07m(LF-15)、 0.93×0.60/0.08m(LF-16)。

特徴V-l層上面で南北に並ぶほぼ同規模の焼土を確認。ともにLF-l･2， 13･ 14と同様焼土層の上面

に薄い炭化物層(1層)、下位に黒褐色土層(3層）が見られる現地性の焼土である。焼土(2層）中

には焼骨片を含む。覆土と周囲3×3mのV-l層出土の遺物(栂指頭大以上)の出土位置を記録し、

覆土は全量採取して浮遊選別に付した。

遺物発掘中に2基の焼土の覆土と周辺包含層から出土した遺物はV群c類土器8点、石鎌2点、Rフ

レイク1点、フレイク・チップ．5点、礫片3点。また浮遊選別ではV群c類土器1点、土製玉1点、

焼成粘土塊15点、剥片石器片1点、 フレイク ・チップ359点ほか(LF-15)、 ，剥片石器片1点、 フ

レイク・チップ206点、礫片145点ほか(LF-16)が見出された（表Ⅲ-17)。剥片石器類はすべて黒

曜石製で、LF-2の場合と同じく剥片石器製作で出たフレイク・チップを焼土に投入している可能

性がある。LF-16出土の礫片の材質はいずれも珪岩で､剥片石器制作のためのハンマーから生じた

ものかも知れない。脊椎動物遺体ではシカ・サケ科魚類が同定されたほか、淡水貝の表皮が認め

られた（Ⅵ章2節)。植物遺体ではLF-15･16ともタデ属・マタタビ属、 またLF-16ではクルミ属

種子が同定され（Ⅵ章3節)、LF-15覆土の炭化材ではコナラ属材の存在が推定されている（Ⅵ章4

節)。

I～3は石鍼である。 lは基部と張り出した肩の部分が欠失している。2．3は胴部に未加工の部

位が見られる。これらは尖頭部と基部の整形が比較的進んでいる傾向が見られ、未製品もしくは

一定の装着の方法がなされた完成品と思われる。4．5はRフレイクでいずれもネガティブな面に

刃部を作出している。6は深鉢形土器で傭鰍した形が楕円形と推定される。口縁部の文様は、内側

には貫通孔が開けられた「n」字形の粘土紐の張り付けでl/4に区切られ、そこに縄線文と刺突文

が交互に施されている。上部に2種類の縄線文が施される口唇の断面は外にやや張り出した角形

である。口唇の外側と粘土紐上には指様の圧痕が施される。7は全面に敲打の残る石斧である。僅

かに磨かれた刃部は磨耗が著しく、剥離の痕が見られることから刃部を再生したと考えられる。

時期層位と出土遺物から縄文時代晩期後葉と判断される。
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Ⅲキウス5遺跡

LF-17 (図Ⅲ－34)

位置F-273-b,c・段丘面の前縁に近い位置にある。 規模(0.74)×0.65/0.12m・

特徴V層上面で確認したが､南東部の端は検出に失敗｡上部にはⅣ層の砂礫のも〈、り込みが見られる

(1層)。V層下底近くまで焼土化している(2層)。覆土を全量採取して浮遊選別をおこなった。

遺物発掘中にはV群c類土器10点、土製玉2点、Rフレイク2点、フレイク・チップ｡19点が出土。浮

遊選別では土器40点、焼成粘土塊13点、剥片石器片1点、フレイク・チップ450点などが選別さ

れたほか、土製玉7点の発見が注目される（表Ⅲ-17)。剥片石器類はすべて黒曜石製である。なお

遺構直上のⅢ～Ⅳ層中から相当多数の黒曜石製フレイク・チップが出土したが､それらは本来LF-

17関連の遺物であった可能性がある。 12～16は土製の玉である。 12･ 13は卵形のもので、でいず

れも孔が小さくが貫通していないと思われる。 14～16は短い筒形である。 17･ 18はRフレイクで

ある。刃部は小さな弧の連なりで構成されている。これらの刃部断面は鈍角で下端が細かく破砕

しており縦方向に使用されたと考えられる。17は全体の光沢が失われており焼成を受けていると

考えられる。

動物遺体は発見されていない。植物遺体ではクルミ属種子が報告されている（Ⅵ章3節)。

時期V群c類土器・土製玉の出土から縄文時代晩期後葉と考えられる。

LF-18 (図Ⅲ－35)

位置E-274-b、 F-274-a｡LF-19の北東側に隣接。 規模 (0.50)×0.45/0.11m･

特徴V層調査中に確認､南端部を小トレンチで破壊した｡比較的厚く中央が深い現地性の焼土である。

覆土全量について浮遊選別を実施した。

遺物遺物はすべて浮遊選別によって見出され、フレイク・チップ36点がある（表-17)。このうち1点

がメノウ（?）製、他は黒曜石製であった。動物遺体は発見されていない。植物遺体は炭化材のみ

が見られる。

時期縄文時代晩期後葉以前。

LF-19 (図Ⅲ－35)

位置F-274-a｡LF-18の南西に隣接。 規模0.67×0.67/0.12m・

特徴V層調査中にLF-l8とほぼ同一平面で確認。LF-18同様厚く焼土化し中央が深い。覆土の全量を

採取し浮遊選別を実施した。

遺物すべて浮遊選別で発見◎土器55点、焼成粘土塊7点、黒曜石製フレイク・チップ108点がある

（表Ⅲ-17)。土器は主にV群c類かと思われるが細片である。動物遺体は淡水貝表皮が僅かに選別

され､植物遺体としては炭化していないマタタビ属･ニワトコ属種子が報告されている(Ⅵ章3節)。

時期縄文時代晩期後葉以前。晩期後葉の可能性が高い。

LF-20･21 (図Ⅲ-35)

位置E-274-b(LF-20)、E-274-b,c･F-274-d(LF-21)。

規模072×0.42/0.l1m(LF-20)、 0.42×0.34/0.05m(LF-21)。

特徴V層調査中にLF-18･19とほぼ同一平面で確認、断ち割って2基の焼土が隣接していることを確

認した。LF-20は中央が深いが下位に撹乱が認められ本来の形状かどうか確認できない。LF-21は

薄い小規模な焼土である。 ともに覆土全量について浮遊選別を実施。

遺物浮遊選別で確認したものが全てである。LF-20で土器28点、焼成粘土塊2点、フレイク・チップ

257点など、LF-21ではフレイク・チップ85点ほかが見出された（表Ⅲ-17)。分類の確実な土器片
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5 Ta-c下位の調査

としてⅢ群b-1類(LF-20)がある。フレイク・チップのほとんどは黒曜石製であるがLF-20では

頁岩（？）製のものも6点見られた。動物遺体は確認されていない。植物遺体では炭化材のほかLF-

21でタデ属炭化種子が同定されている（Ⅵ章3節)。

時期縄文時代晩期後葉以前｡縄文時代早期の遺物も出土しているが､周辺包含層の遺物出土状況から

見てともに晩期後葉の可能性が高い。

LF-22 (図Ⅲ－35)

位置J-274-d｡V-1層河道Aの中にある。 規模0.97×0.65/0.04m･

特徴V-1層河道A上部の、南西側の岸に近い位置で確認。付近ではほぼ同層準でLC-41･42･48など

の炭化物集中が確認されている。薄い焼土の上に炭化材片の集中(l層）が覆い下位にも炭化材片

を含む黒色士（3層）が見られる。覆土の全量を採取、浮遊選別に付した。

遺物全て浮遊選別で得られたもので、人工遺物はない。動物遺体では焼骨片が少量あるが未同定。節

足動物遺体もあるが炭化しておらず遺構との関係は不明である｡植物遺体では炭化したタデ属･マ

タタビ属種子のほか不炭化のナス科・ヒユ科・カヤツリグサ科・ナデシコ科・マタタビ属・タラ

ノキ属・ ミツバウツギ属・キハダ属・ブドウ属・ ミズキ属種子が同定されている（Ⅵ章3節)。炭

化材は5点を検鏡しコナラ属材の存在を推定した（Ⅵ章4節)。

時期河道の年代から縄文時代晩期後葉と判断される。

LF-23 (図Ⅲ－35)

位置E-274-c、E-275-b。 規模 1.22×1.07/0.10m･

特徴V層調査中に確認した｡比較的鮮明で中央が深くなる現地性の焼土｡覆土は全量を浮遊選別に付

した。

遺物発掘中にV群c類土器8点、石鍼1点、 フレイク・チップ2点が出土。また浮遊選別では土器8

点、焼成粘土塊4点、フレイク・チップ170点ほかが得られた（表Ⅲ-17)。剥片石器類はほとんど

が黒曜石製で、浮遊選別で得たフレイク・チップ1点のみが安山岩（？）製である。 lは石雛であ

る｡大部分に剥離面が残されているが､基部と尖頭部は作出がなされており製品と考えられる｡動

物遺体は発見されず、植物遺体では炭化材・炭化種子（クルミ属)があり、炭化していないマタタ

ビ属・ニワトコ属種子が同定されている（Ⅵ章3節)。

時期縄文時代晩期後葉以前。出土土器から晩期後葉の可能性が高い。

LF-24 (図Ⅲ－35)

位置F-273-a,b｡LH-5の南東側に隣接。 規模0.50×0.42/0.05m・

特徴V層の比較的上位で確認した｡焼土化はかなり不鮮明で現地性のものではないかも知れない｡覆

土全量について浮遊選別を実施した。

遺物発掘中に出土した遺物はV群c類土器12点、黒曜石製フレイク・チップ15点。浮遊選別では土

器20点、黒曜石製フレイク・チップ33点、頁岩(?)製フレイク・チップ1点ほかがある（表Ⅲ‐

17)｡2は焼土中から浮遊選別法で抽出された石鍼未製品である。基部だけが粗く整形されている。

動物遺体は発見されていない｡植物遺体では炭化していないマタタビ属種子が報告されたほか

（Ⅵ章3節）炭化材片がある。

時期 縄文時代晩期後葉以前。出土した石鍼未製品の形体から晩期後葉の可能性が高い。

LF-27 (図Ⅲ－35)

位置E-273-a～d規模0.44×0.30/0.08m

特徴斜面の上の平坦地に位置する。LF-27～32は同一レベルでほぼ一直線に並ぶ。V層上面、Ta-c直
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下で検出した。平面形は不整形である。

遺物V群c類土器片7点、 ドリル未製品1点、黒曜石剥片6点（内焼けたもの4点)、計14点が出土

している。3．4はV群c類土器の口縁部である。器形はどちらも浅鉢形で、3の口唇断面は角形で

表面には3段複節の原体による縄文が施されている。4は上面に刻みの入る突起部を有するもの

で、他の口唇上には縄の押圧が、縄文を地文とする表面には数条の不明瞭な平行沈線が付されて

いる。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-28 (図Ⅲ－35)

位置 E-273-c,d規模0.47×0.26/0.06m

特徴 Ⅲ層上面Ta-c直下で検出した。平面形は不整形で、二つの焼土の重なったものと思われるが、

調査の不備のため新|日関係は不明である。

遺物 5～8はV群c類土器の口縁部である。器形は5～7が小型の浅鉢、 8が深鉢である。5は断面が

切り出し形の口唇で、その上面に縄線文、表面側には縄による斜め目の刻みが施されている。縄

文が施文される表面には数条の不明瞭な細い沈線が付されている。6は山形突起の肩部分で､口唇

の断面は円く表面には沈線が付されている｡7は断面が表側に張り出す口唇を持ち表面には縄文が

施される。 8は口縁が内側に窄まる形のもので、口唇の断面は角形、表面には縄文が施される。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-29 ((図Ⅲ－35)

位置 E-273-d規模0.37×0.37/0.06m

特徴 V層上面Ta-c直下で検出した。平面形は不整形である。

遺物 フローテーション法によりクルミ属の炭化種子片が0.029検出された。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-30 (図Ⅲ－36)

位置 E-274-a規模0.44×0.25/0.06m

特徴 V層上面Ta-c直下で検出した。平面形は不整形である。

遺物 土器片6点、黒曜石製剥片1点、頁岩製スクレイパー1点の計8点が出土している。 1は頁岩

製のスクレイパーである。表裏の刃部周辺には使用して出来たと考えられる光沢が認められる。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-31 (図-36)

位置 D-274-b,cE-274-a,d規模0.26×0.24/0.60m

特徴 V層上面Ta-c直下で検出した。平面形はほぼ円形である。

遺物 黒曜石製剥片1点が出土している。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-32 (図Ⅲ－36)

位置 D-274-b,c規模0.28×0.22/0.04m

特徴 V層上面Ta-c直下で検出した。北側の一部をトレンチで欠くが、平面形は楕円形である。

遺物 土器片5点、黒曜石製スクレイパー2点、黒曜石製剥片2点が出土している。

5はV群c類土器で深鉢形土器の口縁部である。対となる二つの突起の下には、半裁竹管様の道

具で斜めの刺突が施される「八」の字状の粘土が貼付されている。断面が切り出し形の口唇上面

には縄線文・沈線文・縄の押圧文、表面の口縁直下の文様帯には細目の平行沈線を描いてからそ
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5 Ta-c下位の調査

の上に円弧文を施している。その下位には縄文が施されている。2．3は肉厚の剥片を使用したス

クレイパーである。刃部断面は鈍角で下端が細かく破砕しており縦方向に使用されたと考えられ

る｡4はくさび形石器としたものである。肉厚の剥片の相対する上下端に数次の打撃を加えた痕跡

があり、打撃された部分には細かい破砕と階段状の剥離が認められる。しかし、これ以外の部分

にも打撃を加えた痕があり残核の可能性もある。

時期 縄文時代晩期後葉

LF-33 (図Ⅲ－37)

位置 F-272-c規模0．29×0.22/0.07m

特徴 丘陵の平坦地から斜面への傾斜変換点のv層上面で確認｡平面形はほぼ円形で炭化物もわずか

に混ざる。

遺物 なし

時期 縄文時代

e・炭化物集中（図版Ⅲ－18･ 19)

計45箇所の炭化物集中が確認された。表Ⅲ－7にその一覧を示す。いずれも縄文時代の氾濫原に当た

る段丘面Ⅲ．Ⅳ（Ⅱ章参照）の部分に位置しており、段丘面I ･段丘崖部分にはない。以下V層内の各

包含層ごとに傾向を記述する。個別の遺構の位置・規模・形状等については表Ⅲ-7･ 16･ 17、図Ⅲ-17~

19.37～44を参照して頂きたい。ただし遺物が多くそれらが炭化物集中に共伴することの確実なKC-19

については特に個別の記述をおこなう。なお図Ⅲ-37～44には浮遊選別によって微細遺物の有無を確認

した例を掲げ、その他は図Ⅲ‐17～19に位置と形状の概略のみを示してある。

1)V-1層の炭化物集中(LC-9･10･14･22･26･28 ．29･31 ･33 ･36．39･41～50)

位置 段丘崖の前縁を流れる河道Bから南東側に比較的万遍ない分布が見られる。F～K･274～278ラ

イン間では焼土と入り交じって存在し、 J～L･272～274ライン間では土擴群の周囲に見られる。

段丘面Ⅲの中央部から河道Bに合流する河道(河道A)内でも、流路堆積物の上部に焼土と並んで

炭化物集中が形成されている(LC-41～44･48)。なお岬状に現氾濫原へ突出した段丘面Ⅳの部分に

は分布しない。

規模 多くはⅢ層の炭化物集中と大差なく長さ・幅とも1m強から数十Cm程度、厚さl～8cmの範囲に

ある。 しかし長さ1.5mを超えるものも6箇所あり、特にLC-22･29･31の3箇所は大きい。

特徴 いずれも掘り込みを伴わない薄い集積である。炭化物のほとんどが材片で、河道A内など低湿

な場所に形成されたものでは部分的に炭化した木材を伴う場合があり (LC-39･41 ．42)、特にLC-

41で著しい。

LC-47にはごく薄いが焼土層らしいものが形成されており、現地で焼けたことが確実である。生

焼けの材が集まっているLC-41についてもその可能性が高い。一方層序の項で触れたように、V-

2層中には水成と思われる薄い炭化物の層が認められる（本章3節)｡V_l層はV-2層が上位から

土壌化したものと考えられるので、V-2層中の炭化物層がV-1層の炭化物集中として誤認される

恐れもないわけではない。特にLC-22．29･31のように目立って規模の大きいものについては問

題がある。

遺物 LC-42･43･47でV群c類土器、LC-31で剥片石器類、LC-46･47で珪岩礫・礫片、 またLC-22
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で玉などの出土が目立つ（表Ⅲ-14)。浮遊選別で得られた微細遺物としてはやはりV群c類土器・

黒曜石製フレイク・チップほかがあるが人工遺物の見い出されなかった例も多い（表Ⅲ-16･ 17)。

炭化種子の同定を依頼したLC-10･45～47では、LC-45でマタタビ属・クルミ属が報告されたほか

炭化していないマタタビ属(LC-45･47) ･ブドウ属(LC-10･45)種子が同定されている（Ⅵ章3節)。

また炭化材の観察をおこなったLC-41～45ではコナラ属・ハリギリ属・ トネリコ属・カツラ属・ブ

ドウ属・ハンノキ属材などの存在が推定された（Ⅵ章4節)｡LC-22のlは礫器としたもので、打

ち欠いた礫の一辺に粗い剥離を加えたもので、使用したと考えられる部分には細かい破砕が認め

られる。2～5は石製品で、 2．4．5が平玉、 3は蒻翠製の曲玉である。LC-31のlは肉厚の剥片

を使用したRフレイクである。LC-41～44の1 ．2はV群c類土器である。 lは鉢形土器の口縁

部から底部間際にかけてである。断面が切り出し形の口唇上面には縄線文が施され、その表面側

には指によると思われる窪みが口縁に沿って付けられている。胴部には縄文を施した後に半裁竹

管状の道具の刺突で縁取りした浅い凹の無文帯を作り出している｡2は縄文の施された胴部の破片

である。

時期縄文時代晩期後葉。

2)V-3層の炭化物集中(KC-12･15～19･23 ･24･26～28)

位置 Q-270･271区の旧河道内で5箇所が確認されているほかは散発的である。

規模 長さ・幅とも数十cmから1.5m程度､厚さは断ち割って記録したものでは多くがScm未満である。

Ⅲ層･V-l層の炭化物集中の多くと差がない。

特徴 いずれも掘り込みを伴わず、材片を主体とする炭化物の集積である。KC-27では部分的に炭化

した木材を伴っている。炭化物集中相互、 または他の遺構との切り合いは確認されない。ただし

KC-27の断面では間層を隔てて炭化物混じりの層が重複する状況が見られる｡複数の集中が重なっ

ていた可能性もあるが、確認することができなかった。KC-15～18･23･24･27など流路堆積物内

にある例については、水流などで掃き寄せられた可能性を否定できない。

遺物 KC-19以外で発掘中に確認された遺物としてはKC-12の剥片石器類があるのみである（表Ⅲ‐

14)。浮遊選別で得られた微細遺物もKC-12･19を別にして少な< (表Ⅲ-17)、KC-23･27で黒曜

石製チップがわずかに選別されたにとどまる。KC-12で1024点見い出された黒曜石製チップは遺

構中央部の径20cmほどの範囲に集中していたもので（図Ⅲ-40)、ほとんどが細部調整作業の産物

とみられる長さ1cm未満の遺物である。焼けた痕跡をもつものが稀に含まれる。

KC-19については浮遊選別の処理を誤り、概ね径2nm未満の土壌を洗い流してしまった。残っ

たものについて炭化物の同定を依頼したが種子は確認されなかった（Ⅵ章3節)。炭化材片5点の

顕微鏡観察をおこない、 クワ属・カエデ属・マタタビ属材の存在を推定した（Ⅵ章4節)。

時期 推定されるV-3層の年代から縄文時代後期後半のものと考えられる。浮遊選別で得た炭化材各

10.09を試料として14C年代測定を依頼したKC-23･28ではそれぞれ2560±60y.B.P. (KSU-2441)、

3480±90y.B・P. (KSU-2440) という結果が報告されている（Ⅵ章1節)｡KC-23の測定値は推定さ

れる後期後半の年代よりかなり若い。層序の項(本章2節)で触れたように段丘面Ⅳとして地形区

分された範囲にV-3層が遣存している可能性が低いとすると、KC-23･24はV-3層の炭化物集中

に含めるべきではないかも知れない。
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KC-19 (図Ⅲ 40･41)

位置 Q-271-a・b 規模1.35×1.04/0.02m

特徴水性堆積からなる青灰色砂主体の互層中でV-3層に相当する腐植土の薄層から検出した炭化物

集中である。炭化・未炭化の小枝状の樹木（樹種不明）や草本類によって構成されており、分布

の傾向は礫石器等が集中する部分に濃く周辺で薄い。また、下位の士層にめり込んだ一部礫類の

直下には入り込んでいない。遺物は、集中内で礫石器・礫類が、その周辺で復元可能なものを含

む土器が出土している。遺物や下位の土層の焼けた痕跡が少ないことから礫石器等を据えてから

その上で小規模な火を焚いたこと考えられ、まだ熱い礫や砂や置き火と一緒に埋める「蒸し焼き」

様の調理法がなされた可能性もある。この上位は再度河川堆積物で覆われており、極短時間の作
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業場であったと考えられる。

土器はⅣ群b類土器、石器類は砥石・台石等が有りこの他の礫についても他の場所から搬入し

た所謂「有意の礫」である。図Ⅲ-40の’は波状口縁の山形突起部先端である。2．3は同じ深鉢

形土器の胴部と口縁部である。沈線の施された小型の突起部を有する口縁部で、口唇の断面は内

面側に飛び出している。表面には横冠する沈線で区画された各種文様帯が巡っており、上から棒

状の道具による連続した刻み、斜行縄文と磨石縄文が施され、胴部の「〈」の字状のくびれより

下位には縄文と数条の平行沈線が施されている｡4はすり石もしくは砥石である。円礫の比較的平

らな面を使っている。図Ⅲ-41の’は緩やかな波状を呈した深鉢形土器の口縁部である。口唇と胴

部の〈ぴれ部分に入る沈線で区切られた狭い文様体には、大きめの刻みが施されており、羽状縄

文は沈線で区画された後に施文されている。表面の剥落が顕著で、胎土中には白色の岩片を含む

砂粒が含まれている｡4は押しつぶされた状態で出土した深鉢形土器の胴部から底部である。口縁

は皆無で表面には斜行縄文が施されている。下位の無文部分は研磨状の調整痕が認められる。2．

3 ．5は台石である。2は円礫を、 3．5は板状の砂岩を使っている。3．5の破損はこの場に来てか
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Ⅲ キウス5遺跡

らのものと推定される。

時期 土器から縄文時代後期中葉と考えられる。

3)V-5層の炭化物集中(CC-l～13)

V-5層の炭化物集中13箇所は、 さらに層位によって区分される。V-5層上面のもの(CC-1)、V-5a

層のもの(CC-5～10･ 12)、V-5aないしb層のもの(CC-2)、 V-5bl層のもの(CC-11)、V-5層とみら

れるが不明確なもの(CC-3･4)。

位置 V-5a層の炭化物集中7箇所は同層の氾濫原中の微高地に、 またV-5bl層の1箇所は河道中に

位置する(図Ⅲ-19)｡その他については層位が不明確であるため微地形との関連についても不明で
ある。

規模 多くが長さ．幅とも数十Cmから1.5mほどで、一部長さ2mを超えるものがある状況は他の層の

炭化物集中と差がない。厚さはl～4cmを測る。

特徴やはりいずれも掘り込みを伴わず､炭化物のほとんどが木材片とみられるものである。ある程度

形状を残した炭化材を伴う例もある(CC-3)｡炭化物集中相互、また他の遺構との切り合いは確認

されていない。

V-5a層のものは微高地に形成されている点から現地性の焚き火跡である可能性が考えられる

が、その他については性格が明瞭でない。

遺物 発掘中にCC-4･10でⅢ群b-1類土器、CC-11でI群b-3類土器がわずかに出土した（表Ⅲ- )。

浮遊選別は全ての遺構に対して実施し､残置の選別をおこなったが人工遺物を確認できなかった。

浮遊物の選別をおこなったCC-9･12では炭化していない状態ではあるがマタタビ属・タラノキ

属．ブドウ属種子が同定され、特にCC-9では非常に多数であった（Ⅵ章3節)。炭化材の観察をお

こなったCC-9･12ではカエデ属・コナラ属材の存在を推定した（Ⅵ章4節)。

時期 V-5a層のものは縄文時代中期後半とみられる。V-5層上面のものは中期後半以降後期までの

年代幅が考えられる。CC-3･4に関してはV層下底にかなり近い位置で確認されているものの､段

丘面Ⅳ部分のV-3層を侵蝕している新しい堆積物の下底が確認できなかったため、縄文時代中期

以前のものと確定することができない。2560±60y.B.P. (KSU-2441)の14C年代（Ⅵ章1節）が報

告されたKC-23とのレベル差はわずかである。

f.集石

KS-4 (図Ⅲ-42)

位置H-276-b,c、 I-276-a,do

規模2.01×1.71/0.09m・

特徴V-3層の河道内､河床の砂礫層からその下位の粘土質シルト層にかけて､礫片や周囲河床礫より

大型の円礫が多数集中して出土した。その多くに火を受けた痕跡が見られたが、周囲には炭化物

や焼土を認めることができなかった。出土状況平面図の作成後、50Cm四方の細グリッド14方格に

遺物を分け、上下3回にわたって取り上げをおこなった。H-276-b-3-イ区付近と|司c-2-/f ･ロ区付

近に遺物の集中が認められる。

遺物発掘時の遺物点数はⅢ群b-2類土器1点、チップ1点、礫379点、礫片1点であった(表Ⅲ-14)が、

遺物の接合を試みた時点では運搬中の破砕などにより礫礫片の総数は391点に増加していた。こ

のうち平成7年3月15日現在で206点、 36件の接合を確認している。同一の細グリッド内で接合
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5 Ta-c下位の調査

が完結した例は9件あり、うち4件がH-276-c-2-ロ区のものであるがこれはこのグリッドで最も遺

物点数が多いことを反映したものであろう。一方10点以上の遺物が接合した例5件について遺物

の出土位置を見ると、特定のグリッドに集中する傾向を示しながらも破片の一部は散在している

ことが窺われる。

接合した礫36個体の特徴を表Ⅲ-9に示す。いずれも円礫ないし亜円礫で大礫、中には巨礫に近

い大きさのものが見られ、 また多くが焼けた痕跡を有する。

おそらくこれらの礫はKC-19に見られるように低湿な場所での焚火に用いられ、急に冷やされ

たために破砕したものであろう。出土状況と接合の結果から、恐らく冷えて半ば破砕した状態の

礫を焚火跡から拾い集めて河道に投げ込んだもので、この過程で個体の異なる礫片がいくらか混

じり合ったのではないかと想像される。

時期 推定されるV-3層の年代は縄文時代後期後半である。 1片だけ出土したⅢ群土器はV-3層の河

道がV-5層を侵蝕する過程で混入したものであろう。
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Ⅲキウス5遺跡

表Ⅲ－7 V層の炭化物集中一覧

備考規模(単位m) 人工遺物層位 浮遊選別遺構名｜ グリツト
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Ⅲ キウス5遺跡

(2)旧河道部

前節（2）項に続いて、本項では段丘面I上のV層に相当するTa-c火山灰降下以前の時期の旧河道と

その周辺の遺物･遺体の出土状況について述べる。段丘面Ⅲ．Ⅳの範囲におけるこの時期の堆積物をV-

1層からV-5層までに区別したが(本章3節)、このうち遺物包含層は主にV-l･V-3･V-5の3層であ

る。各層の状況について以下順に説明する。

a.V-1層（図Ⅲ－45～48)

調査範囲の北東部と南西部に分かれて旧河道が確認された。北東部の河道のうちK-278区付近から

蛇行してJ-273区付近に至るものを仮に河道A、D-280区付近から段丘崖に沿ってほぼ直線的に1-

273区へ達するものを河道Bとする（図Ⅲ 45)｡また南西部で確認したものを河道Cとする(図Ⅲ-46)。

河道AとBは1-273区付近で合流している。V-l層上面で確認した時点では河道Aの堆積物がBを

覆うものと思われたが､断面の観察や木材の出土状況などから両者に明確な年代差がなく、併存した時

期があったものと判断した。河道Aは幅4～5m、深さ0.8mほどの規模があり、下部は砂礫質の堆積物

が卓越する（図Ⅲ 4)。河道Bは幅3～4m、深さ0.4mほどとやや小さく、河床を除いて泥炭質ないし

腐植泥質の堆積物が優勢である（図Ⅲ－4．45)。河道Cは下位のV-3層上面まで重機で掘削して確認し

たたもので規模は不明であり、 またV-3層の河道とほぼ重複していたため明確に捉えることができな

かったが、断面の観察によるとV-1層上面からの深さは恐ら< 1.2m程度、幅もSm前後あったと推定

される。下部は砂礫質の堆積物が主体となる（図Ⅲ－46)。

各河道内では縄文時代晩期中葉の遺物が散発的に出土した。土器が多く、剥片石器類は稀である。土

器･石器類の大半は河道の下部で出土している。河道Cではやや多くの土器が出土したが特に集中する

傾向はない。図Ⅲ 46に示した河道の蛇行の状態は晩期土器の出土位置から推定したものである。ま

た木製品は河道Bで2点が出土したのみで、どちらかといえば浅い位置で確認されているが遺物の比重

にもよるのであろう （図Ⅲ 47)。

河道Aでは上部の堆積物の中に焼土・炭化物集中が確認されており、また河道Bの左岸にも焼土・炭

化物集中が並んでいるが、これらと河道内の遺物との関連は明瞭でない(図Ⅲ－47．48)。焼け材は河道

A・Cではやや稀であるが河道Bで普通に見られ、長軸を段丘崖斜面の傾斜に揃えた例が目につく （図

Ⅲ－47．48)。河道周辺の遺構よりもむしろ段丘面I上の遺構集中部分との関連を考えさせる出土状況

と言えよう。河道B内では多少の濃淡はあるものの上流から下流まで特に偏りのない分布を見せ､特に

まとまって出土する傾向はない。長手の材が2～3本並ぶように検出された例が注意される程度である

(図Ⅲ－47)o

加工痕や焼け痕のない木材は河道A･B内で多量に出土している。図示していないが河道下部の砂礫

質の部分(河道cを含む）では長軸を河道の方向に揃えた木材が多く、上部の泥炭質・腐植泥質の部分

では河道方向とほぼ直交した状態で出土するものが目立つ。河道A･Bに沿って株が少数出土している。

岸から専ら河道の外に向かって根を張っているものが見られるので､河道が流路として機能していた時

期に流れに沿って樹木が生育していたことが窺われる｡やや広い範囲にヨシ原が広がっていたとみられ

るⅢ-5層形成当時の状況とは幾分異なった景観が想像される。なお河道Aの一部や河道Cなど、段丘

崖の裾を離れるにつれて河道上部の泥炭ないし腐植泥の発達は悪くなり、そこから出土する木材も少な

くなる傾向にあるが、これは流れの状態や周囲の植生と関係するのか､あるいは段丘化した後に地下水

位の低下によって腐食･分解したものか判然としない面がある。木材以外では昆虫遺体やクルミ核など

が散発的に出土した。淡水貝の殻表面の殼皮がV-1層の焼土から幾らか出土しているが(Ⅵ章2節)、河

道内では確認されていない。
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5 Ta-c下位の調査
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黒褐(7.5YR2/2)色砂

黒褐(75YR3/2)色砂上部にゆ2mm程の荒い砂も
混じるが全体的に細かい下部にはめ1 ．2cmの軽石が混ざる
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黒褐(7.5YR3/2)色砂砂と土の混ざり
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図| | |-45 V-1層の河道(1)
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河道A出土の木材から2180=t60y.B・P. (KSU-2443)、河道A河岸の株から2360±35y.B.P. (KSU-

2444)、同じく河道Aの傍らに形成された焼土LF-14の炭化物から2350±60y.B.P. (KSU-2439)の

'4C年代が測定されており （図Ⅲ－48，Ⅵ章1節)、Ⅲ-5層の14C年代ともほとんど差がない。ここでV-

l層の河道としたものがTa-c降下直前に流路として機能していたことを示すとともに、Ta-cの降下を境

に河道周辺の環境にかなりの変化が起きたことを物語る数字と言えよう。

b.V-2/3層

P-271～273区の土層断面（図Ⅲ－6)で確認されているV-2/3層はV-3層を不整合に覆っており、

河床の砂礫層とみられるものを含むことからもV-3層より新しい河道の堆積物と考えられる。中～細

礫・砂・シルト ・粘土などの互層で、泥炭・腐植泥など有機質の堆積物は発達せず、 また稀に木材が出

土する程度で生物遺体に乏しい｡現キウス川の河岸に露出しており、河道内へ向かって地滑りを起こし

ている部分がある。

調査に時間をかけられなかったのと、また現河道の侵蝕によって本層の相当部分が失われているらし

いことも関係してV-2/3層河道の平面的な規模・範囲や方向を確認することはできなかった。ただL-

278区からM-277区にかけてV-3層の調査中に確認した河道（図Ⅲ-50)があって、河床の標高が図

Ⅲ－6の断面で確認されたV-2/3層河道のそれにほぼ一致すること、 これを覆う無機質の堆積物がV-

2/3層に類似していることなどから、これがV-2/3層河道の北東側の延長に当たる可能性が考えられる。

Qラインから南西側についてはV-1層の河道Cとしたもの（図Ⅲ-46)によってほぼ失われているもの

とみられる。もっとも河道C自体も上部をⅢ層の河道によって侵蝕されているために確実にV-1層の河

道としてよいかどうか疑問が残り、河床の標高はかなり異なるもののV-2/3層の河道に連なる可能性が

ないとは言えない。図Ⅲ-46で示した河道Cの蛇行の状態はV-l層の河道がQラインには現われない

という図Ⅲ－6の断面での知見を前提としたものであるが、河道自体がV-2/3層のものであるならこの

ような強い蛇行は想定できないことになる。
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5 Ta-c下位の調杳

本層の下底ではⅣ群c類土器がかなり出土するが､侵蝕されたV-3層に由来するものではないかと考

えられる。一方堆積物の中ほどからはV群c類土器が出土している。縄文時代後期末から晩期前半の間

にキウス川による下刻が進行し、晩期中葉に再び埋積の傾向が強まったものであろうか。M-279区付

近でV-2/3層類似の堆積物の下底に認められた標高28.1m前後の平坦面（図Ⅲ-50)はこの晩期前半ご

ろの下刻で形成され､段丘面Ⅳの基礎をなしている可能性がある。この平坦面の直上で確認された炭化

物集中KC-23の炭化材片による14C年代測定の結果は2560=t60y.B.P. (KSU 2441、Ⅵ章1節）であっ

て、ほぼ従来の測定から推測される縄文時代晩期前半～中葉の年代に符合している。埋積は晩期の中葉

に急激に進み、段丘面Ⅳを構成するV-2/3層の堆積、さらに段丘面ⅢにおよぶV-2層の堆積を経て終息

し、 V-1層に示される安定した植生の形成がなされたものであろう。

c.V-3層（図Ⅲ－49～53)

V-1層と同様に調査範囲の北東部と南西部に分かれて旧河道が確認された。E-281区付近から蛇行

してJ 273区付近に至る北東部の河道を仮に河道A(図Ⅲ 49)、Q-270区付近からT-271区付近

へ達する南西部のものを河道B(図Ⅲ－50)とする。また段丘面ⅢとⅣの境のL-278区付近で確認し

たものを河道Cとする（図Ⅲ-50)。このうち河道Cについては既に説明したようにより新しいV-2/3層

の河道である疑いも強いが、調査の時点ではV-3層のものとして扱ったので一応ここで説明を加える。

河道の規模は河道Aで幅5～6m、深さ0.4mから1.2mを測り、下流に向かって深さを増す傾向が顕著

である。また河道Bは上部をV-l層やⅢ層などの河道で侵蝕され、下位のV-5層との境界も不明瞭な

部分があったが、断面の観察からは幅10m、深さ1.8～2.0mに達する規模の大きなものであったと考え

られる（図Ⅲ 6．50)。河道Cは幅約2m、深さ約0.4mと小さい。河床の砂礫層は河道Bでは谷の下底

の礫層に達して厚く発達している。河道A･Bではその上位に泥炭質ないし腐植泥質の土壌と軽石礫混

じりの細礫～砂の互層が堆積し､さらにその上をやや分解の進んだ泥炭あるいは腐植泥からなる比較的

均質な堆積物が0.1～0.8mの厚さで覆っている（図Ⅲ－3･4･6･50)。一方河道Cでは有機質の部層は

薄く不連続で、軽石礫混じりの砂・シルトなど無機質の堆積物が主体を占める。

河道B上部の腐植泥質部分には炭化物集中4箇所、 また河道A･B中位の腐植泥・砂の互層部分に炭

化物集中各1箇所、さらに河道Aの河床に集石1箇所が形成されている。各河道の中位から河床にかけ

て土器を中心とする縄文時代後期後半の遺物が出土している。河道BのKC-19内および周囲で出土し

たものを除くと遺構との関連は明確でない。河道Bでは土器の量がやや多いので図Ⅲ 52にその出土

位置を示したが、顕著な集中箇所はなくⅣ群b類土器とc類土器が混在する状況である。河道Cでも付

近に形成された炭化物集中(KC-23･24) と遺物の関連は認め難く、河道Aでは人工遺物の数そのも

のがごく少ない。

河道Bでは比較的下部(河床の砂礫よりは上位）から5点の木製品が出土している（図Ⅲ-52)。取上

番号K691･K692の2点が隣接して出土したのを除くと、木製品相互、あるいは遺構や他の遺物との関

連を認めることはできなかった。焼け材の出土もV-1層の河道に比べて稀で、河道A内のKC-27の範

囲にまとまって確認されたのを除くとごく散発的な出土状況である（図Ⅲ-51 .52)。なお河道Bで樹木

の幹の内部が焼けて空洞となったもの（図版Ⅲ－10-7)が出土して、丸木舟未製品の可能性も考えら

れたが、焼け痕以外に加工の痕跡を認めることができない。

自然のものとみられる木材は河道A･Bで多量に出土している。河道中位の腐植泥・砂の互層部分に

多く見られ､図示していないが砂質の堆積物中では長軸を流れの方向に揃えている例が多い｡木材以外

ではクルミ殻などの種子、昆虫遺体等が散見される。淡水貝の遺体は確認されない。またこれら動植物

遺体は河道c内ではほとんど認められない。
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34男掲(IOR2/2)色砂“～5mmのやや荒加砂と39層噸ざり
35"(10YR3/1)色砂やや暗め細かいが‘0.8mm程鮒砂し混じる
36黒褐(10YR3/l)色シルト 粘性あり ＝30層やや暗め
37黒褐(10YR3/1)色砂36kl川るいj1～4mm程のや糊かい砂胃19
38黒褐(IOYR3/1)色砂室35 少し明るめ
39黒褐(5YR2/2)色土腐極
40黒褐(10YR3/1)色シルト 4/l[3/10)W4/1程岬とやや暗”粘土の互層
粘性あり l層をH月るくし穂じ

41 黒褐(7｣5YFW/l)色砂39層と38層の間鴫じ細かい砂
42"(10YR3/1)色砂二39 やや暗め
43黒(10YR2/l)色ｼﾙﾄ 2/1と3/1の間
44"(IOYR3/1)色砂40層に“~10mmの黒褐(IOYR3/2)色幡石力《混ざる
45*(IOYR3/1)色粘土
46黒褐(10YR3/1)色砂45層も若調さ･る42~10mmの荒い砂
日っぽいj2～3mmの軽石も少し|まいる
47黒褐(75YR3/1)色士7.5YR3/lと3/2の間やわらかい
48黒褐(10YR3/2)色砂j2~10mm程の軽石(10YR4/2)燗に43勵入る
49黒褐(10YR3/1)色砂j3～5mm""3/1と3/2の間
V-1層漉による侵蝕

17黒褐(lOYR3/l)色砂15層よりやや明るい非常に細かい

18 黒褐(75YR3/1)色砂 17層よりやや荒<j0.5～1mm程の粒も混ざる
19"(10YR3/1)色砂18層よりやや荒いM)が多く混ざる
20黒褐(10YR3/1)色砂少し職42mm程のやや細かい砂
21 黒褐(10YR3/2)色砂やや荒い砂上→下jl'-O8mm
22暗褐(10YR3/3)色砂j0.5~3mm程の荒い砂
23黒褐(10YR2/2)色砂黒い砂と白い砂が均一に混ざるj0.5mmぐらい')やや荒い砂
24暗褐(10Yr3/3)色砂細かい砂
25 iB(7.5YR4/3)色砂j0.5～3mm程の荒い砂
26黒(10YRZ/1)色砂3/lとの間細かい砂わずか|こ粘性あり
上の卵17層と津り色もやや明るめ

27黒褐(lOYR3/l)色砂やや明るい細かい砂わずかに粘性あり

28黒喝(10YR2/2)色砂39が混じる非常に細かい砂

29暗褐(IOYR3/3)"405～1mm程の荒い砂
30黒獄IOY｢3/1)色ｼﾙﾄ 粘性あり
31燕(75YR3/1)色言41

32黒掲(IOYR3/1)色砂jO8mm程の白と黒”が均一に混ざる二23
33黒褐(lOYR3/2)色砂j0､5mm粒のやや荒い砂考22

l 黒(75YR2/1)色土2/lと3/lの間刷かい青砂(75YR4/2)との互層

粘妙々あり特に右端"lcm秘跡っぽい軽石力くりら|まら混ざる
2黒褐llOYR3/2)色砂
3報IlOYR3/2)色砂

4"I(75YR3/l)色砂j2mm櫛や糊かい砂
5暗矧7.5YR3/3)色砂 4層よ'慌い
6黒褐(7.5YR2/2)色砂 4層より暗い粒子非常に細一部l層も混
7慰職(7.5YR2/3)色砂粘“I
8黒褐(10YR3/1)色砂やや榊を帯び錦い砂'lmm~0,8mm
9黒褐(10YR3/2)色砂上!ま噸的細か<j2mm程
下と荊地“3~5mm程のやや荒い砂で色砂々鎚味を諦る

10 (75YR2/1) i=13層
11噸喝(lOYR4/2)色粘土 I |の右端の鑑？ 粘土と同一物
12 黒褐(10YR3/l)色砂＝18層
13 (75YR2/l) 土 14層よ晴伽多く入る
14黒(7,5YR2/l)色士 l層
15黒褐(10YR3/1)色砂やや明るい
16黒褐(IOYR3/2)色砂 2より暗 7層と混ざる

図| | |-49 V-3層の河道(1)
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5 Ta-c下位の調査
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Ⅲキウス5遺跡

宮75 記0

一
ノ
ー
ー
ト
ノ

一一
炉
Ｊ
１
‐
、
１
ノ
ゴ
ー
ｊ
ノ
ー

一

え

／

A
ハ

／

か#）

／ノン
ー~ゞ
~′

一

---づﾝ/
／
／
／

--ベ~／

ゾーグ
〉ﾉﾎ
／ノ｜
〆ノ｜
） 1

マヅト状の株

蕊
~一

剖

一国蕊参二
隼 ／

這〆
/〆ニーノ
／彦

戸

’ I／
、

／
騨一

／
〆

／
／
ノ

／
／

予

／

一

／

~

｜

／
↓
口
写
／
一

〆

多

妻

一

~

〉

一

一

一

一

ぐ

上

一

言

》

一

~

~

~

一

~

~

一

~

一

言

菱

一

匡

一

~

~

一

一

一一、一／一一一

〆

ノ
／

／

）／

I
／へ

一

ノ
~

ｒ
Ｉ
ｌ
Ｉ
イ
ー
ノ

ー

ノ

ノ
／
一／

／
〆

／
I ~／

ノ一一

』
~ ~

~／

／

雫
／

熟
1

I

「－，L_，
－ ）
一 －－~－〆 I

/

~一ト､｣－
L~
一一、

一

~ ~

、

、
耳

~～

、
、

1
M 一一一

一一一一一へ
〆

一一
竜～
、

、

、

－－」／

》
一

一

一

0 5 10 20m

’｛

図l l l-53 V-3層上部株出土状況図

-96‐



5 Ta-c下位の調査

河道Aの両側には河岸から河道外に向かって根を伸ばした株が並んでおり、蛇行する細い流路に沿っ

て木立が続く状況を想像させる（図Ⅲ－51)。河道Bについては東側の河岸が上位の河道の侵蝕で失わ

れ､西側の河岸は未調査のため不明であるものの、河道中位で多量に出土する木材が河道Aのような河

畔の樹木から供給されていたことは想像できる。一方河道A･Bの上部を覆う泥炭ないし腐植泥層では

埋積された河道の中央付近に放射状に根を張った株が認められるようになり （図Ⅲ－53)、木材は河道

中位よりむしろ減少して、株の周囲に倒れた樹幹の残骸らしいものが中心となる。この泥炭・腐植泥質

の堆積物は広く河道外にも形成され、縄文後期後半遺物の包含層を覆って発達している。

V-4層の堆積後、恐らく縄文時代後期に入ってからキウス川による谷の下刻傾向が強まり、V-5層

を中心とする縄文前～中期の堆積物からなる氾濫原が段丘化したであろう｡大まかにはこれが段丘面Ⅲ

の起源と考えられる。段丘面上に形成された炭化物集中KC-28の炭化材片によって3480=t90y.B.P.

(KSU-2440、Ⅵ章1節）の'4C年代が測定されている。V-3層の河道Bとしたものは恐らくこの下刻

で形成されたキウス川本流の河道であり、その幅が非常に広いのは新たな氾濫原を含んでいるためとみ

られる。また最奥部で狭く浅くなる河道Aはこの新たな氾濫原から段丘を開析して入り込んだ支谷とみ

ることができるであろう。後期の後半に至って再び谷の埋積が進行し始め、各河道は砂と有機質堆積物

の互層を形成しながら埋積されて行く。この過程の当初は河道に沿った段丘面Ⅲ上に森林が成立してお

り、炭化物集中などの遺構を形成する人間の活動も見られたが､埋積が進行して段丘面Ⅲ付近まで恒常

的に地下水位が上昇するようになると森林は消失してその遺体による泥炭･腐植泥層が形成され､砂礫

層の伏在によって周囲よりむしろ排水良好となった旧河道上に樹木が生育するようになった（図Ⅲ-

53)｡このような埋積の進行と水位の上昇にはおそらく下流の馬追沼長都沼などの水位の変動が関係し

ているのではないかと思われる。この後、V-2/3層の記述で触れたように後期末～晩期前半の下刻が起

こるのであろう。

d.V-5層（図Ⅲ－54～57)

V-5層の調査は時間的な制約から不徹底な点が多いが、河道についてある程度把握できたV-5a層・

V-5bl層の状況に簡単に触れておきたい。

V-5a層の河道は段丘崖の前縁に沿ってほぼ直線的に形成され、これに氾濫原の中央部を蛇行する河

道がF-278区付近で合流しているものとみられる。河道内の堆積物は砂が優勢で（図Ⅲ－4)、木材の

出土は比較的少なく、長軸が流れの方向に平行する傾向がある。段丘崖裾の河道のうち合流点より上流

では泥炭質ないし腐植泥質の堆積物の中に河道に直交するように木材が出土しているがやはり量は少な

い。河岸に株が見られることもない。人工遺物は僅かで、河床に近い位置から中期後半～後期前半の縄

文土器が出土している。

V-5b層以下はLライン以北･276ライン以西の調査を割愛せざるを得なかったが、V-5bl層ではや

はり氾濫原中央部を蛇行する河道と段丘崖の前縁を直線的に走る河道とが合流している状況が窺われる。

合流点に近い段丘崖裾の河道内で木材が多量に出土しており､特にその比較的上部のやや泥炭～腐植泥

質の堆積物の中からは籠状の編物や焼け材の集中が検出された（図Ⅲ－57)。これには縄文時代中期後

半のⅢ群b類土器が少量伴い、またこれらに伴出した木材による年代測定結果は、かなり幅があるもの

の（図Ⅲ－54，Ⅵ章1節）概ね従来知られている縄文時代中期の14C年代に符合しているとみることが

できる。

以下さらに断片的に確認される河道そのものや河道の範囲を反映する木材の出土状況を通じて､より

下層の氾濫原の状態を部分的に窺うことができる（図Ⅲ－55 ．56)。例えばV-5bl層（図Ⅲ－55)やV-

5c層（図Ⅲ－56)では蛇行する河道やそのポイントバー堆積物中の木材と思われるものが認められる。

-97-



Ⅲ キウス5遺跡
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5 Ta-c下位の調杏
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Ⅲ キウス5遺跡
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Ⅲ キウス5遺跡

しかしV-5bl層の例を除くと、V-5層を通じて人工遺物や焼け材の出土はかなり稀であり（図Ⅲ 54~

56)、層中の炭化物集中と関連を示す様子もない。少なくとも今年度の報告範囲ではV-5層の形成され

た時期に氾濫原中の流路をめぐって盛んな生業活動がおこなわれていたとは考えにくいであろう。
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6遺物

6 ．遺物

(1)土器

｜群a類土器（図Ⅲ 59 1～8．図版Ⅲ－20）

上位の段丘面を中心に53点が出土しており、旧河道では見られない｡以下の特徴を備え一つのグルー

プを形成するものと考えられる。器形は深鉢形で規模には大小が見られる。口縁は平縁で、口唇の断面

が角形・円形・表面側が円く内面側で内側に張り出すものなどがある。文様は無文のものが多く僅かに

沈線の施されるものも見られる。これ以外では表裏に条痕文様のもの（以下「条痕文様」とする）が認

められる場合も多い。LH-3の床面から同じタイプの復元土器が出土しており、 これらから主に十勝地

方で確認されている所謂「暁式土器」に相当すると考えられる。

1は口唇の断面が角形で内面側にやや張り出しが見られる。表面側の口唇直下には平行して走る微隆

起線状のものが備わる。2は口唇の断面が表面側で円く内面側が張り出している。3は器壁の薄い小型

の土器で口唇の断面は円である。4．6は表面に先端の円い道具で施文した2本の沈線が入る。 5 ．7．8

は条痕文様のものが見られるもので、5は小型の土器の底部近くの胴部で、表面に縦方向の条痕文様が

見られ、内面には炭化物の薄い付着が認められる。7は施文道具に先端がやや幅広なものを使用してお

り、それで表裏に施文している。8も表裏に施されているがこれにつ

いては条の凹が角を有しており貝殻条痕文の可能性が考えられる。

｜群b類土器（図Ⅲ－59－9～28 ・図版Ⅲ－20）

b-2･3類は旧河道のほぼ河床付近に限って見つかっており、各分布

図から旧河道の流路が復元可能である。これらは上流からの流入であ

ろう。b-4類は段丘上と流路の復元可能な旧河道から出土しているが、

後者は二本の撚糸様の縄文を使った施文がなされているため､やや時

代が新しいと考えられる。なお、 b-1類が段丘上の遺構覆土から出土

している。

b-2類(9～13)

62点が出土しており、 これらはコツタロ式土器に相当する。すべ

て深鉢形を呈すると思われる。9～l1が胴部片、 12･ 13が底部である。

9． 10は縄文と短縄文が、 11には縄文が施されている。 12は底部の下
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Ⅲ キウス5遺跡

表Ⅲ－10包含層土器層別一覧 ※河床直上の遺物数はV－5層の内数である。
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6遺物

端がやや張り出した小型の底部で､結束の羽状縄文とその下位に細目の組紐を使った押圧が施されてい

る。 13も小型の底部で張り出した下端の上位には縦と横の短縄文が施文されている。

b-3類(14～24)

41点が出土しており、これらは中茶路式土器に相当する。22以外は深鉢形土器と考えられる。 14は

口縁部で、口唇の断面が尖り器壁は薄い。表面には微隆起線による区画に短縄文を施している。 15～23

は胴部の破片である。 15は微隆起線を張り付けてから絡条体圧痕文を施文している。 16･ 17は微隆起

線と短縄文が施文されているが、前者は横走する微隆起線にほぼ直線なものと蛇行するものが見られ、

そのあいだに短縄文が密に施されている。 18は微隆起線と斜行縄文、 19は微隆起線を境とする羽状縄

文、 20は微隆起線と綾絡文が施されている。21は上位に撚糸文状の羽状縄文、下位に細目の円軸を使

用した絡条体圧痕文もしくは魚骨圧痕文が施されている｡下位が魚骨文の場合は東釧路Ⅳ式土器とした

い｡22は細目の円軸を使用した絡条体圧痕文が横と斜めに施したもので小型の鉢形土器と思われる。23

は補修孔のあるもので撚糸文状の羽状縄文が施されている。24の底部は磨耗が著しいが､表面にはかす

かに微隆起線がうかがえる。

b-4類(25～28)

13点が出土しており、これらは東釧路Ⅳ式土器に相当する。すべて深鉢形で25～28は撚糸文様の縄

文が羽状に施文されるもの、 28は二本の撚糸様の縄文を羽状に施している。25の胎土には角閃石が多

数含まれている。

| |群a類土器（図Ⅲ－59－29～35、図版Ⅲ-20）

旧河道の河床付近を中心に小破片が16点が出土している。これらは綱文式土器に相当する。

29は口縁、 30～35は胴部である。29．31 ．32は条が比較的細い。30は条の太い縄文が施文されるも

ので、深く施された条に沿って上からなぞっている。胎土には繊維の混入が認められる。33～35は太い

条の羽状縄文が施文されるもので、器壁は本類の中では比較的薄く繊維の混入も少ない。

| ||群a類土器（図Ⅲ 62、図版Ⅲ－21)

旧河道を中心に32点が出土した。全て深鉢形土器と考えられ、表面の貼付帯と内面の研磨が特徴で

ある。

lは口縁の山形突起を有する部分で、表面の口唇近くには縄線の施された貼付で飾られ、その下位に

は縄の擦痕と箆状の道具による連続刺突、さらに下位には斜行縄文が認められる。内面は僅かに磨きが
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Ⅲ キウス5遺跡

施されている。2は縄文の施された口縁部である。3～5は同一個体で表面には貼付と羽状縄文が施され

る。6は大きさの異なるポール状の粘土塊を口唇に並べたもので、これらには縄の圧痕が施されている。

表面の施文は結束の羽状縄文である。7．8は貼付の施された同一個体で、7には貼付に沿って円形の刺

突が施されている。

| | |群b類土器（図Ⅲ－63、図版Ⅲ 21)

段丘上と旧河道から149点が出土した。天神山式(l～9) ･柏木川式土器(10～19)に相当するもの

で、後者は旧河道で出土した「カゴ状繊維製品」に伴う。

1 ･7は円い貼り付けのある口縁の山形突起部で、 1の口唇上には縄の刻み、表面には半裁竹管による

沈線が施されている。2．3も口縁で貼付帯には半裁竹管による沈線が施されている。4～6は刻みの入

る貼付帯と縄文施された胴部である。4の縄文は結束の羽状縄文である。 8はフジツボ状の貼り付けと

半裁竹管による刻みの入った貼付帯のある口縁付近の胴部である。表面には半裁竹管による沈線､竹管

による刺突文、縄文などが施されている。9は表面に半裁竹管による沈線と縄文が施された胴部の破片

である。 10･ 11 ･ 13･ 14は貼付帯のある口縁部である。 10の貼付帯には指先もしくは爪様の刻み、口唇

上には縄による刻みが施されている。 10･ 13の表面と内面の口縁付近には縄文が施されている。 11の

口唇と貼付帯には植物茎の断面のようなもので刺突している｡12には口縁と平行する二本の縄線文が施

されている。 13は半裁した植物茎の断面による刺突が、口唇、貼付帯、口縁に施されている。 14の貼

付帯は断面が△でその上に箆状の道具で斜めの刻みを施している。15･ 16は断面が円い口唇に箆状の道

具で刻みをいれたもので､表面には縄文が施されている。15の口縁には半裁した植物茎の断面で斜め方

向からの刺突列が施されている。17は磨滅の著しい口縁部で、口唇には串状の道具による刺突列が施さ

れる。 18 ･ 19は地紋の縄文の上から沈線を施したものである。 20は結束の羽状縄文が施された胴部片

である。21は底部の破片で、下端には刺突文、内の底面には明瞭な指の押圧が残されている。22は底

面にも縄文が施された底部の破片で､胎土には多くの砂粒が混入されている｡23は下端がやや張り出し

た底部の破片である。

IV群a類土器（図Ⅲ－65-1～12、図版Ⅲ-22)

段丘上と旧河道から331点が出土している。余市式、仮称「手稲砂山式」土器に相当するものが主体

で、全て深鉢形土器の破片である。段丘上では余市式の住居跡LH-6周辺が多く、旧河道では段丘縁辺

に沿った上流側で比較的多く出土している。

1･2は外側に向かって開いた口縁部で､口唇の断面は円く表面には地紋となる縄文上に縦横の沈線が

施される。胎土には砂粒が大量に混入される。3．7はその胴部である。4は貼付帯が剥落した口縁部で、

山形突起の一部が右端に見られる。sは口縁付近の破片で表裏に縄文が施される。6は口縁に沿って幅
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Ⅲ キウス5遺跡

の狭い貼付帯が付けられた小型の器形のものである。8の縄文は多条の原体によるものである。9. 10は

底部の破片である。下端がやや張り出し、内面には炭化物が付着する。 11 ． 12は不明瞭な縄文の施され

る表面に沈線が施されている。

|V群b類土器（図Ⅲ－65-13～24･26～37,Ⅲ－66-38～44、図版Ⅲ－22･23， Ⅲ 32)

段丘上と旧河道から772点が出土している。主体は低位段丘面に流れていた河道内とその周辺で、ウ

サクマイc式、手稲式、鯆澗式に相当する土器が出土している。これらの遺物が出土するV－3層は比

較的安定した時期が継続したと考えられ､火を使用した痕跡(KC-19)等も認められることから｢作業場」

であったと考えられる。

13は口縁に四カ所の突起部を有する小型の深鉢形土器である｡断面が角形の口唇には表面と同じ施文

がなされている。表面の文様は条の細い斜行縄文で口縁から胴部中程の膨らみ周辺まで全面に施され、

それ以下では疎らになる。器壁は厚く、胎土に砂粒を含む。 14･ 15は口縁部で、 14は表裏の面に節の

不明瞭な縄文が施されており、断面角形の口唇には半裁竹管状の道具による刺突が施されている。15は

同じ様な縄文が表面と口唇に施されている｡16は細い沈線の施される口縁部で地紋には縄文が施されて

いる。 17･ 19は太い沈線が施文されるもので、 17の口縁には連続する三角を描いた文様帯を有する。そ

の下位の膨んだ部分には磨消文と縄文が施される。18.20～24は縄文を地紋とする面に沈線文を施した

ものである。 18･20は波状を呈する口縁部である。21の沈線で囲われた内側には竹管状の道具で刺突

を施している。26～32は縄文と磨消が施される口縁である。32の縄文帯には交差する沈線が施されて

いる。33は深鉢状の器形を呈する小型の無文土器である。34～37は縄文の施された口縁部である。38．

39は口唇に刻みのあるもので、 39の胴部には弧を描く沈線が施されている。40．41は地紋に羽状縄文

が施される口縁と胴部である。42～43は底部である。43 ．44の底面は磨消が顕著である。

IV群c類土器（図Ⅲ－65-25、 Ⅲ－66-45～54、図版Ⅲ－23･24、 Ⅲ－32)

旧河道を中心に265点が出土しており、これらは堂林式に相当する土器である。Ⅳ群b類と同様に低

位段丘のv－3層からのものが多い。

45．47～50は内面からの突瘤が施される口縁部である。器形は48が鉢形、それ以外は深鉢形である。

46は壺形土器と考えられるもので縄文を地紋とする面に平行沈線を施している｡51は深鉢の胴部で､貼

付された瘤の先端が潰されている。52は表面が研磨された無文の口縁で､口唇の断面は切り出し形であ

る。53 ．54は底部である。53は無文、 54は羽状縄文が施され小径の底面は上げ底気味である。
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6遺物

V群a類土器（図Ⅲ 69）

旧河道部から磨滅した小片2点が出土した｡不明瞭ながら浅鉢形土器の胴部と考えられる破片には横

走する文様帯に爪先もしくは半裁竹管による連続刺突文が認められる。

V群c類土器（図Ⅲ－69～77、図版Ⅲ－24～33）

今回の調査で最も多く出土した土器である。土器総数の約82％を占める8,321点が高位段丘面と旧河

道･低位段丘面で出土している。Ⅳ層の樽前c降下火山灰を挟んだ上下層のⅢ～V層から出土しており、

低位段丘面・旧河道では河川堆積物を含む水性の営力で更に数枚の土居に分けられ､それらからも本類

は出土している。タンネトウL式、幣舞式などに相当するものを主体に出土しており、これらの時期は

供伴する大洞系の土器から縄文時代晩期中葉～後葉と考えられる。これらには、本来的にはV群b類と

される土器群も含まれているが、今回の調査で各時期の大洞系の土器との明瞭な供伴関係は得られな

かったため、すべて本類に含めて報告する。

大洞系の土器もしくはその影響を受けるもの（図Ⅲ－69、図版Ⅲ－25 ．32）

l～4．6は胎土、焼成、文様・器形の意匠などの点で他の大多数の土器との差異が大きい。 lは大洞

A式の搬入品、2～4．6は道内で作られた大洞C2式相当の搬入品、 5は現地もしくはこの周辺で模倣作

成されたものと考えられる。
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Ⅲ層出土のもの（3 ．4）

3．4は高位の段丘面から出土した鉢形土器の口縁部で同一個体である。二つの低い凸部が認められる

口唇の断面は先端に円みを帯びた先細りのもので、器壁は薄い。地文に縄文を施した口縁の文様帯は、

数条の沈線を主体に小さな突起列と入組文状のものを加えたものである｡内面の口唇直下には一条の沈

線が施されている。

V層出土のもの(1 ･2･5･6)

1 ･2･5は高位段丘面、 6は旧河道部のV－1層から出土した。 lは近接する4つのグリッドから破片

が散乱して出土した浅鉢形土器で､底部に近い残存部分から台付と推定されるものである。口縁には羊

歯状の突起が着装され口唇上には深めの沈線文が巡っている｡表裏面に研磨を施した無地の表面には工

字文が認められる。一部に赤色や黒色の漆と考えられる痕跡が認められることから、同様の彩色が全面

になされていたと考えられる。2も3つのグリッドに散乱して出土した深鉢形土器である。口唇断面は

円みのある角形で、口縁の下位で浅く括れて窄まっており、その肩部分、口唇口縁直下には二種類の

突起からなる列が巡っている。突起は単独で山形を呈すものと二つの瘤からなるものがあり、これらが

交互に着装されている。口縁の無文部分は幅の広い浅めの沈線数条を施したもので､胴部には縄文が施

される。底部を含む周辺部分は推定復元である。5は浅鉢形土器の口縁から底部の破片である。外側に

やや張り出した口唇の上面と直下の内面には沈線が施される｡表面には揺らぎのある不明瞭な沈線文と

半裁竹管状の施文具による刺突列とが横冠する文様が施されている。器壁は厚く胎土はタンネトウL式

などの所謂「在地の土器」のものと類似する。6は壺形の土器である。肥厚した口縁の内面には’～2本

の沈線が施され、肩部を中心に連繋入り組み文と沈線が施され、その他は研磨が施されている。

在地系の土器（図Ⅲ-70～77、図版Ⅲ－26～33）

Ⅲ層出土のもの（図Ⅲ－70-1～4)

1,701点が高位の段丘面上から出土した。細片での出土が多数を占め接合率は極めて低い。また、Ⅳ

層(Ta-c)を挟んだ下位のV層で出土した個体と接合するものも多く、遺構の掘り上げ土など人為的な

要因で下位層のものが上がって来ている可能性がある。器形は深鉢形、浅鉢形などが見られ、総じて小

型の部類が多い｡文様は縄文を地文に沈線が施文されるものや口唇上に縄線文や各種刻みが施されるも

のが多い。

深鉢形土器（3）

3は揺らぎの多い不明瞭な沈線で施文した口縁付近の胴部である。
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Ⅲ キウス5遺跡

浅鉢形土器（1 ．2．4）

lは口唇に二つが対になる突起と縄文が施されるもので、口唇の表側の角に指様の施文具による刻み

見られる。2．4は口唇上に一段の縄が押圧されるもので、表面には円弧文が施されている。4は片口の

器形で底部間際に半裁竹管の刺突が並ぶ。

Ⅲ－1～3層出土のもの（5～7）

低位の段丘面のⅢ－1層で87点、 Ⅲ－3層で82点が出土している。細片でほとんど接合しない。

深鉢形土器（5）

口縁に平行沈線が施されるもので､断面が切り出し形の口唇上にも縄文が施される。口唇の刻みは真

横からのものである。

浅鉢形土器（6．7）

6．7は突起部を持つ口縁部で口唇には一段の縄が押捺される。6には更に棒状の施文具による刻みが

施されている。

Ⅲ－4層出土のもの（8～1l)

高位段丘の肩から斜面下周辺にかけて存在する堆積層中から366点が出土している。何らかの原因で

段丘上から流れ落ちたと考えられる。

深鉢形土器(8 ･ 10･ 11)

8は口縁に縄線による施文がなされるもので､断面が角形の口唇には表面に施されたものと同じ縄文

が施されている。 10･ 11は同じ固体の平行沈線が施される口縁部で、口唇には二つが対になる突起が認
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Ⅲ キウス5遺跡

められる。

浅鉢形土器（9）

口縁に付された突起部部分で､下位には対になる貫通孔が認められる。口唇上に押捺される縄は一段

のものである。

Ⅲ－5層出土のもの(12～24)

晩期の旧河道を含む低位の段丘面で434点が出土している｡旧河道内のものは接合率も比較的良好で、

これらは廃棄された可能性が考えられ・また、旧河道からは土器ともに木製品や焼け材なども出土して

いる。

深鉢形土器(14･ 15 ･ 18 ･ 19･22～24)

14は縄の圧痕と貫通孔が施された大型の突起を有するもので､傭撤した器形は楕円形である。口唇に

は縄を押圧してから棒状の施文具で斜めの刻みを施している｡口縁の文様帯は平行して施された縄線の

上から僅かに蛇行する沈線を加えて格子目状にしたものである。 15･ 18･ 19は棒状の施文具で口唇に刻

みをいれた口縁部である。15は二つが対になる突起部を有し、その下位には貫通孔が穿たれている。口

唇の刻みは斜めもしくは真上から直行して押しつけるもので､これもi府鰍した形が楕円になると考えら

れる。 19に施文されている横位の縄文は今回出土したものの中では少数の部類にはいる。22はやや上

げ底気味の底部である。内面には炭化物の付着が顕著である。23．24は同一個体で、断面が切り出し形

の口唇には縄を強く押圧した深い刻みが施されている｡口縁には同じ縄による縄線文と沈線文が施され

ており､後者は横方向に描かれた蛇行沈線文と縄線文との格子目を意識した様な縦の沈線文とが見られ

る。

鉢または浅鉢形土器(12･ 13 ･ 16･ 17･20･21)

12･ 13は小型の土器で、 1府倣した器形はいずれも楕円である。 12は平縁の口唇上にも縄文が施され

ており、長軸方向の一方の器壁に貫通孔を穿っている。 13の口唇には小振りな突起が認められ、口唇に

は縄の押圧が施される。 16は無文の口縁部で口唇には二つが対となる突起が認められる。 17の縄文は

三段複節の原体による。20は突起部を有する口縁部で、表面には茶褐色の物質が付着しており、彩色さ

れている可能性がある。

V層出土のもの（図Ⅲ－72～76）

高位段丘のV層で3,351点、低位段丘のV－l層で1,057点、V－2～5a層で182点が出土した。V－

2～5a層で出土したものは全て河道からの出土であり、これらは水流の作用で遺物が下層に沈下したと

考えられる。

高位の段丘では同じ時期の住居､土壌､焼土が比較的密集して検出されており、土器はこれらの周囲

で出土する。低位段丘のV－1層では焼土や炭化物集中が点在しているが、これらと土器との関連は石

器類ほど明瞭ではない。旧河道内のものについては流れ込み様のものが多い印象を受けた。

深鉢形土器（1 ．3～27）

3を最大に口径が20cm前後のものが主体と考えられる。文様は地文に条が立ち気味の縄文を施し口縁

部には文様帯が作られる。以下、口縁に施文される文様などから便宜的にa)～e)に分けた。

a)沈線が施文されるもの(1 ･3～20)

数本の雑な平行沈線が施されるもの(1 ･3～14) と、所謂「円弧文」を含む縦横の直線・曲線が施さ

れるもの(1 ･3･ 11～20) とが認められる。特に後者は口縁のやや下位に刺突列を伴う窪んだ無文帯を

有する傾向が強い。これらには更に貼付帯の付されるもの(1 ･3 ･8)、口唇に棒状の施文具などで刻み

が施されるもの(3･7 ･ 10･ 12)や口唇上に縄が押圧されるもの(3 ･7･ 11 ･ 15 ･ 17)、半裁竹管状の施
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ⅡI キウス5遺跡
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Ⅲ キウス5遺跡

文具で刺突文が施されるもの（1 ．3 ．4･ 15～20)などが組合わさる。

lは口縁に縦の貼付帯が見られるもので、無文帯の上下に円弧文が施される。下位の円弧文下辺には

豆粒大の貼り付けが巡る。3は縦長の貼り付けが単独で付される比較的大型の深鉢である。口唇に設け

られた突起部分と口縁の貼付帯には縄の圧痕が施され､口唇の直下には外からの貫通孔と刺突とが巡る。

5の沈線下辺には蛇行する沈線が施される。7．8の口唇に見られる突起の立ち上がりは右側が急激に立

ち上がり左は緩やかである。9の口唇上面には胴部と同じ縄文が施される。 14は口縁のカーブから片口

の器形と推定される。15は口唇の直下に刺突文を伴う無文帯が位置しており、その下位に雑な沈線によ

る円弧文と蛇行沈線とが施される。18～20は口縁と平行して施文された縄線が加わっている。 19･20は

同一個体である。

b)刺突が施文されるもの(21 ･22)

刺突に使われる施文具は竹管状のものとそれを半分にしたと考えられるもの（半裁竹管） とがあり、

前者は器面に対して真っ直ぐ､に深く施文し後者は斜めにやや浅く施文する｡刺突文だけが単独で施され

るものは少なく、多くは上記の沈線との組み合わせになる。21 ･22は口唇の断面が先の円い尖り気味の

もので､21は沈線や縄線と同様の意匠で刺突列が施されている。施文具は切り口の雑な竹管もしくは胴

部に施文した原体の縄端圧痕の可能性もある｡22は半裁竹管状の施文具による左斜め下からの深い刺突

が施されるもので内面には炭化物の付着が見られる。

c)縄線が施文されるもの(24～26)

沈線と同様の意匠で施文され、深鉢形のものに施される類例が多い。これは、上記の「雑な平行沈線

を使うもの」と同じ傾向である。24～26はいづれもしっかりと押捺された縄線で、24には斜めの縄線、

25は口唇に縄による刻みが加わる。 26に見られる口唇と縄線文下位の刺突は棒状の施文具による。

d)縄文が施されるもの(23)

明確な深鉢は今回､23に限られる。外側に張り出した口唇の上面には縄文が施される。表面の縄文は

条が横に近い斜めのものである。

e)底部(27)

破片から推定して底面に円みを持つ不安定なものが多い。27は比較的平坦な部類のものである。

浅鉢形もしくは鉢形土器（28～43 ．45～53）

主体となるのは口径が20～30cm程のもので、これ以外では推定で40cmを越える大型のものや10cm前

後の小型のものも見られる。傭脚した形が楕円で､非対称的にデザインされた大小の突起の下位には貫

通孔が見られる場合が多い｡文様は地文に縄文を施した比較的単純なものがほとんどである。口唇上に

は縄線と棒状の施文具による刻みが施されるものも多い｡以下、口縁に施文される文様などから便宜的

にa)～c)に分けた。

a)沈線が施文されるもの(28～32)

太く深い明瞭な沈線が施されるものと細く不明瞭な沈線が施されるものとがあり､前者はやや小型の器

形に多く、後者は深鉢形土器の文様帯に施文される平行沈線に類似する｡28はやや密な円弧文の施され

るもの､29は底部に近い胴部に雑な平行沈線を施すもので､浅鉢形土器で平行沈線が施される場合この

意匠が多く見られる。30は鉢形のもので口縁部文様帯には格子目文状に沈線が施される。28．30．32の

口唇には縄を押捺した刻みが入る。

b)口唇に施文されるもの(33～46)

口唇の上面に施文されるものと口唇の表側の角に施文されるものとが見られる。もしくはその両方が施

される場合もある｡上面には口唇に沿って長く施文されるものと口唇と直行するように施文されるもの
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Ⅲ キウス5遺跡

とがあり、いずれも縄が使われることが多い（33~42 .44.46)。これ以外では縄文が施されるもの(43)、

指様の施文具による凹凸が施されるもの（45）などがある。表側の角に施文されるものはほとんどすべ

てが棒状の施文具によるものである。 34は縄線が突起部下位の内面にも施されている。44は、注ぎ口

に貼付が巡る注口土器の破片である。

c)縄文が施されるもの(47～53)

平縁で小型の器形に多い。
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6遺物

特殊な器形の土器（54～56）

54．55は所謂「手づくね」的な不整形の器形で、 54は無文、 55は不明瞭な沈線が施される。56は沈

線が施文されたもので、器形は異形の注口と考えられる。

(2)石器

a. | l l ． |V層出土石器

石雛（図Ⅲ78-1～19、図版Ⅲ－38)

1 ･2は無茎のもので、 ともに基部は若干内湾する。3～19は有茎のものである。5･ 11は周辺部だけ

を加工したもので、主要剥裏面が残る。 17は刃部に挟が入る。 8 ．9は熱を受けている。石材はいずれ

も黒曜石である。

ドリル（図Ⅲ－78 20．21、図版Ⅲ 38）

20は片面加工の剥片に刺突部を作り出したもの。21はやや棒状の剥片の先端に加工をしたもの。石

材はともに黒曜石である。

コンバージェン卜 （図Ⅲ－78－22、図版Ⅲ－38）

薄い棒状の剥片の両側縁を加工して錐状にしたもの。石材は黒曜石である。

スクレイパー（図Ⅲ－78－23～41、図版Ⅲ－38）

23～28は円形または方形に近い剥片に刃をつけたもの、 23 ．27 ．28は周辺のみの加工である。29～

34.36～40は尖頭部を持つもので、縦長剥片の側縁に刃をつけている。35．39は内湾する側面をつくり

だしたものである。41は横長の剥片に刃をつけたものである。石材は32･33が珪質頁岩、41が玄武岩

で、あとはすべて黒曜石である。

くさび形石器（図Ⅲ－78－42、図版Ⅲ－38）

上端に加鑿痕が、下端に階段状剥離が残る、石材は黒曜石。

Rフレイク （図Ⅲ－78－43 ．79－44～48、図版Ⅲ 38）

43は剥片の縁辺に挾りが2箇所あるもの。44．45は側縁が内湾し、先端部を持つもの。46～48は内

湾する側縁を持つもので、スクレイパーとしての用途が考えられる。48は熱を受けている。石材はいず

れも黒曜石である。

石核（図Ⅲ－79－49、図版Ⅲ－38）

両極打法による石核である、石材は黒曜石。

石斧（図Ⅲ－79－50、図版Ⅲ－38）

両端の欠けた石斧である。偏平な礫を利用したもので､研磨痕は顕著ではない。石材は緑色泥岩であ

る。

たたき石（図Ⅲ－79－51、図版Ⅲ－38）

偏平な自然礫の4隅に使用痕のあるものである。石材は流紋岩。

すり石（図Ⅲ－79 52、図版Ⅲ－38）

自然礫の真ん中ほどに擦った痕のあるものである。石材は閃緑岩。

砥石（図Ⅲ－79－53、図版Ⅲ－38）

偏平な砂岩の中心に研いだ痕がはっきりのこるもの。

台石（図Ⅲ－79 54、図版Ⅲ－38）

自然礫の表面に敲打痕のあるもので、石材は砂岩である。

いかり石（図Ⅲ－79 55、図版Ⅲ－38）
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Ⅲ キウス5遺跡

長軸の上端に逆T字型の浅い溝を持ち､下端に打ち欠きのあるもので両側縁にも敲打による平坦面が

認められる。逆T字型の溝は全周している。石材は花崗斑岩である。

b｡V層出土石器

石鍍（図Ⅲ－82－56～82、図版Ⅲ－39）

56～58は無茎のもので57.58は五角形を呈する。59は上下端とも欠くが、柳葉形のものと思われる。

60～81は有茎のもので、かえしの明瞭でないもの(60～62)、かえしの明瞭なもの(63～81)に分けら

れる。60の基部は折れた後再加工してある。62は素材面を表裏とも残し、側面観は湾曲していること

から未製品の可能性もある。63は最大径が中心より上に来るもので､右側縁は素材の球果の部分で欠け

ている。石材はいずれも黒曜石である。

ドリル（図Ⅲ－82 82～86、図版Ⅲ 39）

82は剥片の周辺部を加工して刺突部を作り出したもの。 83 ．85は剥片のほぼ全面を加工して刺突部

を作り出したもの。 86は棒状のものである。石材は84が玄武岩、 85がメノウで、他は黒曜石である。

ポイント （図Ⅲ－82－87、図版Ⅲ 39）

表は周辺から丁寧に加工が加えられる。石材は珪質頁岩で、スクレイパー的用途が考えられる。

つまみ付ナイフ （図Ⅲ－82－88～91、図版Ⅲ-39)

88は表面と裏の一部を加工したもの、 89は片面のみの加工のもの、90は全面加工のもの、そして91

は周囲のみの加工のものである。石材は88が珪質頁岩で、他は黒曜石である。

スクレイパー（図Ⅲ－82－92～100． 83－101～lll、図版Ⅲ－39)

92は両面加工の剥片の縁辺に刃をつけたもの、93～104は円形または方形に近く、縁辺に急角度の刃

が付くものである。93 ．94．97は刃が全周につく。打面の残るものが多くみられる。 105は下端部にの

み加工があり、 ドリル再加工品の可能性もある。 106～110は尖頭部を持つもので、 109は両面から加工

がみられるが、他は片面のみの加工である。 1l1は縦長剥片の片面の周囲に刃を付けたものである。石

材は93･ 103 ･ 108が玄武岩、 100･ 106がメノウで、他は黒曜石である。

くさび型石器（図Ⅲ－83-112～114、図版Ⅲ 39)

いずれも黒曜石製で、上下に剥離痕が観察できる。

Rフレイク （図Ⅲ－83-115～120、図版Ⅲ-39)

l15･ 116･ 118･ 120は内湾する刃部を持つもの、 117． 119は先端部に使用した痕のあるものである。

石材はいずれも黒曜石である。

石核（図Ⅲ－83 121 ･ 122、図版Ⅲ－39)

ともに黒曜石製で、 121は直径約8mm程のもの1点と2mm程の丸い加鑿痕8点を上面に残す。

石斧（図Ⅲ－84 123～139、図版Ⅲ－40)

124･ 12'130･ 131は刃部がバチ型に拡がるもの、 123･ 126･ 127･ 129･ 130･ 132～134は短冊型の

もの、 135～137は刃部のみのもの、 138は擦り切痕の残る未製品で139は破損残片である。 132･ 133は

側面に敲打痕が残る。 124･ 125･ 132は片刃のものである。石材は133･ 136が泥岩、 139が片岩、 126が

蛇紋岩？で、 135が不明、残りは緑色泥岩である。

たたき石（図Ⅲ－84 140･ 141 ･85-142～144、図版Ⅲ－40)

140～142･144は自然礫の長軸の先端を使ったもので、 142は両端に使用痕が認められる。 143は半割

した礫の割れ口を使用したものである。石材は142が泥岩？、他は砂岩である。

すり石（図Ⅲ－85-145～148、図版Ⅲ－40)

145' 146は断面が三角形のもので、稜線の部分が使ってある。 147は自然礫の短軸の両側縁を使用し

-126-



6遺物

蕃蜜警
1 1

篝翁 鱸 鶴鍵驫－56 ＜＝57 、 ’
－58 ＜＞ 59

‐

饗饗警謹鍵鋳鍵

…鍵鉾 鑑識鵜

ハ

患墨鍵 鍵難
X:""gr 2c80 ○ii . 81 D

O77 －79

識
○86

一87

W隅（

○ 85○ 84

~〆

刀

~

､,零－ｨ可＝
~~~

91〆

＜二二二二＞
_I <=> 90

〆』〆

一~、 88
'〆一ｺZ多

89＜公

~

’ 、寅

〆
／
／
／

/1

！、

92

100

Qo
JJ

0 垂、
4、

図| | |-78 V層石器(1)

-127‐



Ⅲ キウス5遺跡

、
一,1

〃か'｝
一~雪~~~り~

竪亙3
〆

鮭夢
101 F1一

、 刺
鍾惑蕊 104 105

~

~

／

1

1

I

~

Q107 、

110

二，0‘ ＝二一I

８

凧
納
岬
洲
峨
鏑
蝿
』
ｕ

鮒

Ⅲ

ｌ

Ｉ

ｉ

〃

~

~

~

~

~

~

‐

~

~

~

~

／

~

~

~

’

ノ

バ

、
117

之へ 11] 114

’ 1

灘
-

120
○

110
Lエゾ

0 5cm

職

溌

〆

~

＝
123

G ごニミラ 」25124

、

図| | |-79 V層石器(2)

-128-



6遺物

1勺フ

．Lと／

G 127
1

蒲
1~』 - ､刈

熟~ ~、 -忍e
128

E二言 ’2， 侭 ’”
し↓↓

ｰデー

l『１

６

１
、
‐
ト
ム
Ｌ

~~
、

、

ヘ

ミ

皇
『
寺

＃

靹
訓
執

’＝～

､菫
睾 朧夛

熟M『1，1 ､&､ ； ： 、

Ij読伽
毒簔

乳
剥
勤

４

対

一

一

三

g '3'

I

135

S 13｣

′、､
/ -f
ン

〆

１

鐸

11

、

、ま
、

139

141

140
C、

図| | |-80 V層石器(3)

-129-



Ⅲ キウス5遺跡

I

14
一一一一

一二
へ入札

季
鍵
１

愛妾苧気＝－
－一一ー一－－－勺一

令由

⑲;§
靴.ﾙ

綴､ノ

’

1札~
＞=＝底期

戸

幅

韓

一

一

，

’

八

掌

、

刈

誇

Ｆ｜

、

、

一

~

』

バ

ン
I

連 毛子勺一､一一／/
－－’

147
150

10cm

＝災企4

、

"､ﾔ. ､ノ

F弓?Y

、
卜

･理で汀

I

Lも:圭弔
~~~~ ~ ~罰守4． .~q-T-u忌今ざ一ﾛｰｰ笥、､串里

蕊§ くて一一］
I

151
h ｲ

1f一，

10こ

農ヅ磨八夢‐

蕊 墜典
1

－_蛋諏
寺F粍1 :}; .、

148

~、~
ぎく

野

い

け

］

誌~~

ミ
ィ
ー
し
‐
ユ
汽

吟
、
Ｊ
堅
●
』
Ｉ
ロ

ヂ
ゴ
Ｌ

》
）
１
１
』
稗
一
へ
へ

■．、・Ｂｒ丁弓、弱》説。哺李へ「』日・餌〃

~
~
●

＃

ヘ

、

．

、
北
山
《
串
１
４

《

、

〃

堀

小

！

一

一

会

・

‘
Ｉ
Ｆ
一
一

一

〃

勺

料

鍼

釧

〃

誇

〆

一

《

~

錘

こ

ぎ

、

。

‘

，
「
６
Ｊ
し
一
切
』
一
卦
⑮
淀
畢
斗
・

ｒ

即

’

口

受

１

斗

ｂ
菰
′~，

Ⅱ

叩

Ｊ

１

・

卓

．

‐

“

剖

閃

ｆ

際

~~~~~
『 夕

”
ｖ
γ
感
…
~
甑
，

／
Ａ
螺
〃
〃
町 バカ

~~~点詔

舗 Ｉ

雪

恥

．
》
詳

~~
ｒ
Ⅷ
Ｉ
伊
~
~

、
！
▽

・

Ｐ

Ｊ

ｐ 《

私ﾙ了愛昌算

I
』

7島

~、
，
■
心

毒諺
155

I" 1．心〈､~､ ､嘩爾~．､喬，
←

154
師ｂ
ｌ

５
１

０
１
１

図' ' '－81 V層石器(4)

-130-



6遺物

たもので、その周辺に剥離が認められる。 148は北海道式石冠と呼ばれるもので、すり面の周囲に加工

が施され、真ん中にはすり面と平行に浅い溝が回る。石材は148が不明で、残りは砂岩である。

台石（図Ⅲ-85-149、図版Ⅲ－40)

自然礫の一面を平らにして使用したものである。裏面ほぼ中央にも叩いた痕が認められる。石材は砂

岩である。

砥石（図Ⅲ－85－150～152、図版Ⅲ-40）

いずれも砂岩製で、 2面ないし3面使用している。 152は左側縁が尖っており、石鋸的用途も考えら

れる。

石錘（図Ⅲ－85-153、図版Ⅲ 40)

長軸の両端に片側からの打ち欠きを持つもので、石材は流紋岩である。

礫器（図Ⅲ－85-154、図版Ⅲ－40)

割れた自然礫の下端部に叩いた痕のあるものである。

いかり石（図Ⅲ－85-155、図版Ⅲ 40)

長軸の一端に逆T字型の溝があり、上端の両側縁を左右から敲打して挟りを入れ突起をつくりだした

もの。溝は裏側まで巡らず、上端部裏側は挟れている。下部欠。欠損部近くにも扶りがある。石材は安

山岩である。

(3)土製品・石製品156～162 (図Ⅲ-82、図版Ⅲ－37)

156･157は棒状の原石を磨いたもので､石材は不明である。158は軽石製で､両面に横向きに溝が掘っ

てある、おろしがね状石製品の破損品か。 159は土製の平玉、 160． 161は土製の勾玉である。 162は溝

にベンガラを塗った土製品である。

表Ⅲ 11

石製品・土製品一覧
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Ⅲキウス5遺跡

表Ⅲ－12包含層別剥片石器一覧
石雛

破片未製品

ポイント ドリル等

破片

つまみ付ナイフ

破片

その側計スクレイパー|くさび形石器 UフレイクRフレイク
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表Ⅲ－13包含層別礫石器一覧
石斧

破片未製品

いかり石 たたき石 北海道式
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6遺物

表Ⅲ－14包含層層別剥片・石屑類、礫等、石核類一覧

石核

繰 礫片 軽個 有意の礫原石｜ 計
礫等剥片・石屑類
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Ⅲ キウス5遺跡
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6遺物

(4)木製品

挟入付板材（図Ⅲ－88-1、図版Ⅲ－41)

上端部は平らで、両側縁に2カ所の決りがある。挟入部分に紐擦れ痕らしきものが認められるが、使

用痕か後世の水草の根等による侵食かは不明である。下部は欠・樹種はクリ属である。

槌状木製品（図Ⅲ－88－2．89－3 ．90－5、図版Ⅲ－41 ･43)

2と3はほぼ同じ形で、 2の方が幅が広い。槌を平らにつぶしたような形で片面は年輪にほぼ沿う形

で緩やかに曲がっており、 もう片面は水平に近い。側面は片方がとがり気味で、もう片方は緩やかな凹

面形である。柄は2つともこの凹面の方へ曲がっている。2点とも使用痕は認められず用途ははっきり

しない。5はV－3層相当の旧河道出土例で柄は真っ直ぐで身より若干長く、身の部分は枝分かれ部を

利用してつくられている。片面はほぼ平らなのは先の2例と同様だがもう一面は枝分かれ部の稜が残っ

たままで、断面がくさび形に近くなる2．4例とは異なる、未製品か。使用痕は認め難く用途は不明で

ある。樹種は3点ともカエデ属である。

擢状木製品（図Ⅲ－89－4、図版Ⅲ－42）

上端部欠。先端は平くった〈、上に行くにしたがって細くなる。加工痕は不明瞭で、ほぼ全面が炭化

している。図中の網掛け部分が炭化部分である。樹種はトネリコ属である。

加工材（図Ⅲ－90-6･91-9、図版Ⅲ－41 ･42)

6は全周から斧で切った痕の残る材である。9は一面5方向に斧痕が残るものである。杭の未製品か

7同様挟を入れようとしたものか。反対側にも1カ所斧痕が認められる。樹種は6がカエデ属、 9がトネ

リコ属である。

扶入付丸材（図Ⅲ－91-7、図版Ⅲ－42)

直径13cm程の材の両端を切り、中央やや上の部分に角型の挾りを入れてあるものである。樹皮を残

し、左側面は割れている。樹種はカエデ属である。

筒状樹皮巻（図Ⅲ－91-8、図版Ⅲ 41)

筒状に巻かれた帯状の樹皮である。燈火用のものであろうか。

カゴ状繊維製品（図Ⅲ－92-10･ 11、図版Ⅲ－43)

いずれも口縁部がわずかに残るが､断片的で全体形状はつかめない｡編み方はともに撚りのないタテ

糸を2本の螺旋状に巻いたヨコ糸で編込んでいる「もじり編み」と呼ばれるものである。ともにタテ糸

のほうが細いものを使用している。口縁部の編み込み方ははっきりしない。樹種は10が広葉樹材で、 ll

は未同定である。

表Ⅲ－15木製品一覧

;;！ 厚さ ｜ 鰯重量'息) |樹皮 |焼 ｜ 木駅， ｜ 樹種 ｜点数| 備考N｡1図箭号 |濯称 ｜発掘区 ｜層位 |灘'&
I l m R4 1狭入付板材｜ J-271-d lⅢ－5 ’ 12挟入付板材
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カエデ属

カエデ属

不明

トネリコ属

４

５

５

６
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７

７
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８

８

８

８

８

８

８

８

８

~

~
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Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

３

１

１

３

３

３

３

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ⅲ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

９

２

１

４

１

２

７

．
．
．
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〕
’
Ｄ
句
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Ｊ
ｏ

２

５

５

６
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２

０

｛

、
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２

２

２

２
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４

ｂ

５

９

１

７

１

孔

旧

弧

旧

４

気

~
~
~
~
~
~
~
~
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ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

ｄ

七

℃

七

七

．

紐

｝

４

’

７

０

１

０

１

０

１

７

３

７

７

７

７

７

７

刀

ａ

刀

２

２

２

２

２

２

Ｊ

Ｈ

ｆ

Ｅ

Ｓ

Ｒ

Ｒ

Ｒ

（

ｕ
２

２
泊
”
沁
沌
妬
哩
２
”

１

３

２

８

１

１

５

６

１

３

４

５

６

７

８

９
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何かの未製品か？

樹皮を薄く剥いだもの

加工途中のものか？

ノ

、

ノ

）
へ
~
一

旦
〆
~
、

表Ⅲ－16繊維製品一覧
材料直径（c、） 密度

タテ ヨコ 間 （c、）

2.8 1．5 5

3．2 1 ．3 3

樹種 ｜点数｜ 備考１

コ

９

８

ｍ

ヨ

５

５

Ｃく拡

テ

９

８

間

タ

２

２

NC， 図版番号名称 発掘区 層位計測値

長さ

10 Ⅲ－88 カゴ状繊維製品 H－277－b V－5 27

1 1 Ⅲ－88 カゴ状繊維製品 H－277－b V－5 31

ｊ刑

２

５

α

帽

恥

１

２

１

１

２

ｉ

タテ本ヨコ本

8 6

5 4

広葉樹（未同定）

広葉樹（未同定）

口縁部有

口縁部有

１

１
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Ⅲ キウス5遺跡
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キウス5遺跡Ⅲ
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図l l l-87 V-3層木製品(1)
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図| | |-89 V－5層カゴ状繊維製品
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7まとめ

(1)遺跡の形成

すでに層序と旧河道の項でも触れたが､本年度の調査範囲の大部分を占めた低位の段丘部分の包含層

ないし生活面の形成について､改めて調査の結果を要約してみたいと思う。V層下底の地形(図Ⅲ 56）

を見ると、現在の段丘面Ⅲ．Ⅳの範囲を激しく蛇行する河道と、北東側からこの氾濫原へ注ぐ直線的な

谷の存在が顕著である｡現在と同様縄文時代においてもこの付近がキウス川本流とその右岸の丘陵から

流れ出る支流との合流点であったことが窺われる｡縄文時代早期中葉まではこれらの河川による谷の下

刻が進む方向にあったと思われ､段丘面I上の住居跡で出土するI群a類土器はV-5層からは確認され

ていない。V-5d層の砂礫から出土する土器の多くがI群b類であることから考えて、谷の下刻が終息

して埋積の傾向に転じたのは縄文時代早期後葉以降であると考えられる。この転換は年代的に縄文海進

の進行期に一致しており､海進に伴う札幌苫小牧低地帯の環境変化の一環として捉えられる可能性が

ある。

とは言え、V-5d層上面付近の木材による14C年代は4960=t60あるいは4870士70yB.P. (KSU-2448･

2449，Ⅵ章1節） と報告されており、従来知られている早期後葉の年代よりかなり若い。これらの木材

はより上位から侵蝕してV-5d層に達した新しい河道内の堆積物である可能性もないわけではないが、

V-5d層の少し上位に堆積したV-5c層の株による測定もやはり4750±50y.B.P. (KSU 2447) という

縄文海進の最盛期よりかなり新しい年代を示している。従って､谷の埋積の傾向が現われたのが早期後

葉であるとしても､段丘面Ⅲを構成する堆積物の形成が本格的に進行するのはほぼ縄文時代中期以降で

あり、早期後葉から前期までの間には、一時的なものにせよV-5d層まで削剥の及んだ時期があったと

みるべきであろう。V-5d層出土の土器の多くが磨滅していることはそのような意味で理解されるのか

も知れない。

V-5a～c層は出土遺物と年代測定の結果から､ほぼ縄文時代中期から後期前葉までの期間に形成され

たものと考えられる。時に堆積の休止を示唆する埋没土壌らしいもの(V-5b3層など）を挟みながらも

順次堆積面が上昇し､堆積環境は長期間にわたって安定的であったと考えられる。また逆に言えば段丘

面Ⅲ。Ⅳの範囲は純粋な氾濫原であり、人間の活動の場としては不安定であったとみられる。事実一時

的な焚き火の跡と考えられる炭化物集中以外の遺構は残されておらず、出土遺物も少ない。

中期を中心とする埋積の進行はV-4層の堆積で終わりを告げる。V-4層自体、有機質の部層を挟ま

ず、かなり規模の大きい軽石礫層を挟むなど、V-5a～c層とは異なる性格の堆積物であるとみられる。

恐らくはかなり短い期間に形成されたものであろう。その後下刻の傾向が顕著になり、それ以前の氾濫

原が段丘化して後期後半の遺構・遺物の分布をみること、次いで後期後葉に埋積の進行・水位の上昇に

よる湿原化(V-3層）があり、後期末から晩期前半に再び下刻、晩期後葉にV-2/3層･V-2層の堆積

という激しい変化があることを本章5節で述べた。

V-2層の堆積後、段丘面Ⅲの部分に晩期後葉の遺構・遺物が進出する (V-1層）様子は、V-4層の

堆積面に後期後半の生活面が形成される状況とよく似ている。またその後広く段丘面上が冠水するよう

になる （Ⅲ-4層上部） ことも、 V-3層上部に認められる水位の上昇と相似的である。このように無機

質の厚い堆積物、削剥、水位の上昇と埋積の順で継起する変化は、縄文時代後期以降反復されている一

種のサイクルと考えることができるかも知れない。そのような考え方をとるなら、Ta-cの降下やⅢ-4層

下部の堆積といった事件のために不明瞭になってはいるが、Ⅲ層下部の堆積は晩期後葉に始まった2回

目のサイクルの後半（埋積期）に当たる可能性があるわけで、Ⅲ-5層泥炭の形成（これについては本章
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4節でTa-cの降下を直接の原因として挙げた） も、キウス川の属する水系全体の水位の上昇傾向と関連

させて理解することが適当であるのかも知れない。

さてそのような一種のサイクルが実在するとして、さらに3回目のサイクルがありうるとすれば､段

丘面Ⅳ上に厚くと堆積したとみられるⅢ-2層はその開始を示し、 Ⅲ-2層の堆積面よりかなり低い現在

の河道・氾濫原はそれに続く下刻期、ないし埋積の初期に当たるものと考えられるだろう。しかし札'|県

一苫小牧低地帯の水位は近代以降の人為的な治水･排水によって一般に低下したと考えられるので､今

後水位の上昇と埋積の進行がキウス川の谷に訪れる可能性はあまりないのかも知れない。

こうしたサイクルを反復しつつ､巨視的には谷の下刻が進行していることは､縄文時代後期以降に形

成された段丘面Ⅲ．Ⅳの存在によって示されていると言えよう。これは縄文海進の終息とその後の海退

傾向に関連するものと考えるのが自然であり、この変化にはまた気候の寒冷化が伴った可能性が高い。

この間地殻の変動がどのようなものであったか不明であり、キウス川の下刻傾向がどの程度まで純粋に

気候的な要因によるものかは不明確である。しかしV-4層やV-2･2/3層など比較的短期間に堆積した

とみられる多量の無機質砕屑物が気候の悪化による植生の破壊を反映している可能性は一応考えられて

よいのではあるまいか。

改めて言うまでもなく、後期以降の寒冷化が縄文時代の社会にどのような影響を与えたかの問題は道

内の考古学上の大きなテーマの一つである（藤本1982など)。今回の調査の結果から言えば、V-3層・

V-l層などの遺構・遺物はむしろ下刻、すなわち恐らく寒冷化の時期に属するもので、気候の悪化が縄

文時代人の活動に重大な影響を与えたとの結論を導くことは難しい。しかし|司時に、後期末ないし晩期

前半に顕著な谷の下刻が生じたらしいこと､従ってこの頃一時的な寒冷化が見られたことも推定される

に至った｡後期後葉に多数の周堤墓を残し､大規模で組織的な作業を実現したことで知られている道央

地方の縄文社会が晩期前半の間に急激に不明瞭になる理由として､気候の悪化を考盧することは必ずし

も空想的とは言えないのかも知れない。今後の調査によってさらに追及されるべき問題であろう。
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表'''－17浮遊選別試料一覧

炭化種子 未炭化樋孑

<残澁） （浮遊2"0)
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ありユ03．4 ~~

ロ

ｂ

一
Ｊ
『

Ｊ

つ

』。
~ ~

4.索 勺ウ
凸士 ▲し ~~

劉辺 やや低湿

LI言- 1 ,2 ,焼k G-277-b4 イ 谷床中の蔵局地

周辺 （やや低湿）

I 縄又晩M

Ta－c ﾄ位

2．21 2.り 45．9

f､ I
繩文晩期

.T命,や 頂け
且｡手IF・

縄文晩期

Ta c下位

3 26 4 1 な刈句
時±

間辺 やや低湿）

予賑市丙薇而亜

やや低湿）

rも 『
V l 3 2 4． 1 58.9 ノ

周辺

1.F 1,2"~焼

周辺

１

と３３
~
~
~
~今し ~~

r‘w, 戸ｲ
U“セロhやや低湿

l 縄又晩剛

Taf下位

５７~ ”8 k 幸一 唱生時

Ll辺 やや低湿）

LF 1 .2”堤土 G-277七-1-二

町辺

rr床中の微団地

(やや低湿）

谷床中の微踊地

(やや低湿）

V‐ I 縄文晩円l

Ta－c下位

一罰叉恥W
Ta－c下位

Fb可
nJf

T”ずL今

》○m』､ あり

4 Z5 H､5 くこT
ご副■ 』 小し

周辺

IF- Iう~~~~~ G 277 仁 1 日 谷床中のF

<やや低湿

5地 V 1 縄文晩期 4．4 6．4 13 9 Z 今特

矧辺 ｢a E下1

V‐ I 縄文晩碍l

Ta－c下位

2.46 3． 1 91 ．2
ザ■1

挫レ

聞辺 やや低湿）

万 ■
－

3,7も 4．3 168．3 'ふし

隠辺 やや低湿 ｢a-c 卜.1

LF･ 1.2 ･塊二1

周辺

１１

画

３

℃

心

７

７

７

７

２

句

』

Ｇ

Ｇ

Ｖ

Ｖ

地

地

岡

高

壷
刷
微
卿

咽
瞬
や
峨

詞
や
胴
神

研
仲
除
く

純又1塊期

Ta-c l§位

河更砺研
Ta-c 下位

3，47 4．2 ３

Ｋ

Ｏ

６

４

５

う

雪

３

詮し

ましH'9Z 99

周辺
■■■■■■

L15. 1．2

周辺

G-277-E÷イ 谷床[11のH

(やや低湿

I ユリ！0 64 10．9画 ●写

ra c下{】〉

LF-] ､2'・規土 G-277屯-4-ハ 智床中の徹高地

周辺 （やや低湿）

I 細文|塊)則

Ta-瞳下位

262 13 6 456，2

LF･ ' ’2”焼rt G－277毛4 u 吾床中の徹同地 V‐I 縄文晩剛

朋辺 (やや低湿） Ta c下1，7

9.4H 10．6 09 6

LF

~~
娩土 G 277d-ﾕｰｲ 替床中の廠倒地 V l 縄文晩期 4 3 135．9 ~~

~~~劉辺 『曲-c下Kやや低湿

LF･ 1 ，2，．焼二に G-277-d ユ ニ 否床【F1の徹働地 V l 縄文晩期

周辺 （やや低湿） T曲 cF1hン

0．21 1 1 ． 1 旧6．9 ~~

LF l ,食“焼土 G-277d-2- '、 否床中の政同地

思辺 〈やや低湿）

l 籾文晩期

Ta－c下位

9．35 1 1 4 4う 5 幸砦

〔 277-..ﾕｰﾛ 谷床【I 'の徹商地 V‐1 縄文

ｆ

LFLr 19 7《) 岬
一
伽

-1 ロ畠 碗,L

周辺

，'【_F 1，2'’焼土

周辺

一Ｊ

ノ
ー
う
》

Ｕ

（

叩

lやや低湿P低湿 ) Ta-c下位

中の微高地 V I 縄文晩期

?低湿） Ta c下位

8．56 リ. I 生嘗

やや低湿
「u宮-12

寺~qj，

ノ凸やソ 7. 【 1 1比上（ 山】

ra-c下iウ

LF-l3 晩 1 吾床中の倣岡地

(やや低湿）

l 鹿又晩剛

Ta c下位

1 63 1U リ Z0．4 あり 診攻 なし

卜床‘I』の綴高地 V‐I 縄LF－ l4 6． 12 H Ⅸ).6 （' 1 ７

６

７

１

９

２

１

』

４

あり 皮

ブドウ閥
諏一

も『

F｣ザ

あり

クル：

まし なし な’

(やや低湿）

谷床中の徴高地 V 1

(やや低湿）

Ta-《』下位
一
睡 湧受 あ

Ta c下位 クル

斧『 ガ 1~~÷し6‘H1 8.5 74 5 63.2 う0LF-l6

(ややI氏湿 Ta-c下位
言

41 ．310． 1LF- 17 燵土~ 14，41卜F
↓虫

ra c 卜､1
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’
適構箔 遺構の種類 採取位世 立地 届位 時期 試料愈量 試料体積

1 1 ）

浮遊茄愚 浮遊血量 残註噸蹴 炭化棚子 炭化種子 炭化樋子 艇炭化徹子未炭化徹子米炭化穂子

(浮遊2 0） （浮遊0,425） （残減） （浮遊2,0) (浮遊0,425） （投涯）

なし なし なし なし あり なし

岬
一
郵

(0 4郡 皿、 g） （1 ．41mIZ,OmE g

丘 上 （高燥） 、 それLF－ lk 句司
L と 5．6 180．6闘入蠅即"~て

以前Ta-c下位

I別躁 縄文晩〃lかそれ i2．56

以前Ta－c下位

13 34．5 1 1り2 なし なし なし なし あrj

I そオI繭TF
Lヨ■LL 凧 7 7K 7.5 19．4 346 なし あり あり雨x1配閲"=て

以削Ta－c下（

峠

皮に上（肋坤 細又晩期かてれ 2．71

以liIT3.c下位

1 7．8 131 ．4 11 しムレ ふし ふし αふし

Ｔ
一
命
Ｊ

今
＆
句
畠

Ｉ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

燐 仔床中の流蹄 V‐l

(低湿）

『』の流蹄 V‐1

）

縄文晩剛

Ta c下位

上 （高燃） v 縄文晩期

Ta c下位

5‘32 7.う 552 H 53. 1 185.2 あり 多数 あり

蒜 ドア
クルミ

多

7.1 14.2 5(脚 なし なL1 1 ，74

亜

訓

LF-24

~I－F z5
煩 枝｣工‘i ． （ I司燥 縄文晩期

･｢a一心T,､位
~

７

｝

９

且

－

１

刃
一
陣
－
１

380．6 F】 し
」
日
し

雑

な

。

１

Ｍ
円
Ｊ

白
寸
土

皿

Ｉ

『Jし げムレ クムレ

なし なし なL

ふし

扉~厄

支
万
１
頭丘上（尚燥） 、 率

一
恥

蝿共I牝脚】

Ta－c下(,Z

一両王唖剛
己臨"』■

Ta-c F1｣ﾉ．

原]－ 段丘上（高燥） 、L1町 -27 ~~~。.4ｺ

LF 28 焼 成jｴ上（ I智】蝶） V 縄又晩則

Ta今cF(,t

].94 5 nR

LF-29 焼 攻吐 k， （高熾 繩文晩wl

T圏-c 卜 付
恥 2,1

なし なし なし丘.k･ （,司燥） 、LF 30 毎勺~~~ 6,8 3‘8 5，7 261 ，2 な’ あり

ルミ

~

Ta-cWウ

LF-31 焼二1 域｣r, 1．， （伺蠅 繩'又晩卿I

Ta.c下位

今
』
少
ｂ

６

奇

】

３

Ｗ

５

４

あり

ケルミ

ーー蔚万

25ワ,4

~283．7~E下覆 礒主 丘上 （高燥） 、 助
”
山

呪
Ｆ
ｒ

ｘ
七
日
出
甲
Ｔ

企し

LF-34 暁 枝lE.l鳥 （ '勵蝿 縄又晩期

Ta－c下位

3． 1 3．7 か1~~469．2 ふし

工両百一斑ﾖ言LF､35
鋒1
畢些伎丘上（高燦） ､ 繩文晩則

T間 c下位

縄文晩期

T趣-c下位

２

５

万

２

．

４

句冬？~~~ ､1
■0

84．2~~

LF-ｽ8 暁k サン7 Ⅸ2〉 域丘上（岡燥 祁文1塊刈

Ta-c ﾄ位

5 34 6f 120． 1

門・一五両5－畷LF-39 焼
一
な上 ｻﾝ7.眠り 段丘上〈研燥） し 縄平E 3‘3 堀

一
“

l(X).Z

~7.)7
ﾒｰﾛ施脚ェ

T曲-f下位

爾詞廃W1
Taや下位

方|~~5．6

LF40 焼 文B党I｣:上（『1 岬

晒

町
－
６

あり

荘~［

芯.5 め

判胤9 な

1“ 6 なし なし あ

位
即
位
河
位

圷
諏
蔀
諏
圷

、
河
涌
阿
耐

ｗ
ｌ
ｗ

LC 小し

やや低湿）雌中

席茄 雨覇 15，9

やや低湿）鯛|｣
』谷l坂中の ~

~ I ､83LE－ I4 炭化物 側 羽

忘

岼
一
恥

問I

やや低湿）狼【 I ’

LC-2z 炭化物

集【{ ！

『山一c下i『

唾~~

(やや低湿 Ta－c下位

否硴中の微1冊地 V・】 雁…lj ﾗ.〔料 5，HLC-26 炭化物
う1う
圭寺.企

FJj p

Ta－Crl1L典中 やや低温
7翅~~

やや低iM r凪七下1，力染11
弁I~~炭化物 段にはLF 谷床11 1の傲隔地 V‐ I 縄文I

災[I】 、26とある。 （やや低i f） Tu－cTm韮

1 .9 209H1 29

F位

河E彌
集I | 】

薄E新
築中

耐E彌

典'1 】

呼
一
》
｜
脚

<やや低湘）

秤粛軍房薇門

(やや低湿）

容扉市了ｦ流、

(低湿)

Tﾙﾋﾄ．位

縄文晩期

Tm-c F位

縄文晩期

子子7
ｗ
ｌ
ｗ

え化物B 5q70.(1

画4．8 昂 318 4 品

Ta-喧

呼
一
呼
一
呼
一
唖
一
吋
一
画

一
五
一
釧

1,, 仁 下位典中

戻砺壹
典中

夏TE宗

災I↓’

馬砺壽
集中

(低湿）

(やや低湿）

容雨F房穏
(やや低湿）

Ta-cF位

なL

－

~あ~り

クルミ

5 219． 1

Ta c下位

縄文晩期 2．2

T趣.c,ド位

拝雨 あり 皮 あl

プト'ウ砿

厳し な’

なし な’

I 2.5 41 .5 12．6 2S.Ⅱ

(やや低湿

馳

五

師

繋中

夏7画

集中

（やや低湿）

谷床中の微高地

（やや低湿）

Ta-cF位

両交唖耐
Ta-C下位

１

世

あ
Ｉ

V－1 1 ,66 3， 15 324.8 123‘ 1 1“.
汀＋■

r虻

馬 『’
四

災'I (低湿）

容孫司而薇高

(やや低湿）

T副-仁下位
｜
噸ﾘ

Ta.c 下位雌中

汪~［
一
睡 あり

~なL挫中 (やや低湿 後半

後.|く典[I」 (低繩 陛
茄息中の流蹄 V-3 ガー 縄 4．72 30.6

(低湿集中

か 縄文後脚l以降 一五－1汗床【1｣のi

(低湿）

0.5s 日局~~~酔
一
函
一
酔
一
輌
一
唖
一
四
一
心
一
坤
一
恥

1尺1画

粟11 ,
肝7 な’

低湿 後半

一

一

中
雨
巾
爾
中

穐
露
集
認
集

計(やや低蹄）

辞床【1』の微高地 V-5国

(やや低湿)

使半

風 3，s 250．7

後半力

癖

やや低溌）中
胸
中
胸
中
胸
中
鋤
中
鰯
中
鋤
中
嗣
中
鋤
中
胸
中
酌
中
胸
中

典
剥
熊
刺
集
脚
集
渕
集

渕
集

剥
集
禰
染
脚
粟
剰
集
鯛
粟
脚
巣

０

１

２

３

３

４

打

心

〃

卿

今

４

Ｊ

北

Ｊ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

それ以前

I －5か 縄文後期力

それ以前

(やや低湿）

谷床『|ｴの微荊地

(やや低桃）

なし 1→『
琴し3．45 6 野6，6

~

症

江

両

江

罰

輌

(やや低湿）

仔床中の微高地 V 5b

(やや低湿）

後半

〕5 6 2(X).H

後'1

（やや低湿）

谷床中の微高地

（やや低湿）

谷床中の徹高地

（やや低湿）

谷床中の徴高地

（やや低泓）

谷床中の流路

(低湿）

谷床中の徹商地

（やや低湿）

谷床' 1』の微高地

（やや低湿）

後半力

７

１

６

７

４

フ

６

７

５

１

旬 27

なし あI）

なし なし

鋤
壺

68．2

後，卜か

縄文中期 4．31

後半か

同7V‐5a )0．1 岬
一
岬

岬

岬

錨

後半力
らり

FE

後半

あり あり

ブドウ属

.3 13，2

後小か

豆－阿更可呵

後半か

弓7
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表Ⅲ－18浮遊選別遺物一覧
選別 選別 残置 土器点数 二i器分頬 剥片石器類点数 剥片石器類分類 礫石器類点数 礫石器類分類 上製品点数 土製品分顛

浮遊Z.【)） （浮遊0.425) (主要なもの)
適構妬 遺構の種類

UFC-l 剥片集中

採取位慨 層位 時期

Ta-c上位

~~VC縄文晩期

T3屯上位

00

－所

『a-℃上1
’
４蒲 Vc 26 ルイ ０

’

０

ﾅ ｿ ﾉ

~Ta-E上位

UFC 1 剥片集中 ０

’

０

－

０

り4 ルイク ・ ﾁｯﾌに 1

Ta-c上位

一再更uFc-1 利片媒中 に-1‐ロ 、-5

Ta-c上位 石鑑lRルイク 1
－

~1口

Ta c I．.{

済 妬７

１

Ｊ十
識

ｐ

Ｉｄ

ｆ

クイト７７６ 〔）UFC－l 剥片集中 c4－イ Ⅲ‐5 縄文晩期

Ta-c上位

凋

所

同

16 7ﾚｲｸ ・ チッフー 0

Ta-c上位

済 Vc 32 ﾙｲｸ ｰ ﾁｯﾌ。 【1 （）UFC 1 剥片集中 d-3‐ロ Ⅲ＝5

Ta-c上位

雨f片V仁 01文晩卿 済 済 20 プレイク ・ チ77‐ 】

THや上位

藩未済 未済 （） 010

Ta－c上侃

UC,24 炭化物 Ⅲ‐I 擦文以降か 衆済 未済 滴 0 0(） 0

Ta-c上位

集中 Ⅲ 毒．読 力 済 0 0 】〔1！み必拝”

T勘や 上位

穏玉IX厩訂窟慨麹罰 済 済 済 0UC－26 I}Ij

rへ戸Iロイ
Ⅱ唖■レーロ

ﾛ壷満 淡 0 、 (〕UC28 炭化物 Ⅲ‐ ！ 0凡

時
位
飴
上
八
七
呼
胞

UC 29 Ⅲ‐3 擦文”入 両 0 0(） 0klLｲ』 払ドヰ

Ta七上位

０

－

０

積 液

一

滴

0

T孜毛上位

UC－31 玉]刀匪莎 X
ra-c上I（

０滴滴禾禰米力降
位
以
上

文

や

擦
耐

0 0 ､
UC 32 炭化物栗中 Ⅲ‐3

済

蒋 祠

済

一

滴

00

T勘毛上位

爾一蒋寓一~Uで冒詞一斑 0 0

Ta-c上位

代済 米桝 揖
『､

1J0

Ta-c 上位

米済 済 ルイク ・ ﾁﾝﾌｰL卜1-2 HF-l (LI身・26） 0 ０ （）『縄メー晄押』

Ta c下位ｻﾝﾌｰ吟A

LH－2 焼 1 HF－l （LF-26）

サン7，ﾙB

繩文晩円j

Ta-cトー位

K街 未1角 微 19 ルイク ・ ナ ｿﾌ 0 0

縄狸
＝

済 済 済 3 16 ルイク ・ ﾁｯﾌﾟ 0 0共子知

暁式

縄文早期

暁式

邦ｲｸ ． チ '7HF－2

LfI－§ 又
~

0 0 ０ （）n口

Ta-c下位

LP-6 上曠 縄文晩期

T副一心下位

1両 『肯 1片 I）1 0

1 縄文晩 済 済 0（）

T型や F位

LP-8 土塘 滴 滴 0 ０ U0

Ta-c下('7

３劫
ワ
リ
奇

Ｊ

う

］Ｇ土焼哩
辺
Ｆ
忠

Ｌ 純文晩期 求禰 未1両 1月

T副-c下位

0

一

ルイク二 、 荷 液 ・ チ〃。 （〕 07

温辺 Ta-cド位

花 iLI言- 1,Z ,, 晩 1舌 G-277-a-3

周辺

縄又晩期 未凋 禾7片 1片

Ta-cド位

ﾚｲｸ , ｻ

焼成粘土塊1

索済 済

周辺 Ta-c下位

二 V 1 縄文晩剛 未7角 禾1片 税

Ta.c下位

、 01

畷辺

LF 1 .2'’ 境 t G-277-b-牛｛ V‐1

周辺

繩又晩野」 未済 禾揖 損

Ta-cF位

（）

ハ エ鄙.討凸

l 縄文晩期 未済 済 0 ルイク 00

蹄辺 T皿 4』下位

姻了晩期 獅斉 未済 済

T乱-c ､ﾄ位

’
０Vc 0 0

犀一制

同又』

LF- 1.2,‘ 焼"t G-277.bヰーロ V‐l

臘辺

() 1）縄文晩期 禾横 未1角 Y片

Ta c下位

（I

LF I ,Z'・ 暁ゴ

周辺

G-277-c-1‐ イ V‐I 縄文

Ta じ

G-277-c-1-二 V‐ I 縄文

縄文

c

晩期

Ta 下位

侭揖 禾桝 微 42 ルイク ‘ チッ7 0 0

涜剛一茶涜 l“ ルイク ・ﾅﾝ7 0

罰辺 ra－cトーI

ULF－ l .Z,、 焼土 G 277七 1 ﾊ V l

周辺

縄文晩期 禾禰 禾1片 1片

Ta-c､ﾄ位

2H6 ルイク ・ ナ ﾌﾌ 0

LF- 1 .2'’ 暁1: G-277-

周辺

縄文晩期

Ta-c下位

禾済 未1月 済 58 ルイク ・ ナ77－57 0

石雛I

I

済滴LF 0 U 0 （）

Ta-c下位周辺

LI言- 1,2”焼土 G-277毛-2 二 V 1

局辺

縄文晩期 未済 未済 済 O

Ta-c下位

4 ルイク 00

IF－I~~~

一

G 277-c 3 イ V 1
~

3 Vc 3 ７

２

恂
片
・
器
竹
石

ル 0 0宝

辺昂 Ta-じ ﾄ位

未済 未済

未済 米済

済 U 0０

０

周辺

'LF､ 1 ,2 ． 焼上

周辺

Ta c下位

10 可1Jイヶ . 手 ?ワ~~~~ ~~~：

０

滴

滴

滴

済

米

未

､T■J｣

ra－c I､1L

LF－ l

羊

G-277℃＋ﾉl V－ l 0 0 （〕樫入L虻，

Ta-c下（辺~サロ

0LF ].2 ，・ 廃土 G 277-c斗U V l

周辺

縄文晩剛 未1角 未1片 1片 O

Ta-c下位

1 1 ¥‘V寸 、

縄文晩期 未済 未済 済 0 0ｹ ｡ +ﾂ

司辺 Ta-c下I］

LF 1 ,Z G-277-d-2-二 V‐1 縄文慰み
~ ~ ~~

未 01月 r片 0 0侭 ~~~Mp睡切

Ta-c下位間辺

Z77-..2 ハV l 14 ．ルイケ ・ ナブ7‐ （）LF 0 0ポ『△当ﾉ ノニローム 再入蠅蝿』 額i

Ta-c下位周辺

罵王 2-U V‐I 縄文晩期 矛未縄文晩砺＝密 満 寸1 ,ｲｳ
LF 1.2

周辺 Taでト 位

（b不

胃一天-
一一
７
－
予
了
－IF､ 1 う~~~ ~~ G－ﾕ77-d-3-p V-l

~~~~~ ~

0 、 （〕
配
下
八
七
椀
皿剖辺

罵砿彌副弓煎畷酷LF－l 両 済 5 4ｺ 北イク ・殉7、

Taモト 位

V I 縄文晩 済 Y 88 ルイケ ・ チツ7‐ 0LF-旧 焼土 酬
位
配
下
其
起
福
耐

~

期 済 済 済 18 I9R 7レイク ･十 ﾉﾌﾞ (

ra－c下1

病 畷雛味ﾉLF-l5 １

’

０

｜

州

3帥 ルイク『向 1 ．ウ

石斧片I 玉l

斑筬藷工面
石器片1Ta七下{､Z

凋麦既爾
T副＜下位

凋王既瑚
Ta七下位

207 ルイク ・ チ /7． 206 145 礫片片 ’土

土

焼

暁

６

７

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

V－l 1片 i片

石器片1

ｲｸ ｰ ﾁ ﾉｱ.451

石器片1

焼成粘土塊13γ術 幅1

]6 アレイク . ＋〃． 〔）LF 18 焼 縄文晩期かそ乱前

以前Tm-c下仙

i衝 ) 0
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上
Ⅵ
割
屑

Ｖ

Ｖ

版位取係留曲斗の樵

土

土

遺

焼

焼

名

９

０

構

判

哩

避

ｕ

ｕ

時期 選別

（浮遊2.0）

縄文晩期かそれ済

以前Ta-c下位

選別 残流 土器点数 土器分額 剥片石器罰点散 剥片石器斌分罰 礫石器熱点数 礫石器類分翻 上製品点数
芋遊0.425) (主要なもの）

済 滴 詔 l ()7 ﾙｲｸ . ﾁｿ7. 0 7

土製品分額

罵硬蒋下斑

厩砥聴F現~配天I ルイク ・ チノフ2＄ I b-I 237

以前Ta c ﾄ位

ロ

今
一
・
一
一
一
・
一
・
口
・
一
口
・
ロ

・
一
◇

”

１

十

土

ｉ

ｆ

１

１

土

１

１

土

１

１

暁

焼

焼

焼

焼

焼

焼

焼

焼

焼

焼

焼

暁

‐
Ｉ
為
垈
《
３
４
や
く
ざ
可
Ｊ
酬
閣
ハ
ソ
凪
Ｕ
‐
Ｉ

う
』
口
斗
毎
Ｊ

へ壬

ワ
ー
句
得
用
心
句
壬
つ
今
う
』
商
袈
令
Ｊ
勺
Ｊ
句
Ｊ
《
１
』
句
ｊ

~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

~~

Iハ

以前T3 噂下位

縄文晩期

'1.a.cド位

V－ I 0 0 ０

１

(1

＝

in N

”
宝

ルイケ ・殉ブ

ルイク . f ｿ7 34

滴錐I

W

Ta-c下位

阿玉砺砺
･rn 博下位

言
’
昭、 柄 20 、

阿玉1碗 Ⅲ I ()

T紬.c下1

V 沁

０

３

叩

０

０

~

卸
一
知

０

－

０

型

一

’

’

０

T世や下12

諏王畷『

T1毛1. 位

爾天頂厩

Tm巡下{､1

両誕硯所
Ta－c トー位

爾琵唖r
T1－c lr位

阿更雨『
Ta七ト 位

眼

函

一

加

ルイク ． ＋ツフ

凛
鷺

焼成

お
一
猫

７

７

γ
ソ

十

十

ケ

ク

ィ

イ

ト

Ｌ

７
７涜口蒋問

０

｛

０

Ta-EF位

縄文晩期 未澗

Ta-cF位

天 ﾚｲｸ ・ ナ､ｿﾌｰ 0

峰
一
職
一
岬

0 ~~塁」 ０

０

０

７

７

７

殉

伽

拘

ク

７

ケ

Ⅳ

Ｈ

Ｈ

７

７

７

⑪

０

０

Ta-c下位

ﾝﾌﾞﾙ② V 縄文晩川

Ta c下位

ﾝ7.ﾙQ） V 縄文晩期

Ta王F位

燕職サン7．玖
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師
吐
旦
叩
緬

晩

下

文

七

判

耐

(〕 232 ルイヶ ･ ﾅｦ7 1 0志
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0
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Ｌ
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Ｂ
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志
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表'' '－18遺構出土遺物一覧
数量遺構名番号 ｜ 層位 ｜ 遺物名 ｜ 分類数量遺構名番号 ｜ 層位 ｜ 遺物名 ｜ 分類

覆」 上器 ａ

ａ

ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

覆土 石器類

自然遺物

５

３

３

１

４

礫

炭化材

2UC－ 3

合計

自然遺物

自然遺物

自然遺物

自然遺物

自然遺物

２

土壌試料

炭化材試料

炭化材試料

炭化材

炭化材

遥
一
鐙
一
鐙
一
蝿
一
雄

皿
一
皿
一
匹
一
ｍ
｜
皿

４
｜
｛
．
｜
８
｜
旧
一
崎

三

二

三

三

１言ロ
ム
ロ 16

石器類 フレイク

チップ

台石

礫

４

２

２

１

砂

１

覆土2層 土器 Ia

Ⅲb

IVa

８

４

２

LH 1

合計

△も芸1
口口I合計 35414

石鍼未製品

ドリル

くさび形石器

フレイク

チップ

石斧

砥石

原石

土器石器類 覆土l層
２

ａ

ｂ

ｌ

ｌ

LH－ 3 2

17

１

１

１

７

３

１

１

１

１

１二
一
口

△
口 19

石器類 フレイク

たたき石

礫

軽石

３

１

２

１

△一二＋
ロロト

７

合計 覆土2層 土器

２

３~~

ａ

ｂ

ｂ

ｌ

ｌ

ｌ

為

田

２

５

７

４

６

１

１

覆土3層 土器
２

ａ

ｂ

ａ

Ｃ

明

Ｉ

Ｉ

Ⅳ

Ｖ

不

△もヨ
ロロI 8

つまみ付ナイフ石器類

１

２

Ｉ

計谷口 フレイク

砥石片

31

石雛

石雛未製品

スクレイパー

フレイク

チップ

すり石

原石

石器類 ２

１

１

７

４

１

１

４

詞
需
一
鑑

4

覆土4層 皿
一
ｍ

８

咄覆士

石器類 すり石

台石

礫

１

１

３

’三回
今
ロ合計 ミヲ

J~』 。
｜
犯床面 ｜ 土器覆土 土器 IaI a

lb－4

Ⅲb

Ⅳa

不明

３

１

２

１

石器類 スクレイパー

くさび形石器

Rフレイク

フレイク

チヅプ

１

１

１

７

２合計 10

合計石器類 ポイント

ドリル

スクレイパー

フレイク

チップ

哩

ｌ

｜

加

一

２

１

１

２

１

２

２

｜ 石製品 ｜ 石製品

覆土2層｜ 土器 | Ia

ムーニト
ロロl

LH－ 6

床面 土器 ａ

ａ

Ｏ

Ｄ

Ｉ

Ⅳ

Ⅳ

０

２

２

１

△､二l・
ロロI

刀
一
姉
一

＋
ｌ
言
口
谷
口

合計覆土5層 上器 ａ

ａ

Ｃ

Ｃ

Ｉ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

14LH 2 ３

５

１

７
２２

石器類 ドリル

フレイク

チップ

礫

原石

１

３

８

４

１

３

,△碧雪イ
ロロI 238

石鍬

Rフレイク

フレイク

チップ

たたき石

礫

礫片

石器類 ６

１

１

４

５

３

１

３

３

△､三十
口ロI 47

棚上」 土器
２

３~
~
ａ

口

、

○

ｂ

。

、

ａ

Ｃ

１

１

１

１

Ⅳ

Ｖ

６

３

３

１

４

９

２

１△一二＋
ppl 81
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,△もこJ－
pnl

遺物名
遺構名番号 ｜ 層位

合計 ’

56

数量

遺物名

へ言.ト
ロロI

分類 準
一
４
｜
訓

遺構名番号 層位 分類

石器類 石雛

ポイント

スクレイパー

フレイク

チップ

礫

2

44

59

7

覆土 土器

石器類

LF －1～2 Vc

石錐

スクレイパー

フレイク

すり石

８

２

２

４

１

３

＋
’
二
口
今
ロ 114 合計

土製品

９

’

２

⑱

石製品

自然遺物

石製品
u」~FP~’,’~

灰化物

1 土製品

合計

合計 234 覆」 土器

石器（礫）

土製品

Vc

~'一

台,伺

張

LF － 12 １

１

８

覆ゴ 土器

石器類

Ⅳa

フレイク

チップ

台石

LP － 10 １

１

４

１

焼ゴ 上器 ａ

Ｃ

Ｉ

Ｖ

１

３
１

合計 ノヘニI
ppl

6 14

合計 石器類 石錐
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礫

d■

１

３

１
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１

１

１
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一
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合計３
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２
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６
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４
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２
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７
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割
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ハ
ロ 覆土 土器

石器類

31 Vc

石雛

フレイク
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１

２
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1

1

合計 合計２ ３

合計 △-雪I
ppl38 11
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Ia
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､千．､ノザ
~ノノ ~／

礫
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３

１

２

１
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LF － 24 ２

５

０

１

~
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喝

刀

－

３

△‐二I
ppI
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ppl
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4
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~
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スクレイパー
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LP 9 ７

２

２
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Vc
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１
１

ヘニリ
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数量遺構名番号 ｜ 層位 ｜ 遺物名 ｜ 分類潅
一
７
’
四

分類
一

フレイク

遺物名
一

石器類

遺構名番号 ｜ 層位

合計 ’

Rフレイク

フレイク

チップ

１

１

４
覆土 土器

石器類

Vc

フレイク

５

２

６LF －28

7合計

LC－36 覆土 ｜ 自然遺物 ｜ 炭化物４
１
三
口
谷
口 67

覆ゴ 土器

自然遺物

Vc

集辺炭化材

52LC－41～44覆ゴ 土器

石器類

１

６

８

１

２

７

】

１

LF 29 VC

フレイク

チップ

礫

兎
－
４

合計

LC 46 覆土 ｜ 石器類 ｜ 礫

９

２

１

45

66

土器

石器類

Vc

礫

礫片

覆土合計 LC－47

合計

覆土 土器

石器類

６

１

１

LF 30 VC

スクレイパー

チップ

合計 3

十
’

二
一
口

』△
ロ 12

石器類 Rフレイク

フレイク

チップ

１

６

１

V－3c｜ 合計

覆十 ｜ 石器類 ｜ フレイク

KC－ 12２

△､ニト
ロロI

LF － 31

８
’
１

合計 8覆土 土器

石器類
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LF 32 。

２

２
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石器類

Ⅳb

すり石
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台石片

礫

礫片

７

１

５

１

９

１

８５ＬV‐3cKC－ 19

合計 ４
’
９合計

土器

石器類

Vc

くさび形石器

フレイク

覆十 ２

１

６

’

７

LF －35

合計 27

自然遺物 土壌サンプル

L,614

覆土 自然遺物 炭化サンプル

27

｜ 合計 ｜

覆土 ｜ 石器類 ｜ チップ

合計

KC うフニノ

／△､割
ppl
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９
’
３
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覆土 Ⅲb－2

チップ

礫
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１

１

９
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７３
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２
４
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合計 51

礫器

礫

石器類

合計

覆土 １

１

’

２

LC 22

’

２

３

１

１８

７

】

３

８
３

△､言イ
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１一

百

４

、

Ⅲ

《
ロ

~
~
~

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

鐸
一
蠕
一
罐

mb－2

mb

lb－3

石製品 玉

覆土 石器類 スクレイパー

噛
一
建
一
遇

４

６

’

１

ムーョ
ロロI

LC－31
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石材長さ ×幅×厚さ重さ（2）遺構名 層位 分類図版
メノウ

軽石
不明

たたき七

軽石
石製品

０
０
０

７
３
５

６
７
５

×

×

×

１
９
４

~
~
~

６
４
２

×

×

×
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５
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０
０
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５
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０
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陰
日 。 ｍ 上 公

白 ③ い や ｍ

日 ③ い や ③

日 α い 心 司

冒 ③ ９ 一 ｍ

目 つ い 上 ℃

日 。 や い つ

日 。 い い 目

白 。 や い い

日 ③ い い 哩

自 。 い い や

曰 か 雫 Ｃ ］

白 ⑦ 中 つ い

白 。 苧 つ い

目 ③ 雫 つ や

目 ③ 雫 つ い

目 ｑ 中 Ｃ ａ

目 ｑ 字 Ｃ ヨ

白 α や 呂

自 。 Ｐ い

白 ○ ℃ 中

白 。 Ｐ や

白 。 Ｐ 吻

白 か Ｃ が

白 α ｃ 当

白 ｑ Ｐ ｍ

白 か 。 ｂ

白 。 Ｐ 二 つ

日 ｑ Ｐ 巨

日 ヨ ？ 届

白 司 ？ 己

日 司 ？ 岸 や

冒 司 ？ 扇

国 司 ？ 目 。

自 司 ？ 昌 司

自 司 ？ 屍

日 司 ？ 旨 や

日 Ｊ つ ぬ Ｃ

日 Ｊ Ｃ 心 昌

自 司 ？ い い

自 司 ｏ ぬ い

昌 司 つ ぬ 心

白 ヨ デ 」

目 ゴ ー 山

白 司 い ‐ や

白 Ｊ い い

日 Ｊ い ふ

白 Ｊ い 省

白 司 甲 函

日 司 四 七

日 司 甲 ］ Ｃ

日 司 甲 巨

日 司 画 し 唖

日 司 い 」 四

目 Ｊ 甲 」 や

幸 手 株 皿

ミ ゥ
ヨ ｏ
三 。
三 。
三 。
三 ｏ
三 ｏ
弓 。
三 ○
三 ○
三 ｏ
く ｏ
く 。
く ｏ
く 。
く ⑦
く の
く 。
く ｏ
く ｏ
く わ
く 。
く ｏ
く 。
く 。
ぐ 。
く ｏ
ぐ 。
ぐ 。
ぐ ｏ
く ｏ
ぐ 。
く 。
く 。
く 。
く ｏ
く 。
ぐ わ
く ｏ
く 。
く の
ぐ 。
く 。
ぐ の
く 。
く ｏ
く ⑦
く 。
く ｏ
く 。
く 。
く 。
く 。
く 。
く 。

② １ 潤 司 つ ’ ○

○ ‐ 四 コ い ‐ 四

頭 ‐ い 割 ぬ ‐ ・

詞 ’ い 、 Ｃ ‐ ず

詞 ‐ 国 司 」 ‐ 。

” ‐ い ヨ ］ ‐ 色

Ｃ ‐ ロ ゴ Ｃ ‐ 四

宛 ‐ い ゴ ー ‐ ず

両 ‐ 国 司 ｍ ‐ 煙

弓 ‐ い ヨ ニ ‐ ず

宛 ‐ い 割 つ ‐ ず

両 ‐ い 司 四 ‐ 画

両 ‐ Ｐ Ｊ い ‐ ・

詞 ’ い 司 哩 ‐ 画

蜀 ‐ い 司 四 ‐ 四

ロ ー い 司 吻 ‐ ○

詞 ‐ い ヨ ヨ ー ウ

函 ‐ い ヨ ③ ‐ す

祠 ‐ い 』 い ‐ ず

両 ‐ い 』 や ‐ Ｑ

詞 ‐ 四 『 い ‐ ロ

田 ‐ い 司 今 ‐ ○

ロ ー 凹 司 い ‐ 包

己 ‐ い 司 四 ‐ ｏ

ロ ー 凹 司 四 ‐ ず

詞 ‐ 四 Ｊ い ‐ 。

Ｑ ‐ 檀 司 や ‐ Ｑ

① ‐ 凹 司 や ‐ Ｃ

Ｑ ‐ い 司 切 ‐ 四

両 ‐ 心 ヨ ヨ ー ○

ロ ー い 』 函 ‐ 煙

困 ‐ 国 司 や ‐ Ｑ

① ‐ 画 Ｊ い ‐ ず

祠 ‐ 凹 司 “ ‐ ・

胃 ｌ い ぎ 轡 ’ 四

国 ‐ 轡 司 い ‐ 四

両 ‐ ロ ゴ 函 ‐ ず

ロ ー い 『 函 ‐ ヴ

ロ ー い ざ 碗 ‐ ず

ロ ー い ヨ ＠ ‐ 画

ロ ー い 司 甑 ‐ ず

『 ’ い ざ ゴ ー ○

両 ‐ 圃 司 い ‐ Ｑ

両 ‐ 国 司 四 ‐ ず

詞 ‐ い 司 哩 ‐ ず

詞 ‐ 画 ヨ ヨ ー 四

両 ‐ い 『 い ‐ 四

両 ‐ 国 司 や ‐ 四

穴 ‐ 四 弐 今 ‐ Ｑ

田 ‐ 心 司 や ‐ ・

ロ ー 凹 司 い ‐ ず

田 ‐ い ヨ い ‐ ず

両 ‐ 画 ゴ ー ‐ ○

両 ‐ い 司 四 ‐ ○

両 ‐ 画 司 令 ‐ ウ

当 酬 園 覗 禽
く ‐ 浮

く ‐ 腎

く と

く ‐ 」

く ‐ 浮
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く い ｏ

く い 。

く
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ぐ
目
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く
く 』
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白
白
白
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白
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目 上
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自 凸
目 血
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昌 司 甲 ］ 酌

日 司 甲 』 Ｃ
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白 司 い い や

白 Ｊ い い 切

目 Ｊ い い ③

白 司 や い 司

自 司 令 四 ｍ

白 剖 や 四 ℃

白 司 令 や つ
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表Ⅲ－23包含層掲載石器･石製品･土製品一覧

図版 ｜ 分類 調査区 層位 ｜長さ× 幅 ×厚さ(cm) |重量（貝）
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I 立地と環境

Ⅳキウス7遺跡（2）
l.立地と環境（図Ⅳ－1)

キウス7遺跡は馬追丘陵の西側丘麓に流れるキウス川左岸の標高40.0～46.0mの段丘上に広がってい

る。昨年度に続き二回目となる今回の調査は遺跡西端部を対象に実施した。

東西に長い調査区域は横断自動車道建設に必要な工事用道路の予定範囲に沿って設けらており､調査

に入る前の環境は二次林が主体となる雑木林で､地形は東からのびる舌状台地とそれに続く北と西に向

く両斜面からなっている。いずれも、キウス川の流路による浸食が原因で形成された地形であるが、河

川に面した部位以外の土層の保存状況は良好である。

遺跡名の「キウス」は、古い地名に由来するもので、明治43年製版の地形図には現在の「中央」あ

たりの地名を「キウス｣、更に明治29年製版の地形図では馬追沼に入るオルイカ川の小支流を「キウシ」

と記載している。 『北海道蝦夷語地名解』 （永田方正 1891)によると、 「キウス」は「Kiushi ･キウシ＝

鬼茅大キ虚・川ノ名｣、 また「オルイカ」は「Omika･オルイカ・川尻ノ橋」と記載されている。このこ

とから、旧地名の「キウス」の由来もこの川の名称によると考えられる。

2.調査区の設定（図Ⅳ－2）

昨年度の調査ではセンター杭STA.143+00から143+40を視準した直線と、これに直交しSTA.143+00

を通る直線とを基線とする4m間隔の方格(グリッド)割りがおこなわれた。方格の区画線には建設予定

の道路の下り車線側から上り車線側へ向かってアルファベット､千歳市側から夕張市側へ向かってアラ

ビア数字による呼称を与え、 STA.143+00を通る区画線をMラインおよび100ラインとした。方格の交

点に設置した杭は区画線名の組み合わせによって「M-100」のように呼称し､4m四方の各グリッドにも

下り車線側と千歳市側を画する区画線の名称によって杭と同様の呼称を与えた｡従ってM-100杭の上り

車線側・夕張市側にある区画がM-100グリッドと呼ばれることになる。さらに必要に応じて各グリッド

を2m四方の小グリッド4個に区画し、グリッド杭に接するものから反時計回りにa･b・c･dの呼称を

与えた（図Ⅳ-2)。

表'' '－1 土層別遺構数 表' ''－2遺構出土遺物数

遺構｜土器石器類士製品石製品自然遺物’ 計
二L

同Ira-c層上位

の遺構（U）

Ta-c層下位の

遺構（L・K．C） 有

有

Ｆ

Ｃ

Ｕ

Ｕ

０

０

ra-c層

卜付

０

０

０

０

０

０

０

０住居跡(H)

土曠(P)

Tピット (TP)

焼土(F)

炭化物集中(C)

０

０

０

４

１

４

６

４

岨

１

４

６

４

４

７

』

１

有

有

無

有

有

Ｈ

Ｐ

Ｐ

Ｆ

Ｃ

Ｌ

Ｌ

Ｔ

Ｌ

Ｌ

訓

珈

２

１

０

卸

調

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

４

６

１

０

７

３

６

２

Ta-c層

下位

二土

日I 25 30〕

表|V-3包含層別出土遺物数 計 | 234 678 0 0 - | 912

上器 ｜ 剥片石器 ｜ 礫石器 ｜剥片石屑等’ 礫等 ｜ 石製品 ｜ 自然遺物
＝1

首T

296

14

1,594

51

2

178

2，135

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

排土

不明

216

6

1,374

23

0

弓

有

無

有

無

無

無

７

０

Ⅳ

３

０

２

７

１

Ｍ

３

０

１

軍

０

印

３

１

２
６

８

９

１

６

軸

７

２

１

１

１

１

０

１

０

Ｏ

Ｏ

二1

両T 1,626 29 26 9］ 361 ２
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Ⅳキウス7遺跡

本年度の調査でもこの方格を踏襲したが､センター杭STA.143+00および143+40が工事の進行によっ

て撤去されていたので、座標計算によって方格杭M-27とM-40を設置し、前者から後者を視準した直線

を基線として方格割りをおこない、 これを平面位置の測量の基準とした。センター杭STA.143+00･

STA.143+40と方格杭M-27･M-40の座標値、およびM-27･M-40の設置に当たって基準としたセンター

杭STA.140+40の座標値とSTA.140+40からSTA.140+60に向かう方向角は下記の通りである。センター

杭の座標値と方向角は日本道路公団札幌建設局から提供して頂いた｡各座標値は平面直角座標系第XⅡ

系（建設省告示第952号）中の数値である。

STA.143+00 X=-124,794.7884Y=-42,237.2702

STA.143+40 X=-124,805.4335Y=-42,198.7130

M-27 X=-124,717.0792Y=-42,518.8838

M-40 X=-124,730.9182Y=-42,468.7334

STA.140+40 X=-124,716.9471Y=-42,466.3567

STA.140+40からSTA.140+60への方向角 108｡ 26' 08.37"

なお実際の方格杭設置はlmm･20″単位デジタル表示の光波トランシットによっておこなったので、

杭の位置には座標値・方向角入出力の精度に起因する誤差が伴っている。

水準測量については道路公団が工事のためにセンター杭STA.140+80付近に設置した基準点T-17(標

高31.975m)を基準とした。

3.土居（図Ⅳ－3 ．4）

樽前c降下軽石(Ta-c)を挟むⅢ層とV層の黒色士が主な遺構、遺物の包含層である。基本的には昨

年度報告の土層と同じで前回同様千歳周辺で確認される樽前b降下軽石(Ta-b)、樽前d降下スコリア

(Ta-dl･2)は見あたらない。今回の調査区では台地縁辺と斜面とではV層の下位層で若干の違いが認

められた｡斜面の特に下位の堆積は、Ⅵ層の層厚が不均一でⅦ層より下は水等の営力によると考えられ

る二次堆積の厚いEn-a (En-L>En-P)が続く。これらの土居の上位からは縄文時代早期(I群b-3類土

器）の遺構、遺物が見つかっており、それ以前に大きな地形の変化があった可能性がある。また、遺跡

西端の河川に面した部分は、図Ⅳ－4の土層断面からⅢ層形成以降に浸食されたと考えられる。

I層 ： 黒褐(Hue25Y3/1)表土層

n-1層 ： 灰白 (HuelOYR7/1)樽前a降下軽石粒径(10～3mm)で大きく二つに分層した内

の上位。

Ⅱ-2層 ： 灰褐(HuelOYR4/2)樽前a降下軽石粒径(3～1nn以下）で大きく二つに分層した

内の下位。

Ⅲ層 ： 黒(HuelOYRl.7/1)千歳周辺で「第1黒色土層」 とされるものに相当する。擦文式

土器、続縄文式土器、縄文時代晩期後葉の遺構・遺物が見つかっている。

Ⅳ層 ： にぶい黄褐(HuelOYR5/4)樽前c降下軽石

V層 ： 黒(HuelOyr2/1～3/l)千歳周辺で「第Ⅱ黒色土層」 とされるものに相当する。縄文

時代後・晩期の遺構、遺物が見つかっている。

Ⅵ層 ： 暗褐(HuelOYR3/3) V層とⅦ層の漸移層。縄文時代早期後葉の遺物を含む。

Ⅶ層 ： オリーブ褐(Hue2.5Y4/3)恵庭a降下軽石(En-a)の風化ローム層(En-L)。

Ⅷ層 ： 黄褐(Hue2.5Y4/3)恵庭a降下軽石(En-a)。層厚約1.3m。

Ⅸ-1～9層：9枚に分層される火山噴出物起源の堆積層である。各層の起源は現在分析中である。

※土層の色調説明は、 『標準土色帖1994年版」を使用した。
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4 Ta-c層上位の遺構

4.Ta-c層上位の遺構（図Ⅳ－5)

上面での地形が現在とほぼ同じであるⅢ層からは焼土と炭化物集中が検出された｡分布は両方とも標

高の高い地区で大きく広がる傾向にあるようだが､UF-104以外ほとんど遺物を伴わない｡特に炭化物集

中はⅢ層の上面でのものが多く、人為的な痕跡も薄いことから多くのものはその範囲を記録するに止め

た。

(1)焼土

UF-101 (図Ⅳ－6)

位置T-31-c,U-31-d規模0．62×0.59/0.07m

特徴風倒木による撹乱の上にあるものである。風倒木がTa-cを切っていたのでUFとした。平面形は

隅丸方形である。

遺物 出土していない

時期 縄文時代晩期中葉以降

UF-102 (図Ⅳ－6)

位置U-31-c規模0.55×0.19/0.04m

特徴Ⅲ層上面で確認した、風倒木による撹乱の上にある焼土。平面形は長楕円形である。

遺物 出土していない

時期 縄文時代晩期中葉以降。

UF-103 (図Ⅳ－6)

位置R-32-b,S-32-a規模0.89×0.66/0.20m

特徴 V層の調査中に0.6×0.2m程の焼土を確認した。断ち割りの結果、周囲の落ち込みがⅣ層形成

後の倒木痕であることを確認し、層位の上ではⅢ層に属することが判明した。位置・形状は倒木

によって変化していると考えられるので確実なことはわからないが､鮮やかな榿色の焼土がかな

り厚く堆積している。焼土の下位に比較的整合的にⅢ層由来とみられる土(3層）が認められるの

で、V層の焼土が倒木痕内にもち上げられたのではなく、Ⅲ層の焼土が落ち込んだものと見て問

題はないであろう。焼土からその上の腐植質土にかけて細片化しない炭化材が出土した。

遺物 出土していない。

時期 縄文時代晩期中葉以降。

UF-104 (図Ⅳ－6)

位置 O-40-c規模0.71×0.39m

特徴 Ⅲ層下面､平坦面から斜面に変わるところで確認した｡上面と周囲には炭化物の範囲が拡がる。

Ⅶ群土器がほぼ1個体分、上面から出土した。

遺物 lは復元された深鉢形土器である。外反する口縁部と胴部の上位に沈線を巡らせたもので、表

面の調整は上半部が横位、下半部が縦位である。内面は横位の刷毛目調整が施されている。表面

は底部を中心に焼成の痕跡が顕著で、内面の上半部には炭化物の厚い付着が認められる。

時期 擦文時代
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4 Ta-c層上位の遺構
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Ⅳキウス7遺跡

5.Ta-c層下位の遺構（図Ⅳ－7)

調査の最終面の地形は現在やⅢ層上面のものとほぼ同じである｡主に台地上から続く舌状の部分と西

向き斜面の下位から住居跡、土曠、 Tピット、焼土、炭化物集中が見つかっている。

a・住居跡

LH-101 (図Ⅳ－8)

位置 U-26･27，V-26'27 規模3.44×2.13/3.33×1.99/0.34m

特徴 西側斜面の下位に位置する不整楕円形の住居跡である。Ⅳ層を除去した段階で窪みとそれを取

り巻く掘り上げ土が確認されている（図左下:網掛けの部分が掘り上げ土)。床の中央やや西より

の位置に炉跡と考えられる焼土が見つかっており、壁際の床面には柱穴と考えられる小径のピッ

トが検出されている。床面の遺物は壁際の位置から石雛やフレイク・チップ°が出土しており、土

器は出土していない。

遺物 l～3は同一の母岩から作られた石鍍で、南の壁際から纒まって出土した。4～6は黒曜石製で、

これらは北の壁際から出土している。

時代 石錐の形態から縄文時代後期中葉ぐらいと考えられる。

LH-102 (図Ⅳ－9)

位置 W-26 規模3.43×2.72/3.23×2.58/0.28m

特徴 不整の楕円形を呈する住居跡である｡掘り込みは浅く、斜面下方向の壁の検出は明確ではない。

南の壁に近い床には炉跡と考えられる焼土が検出されており、周囲には黒曜石のフレイク・チッ

プ°が多数出土している。床面に小径のプラン8箇所が認められ、これらが柱穴の可能性もある。床

面には土器がなく、覆土の上位から縄文時代晩期後葉の土器が多数出土している。

遺物 l～4は黒曜石製の石錐である。

時期 縄文時代後期中葉と思われる。

LH-103 (図Ⅳ－10)

位置 U-27規模2.23×1.55/2.03×1.43/0.20m ~

特徴 LH-101の斜面上位に近接し小型の楕円形を呈するもので住居跡として扱った｡掘り込みは浅く、

平坦な床面には炉跡も柱穴も認められない。遺物は北の壁際で台石とその下にすり石と礫が出土

している。

遺物 lは砂岩製の台石、 2はlの下に画されていたすり石である。

時期 LH-101との位置関係から同じ縄文時代後期中葉と考えられる。

LH-104 (図Ⅳ－11)

位置 X-2 規模（推定:4.00×3.00m)

特徴 TP-lOl･102の掘り上げ土に埋もれていたもので、壁は検出できず柱穴から住居跡と判断し

た。上位の層からは縄文時代晩期後葉の遺物が多数出土している。

遺物 lは縄文時代早期のポイントである。本遺構には伴わない。

時期 縄文時代晩期後葉の可能性がある。
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S Ta-c層下位の遺構
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5 Ta-c層下位の遺構

LH-104 HP-5 HP-6 HP-7 HP-8
－L 型型Q K. L3L7OO －且 u型型旦 一旦 P31 .700

1

飴 色 ［当▽！U" 嶢褐置編…ﾆt VT
l 暗褐色(7.5YR3/4下位は7.5YR4/6) i l 黒褐色(7.5YR3/2) 土 ’ 黒褐色(7.5YR3/2) r
E｢I－P少量含む

‐ﾄﾇｰ26 -h<_27
、〈

HP-1 ､<ヅ QHP－9○HP-5~、

q 、 『 , 『
A B_Z"p HP-1

d－7面

一一 一一一

｡『 ‘し 、
R訓.7”

’ ′’。 ’≦ 甑
歴 …鮎… ゞ =…僻"~

○ i・暗褐色(7.5YR3/4) 土
下のほうがパサついている HP-7 Iz HP-10

○ ． Ⅱご○蚤” ， γ"｡
○ 2c''一 [W

○ lu

；
暗褐色(7.5YR3/4) 土
下のほうがパサついている HP-7 |z _ HP-10

○ ． Ⅱご○蚤” ， γ"｡
○ 具c> [W"

l~

炉~|O 、ソ ， 黒褐色(75YR2/2) i l

CO 3．． HP-' 1○ 19／
ツ

○ﾄP｡｡ ・~ ・ ’
9， 垂／ ．。 l
／~

○HP-11○HP－4
C D副ろ｡。 Q./ * U ILg'"｡｡〈､／

／ ●

" "" - - ･ o ¥’○HP-。 ・
棚 v ・ ○ ”
ー■－ －－

1

1 黒色(7.5YR2/1) 土下のほうは明るめ

○ 、 ハ
l 黒褐色(7.5YR3/2) r

Ⅱ ■戸へ

HP-2
■

HP-4 HP－3

E E－旦｣竺坐G H訓.5“

博
~

rtJﾌIv
1亡胄二ﾌ▽T

l 暗褐色(75YR3/3) 土

埠27-h_26

l 黒褐色(7．5YR2/2） 土

1Ｏ
ｌ １

ｍ

Ｊ

Ｉ

Ｃ５
１

2m

~(遺構）
０
１ ＜二＞

図IV－11 LH-104と遺物

-171-



Ⅳキウス7遺跡

b.土曠

LP-101 (図Ⅳ 12)

位置 R-27規模(1.21)×(1.12)/(1.01)×(0,79)/(1.25)m

特徴 台地からのびる舌状地形先端の平坦部に位置する楕円形の土曠で､LP-105を切って掘り込んで

いる。曠底はⅦ層を掘り抜いたⅧ層の上面に作られている。覆土は埋め戻し士で、埋め土の上面

には、一個体の土器と石器を置いている。これらから本遺構は墓と考えられる。

遺物 lは覆土の上に置かれていたⅣ群b類の一括土器である。平縁の深鉢形土器で縄文が施された胴

部以外は表裏とも磨消もしくは研磨がなされている。2は黒曜石製のドリルである。

時期 縄文時代後期中葉

LP-102 (図Ⅳ－12)

位置 R-30-a-b 規模0.87×(0.70)/(0.70)×(0.58)/(0.32)m

特徴 V層上面でTa-c火山灰の落ち込みを確認した。西北側は自然の撹乱(倒木痕？）を受けていた

が、概ね北東一南西方向に長軸をもつ正面楕円形の土曠である。底面はⅦ層の上部まで掘り込ま

れ、中央がやや窪んで多少凹凸がある。壁面の立ち上がりはかなり急｡壁際と下部には地山がら、

上部には腐植がちの覆土が堆積する。確実な埋め戻しの形跡はない。性格は不明である。あるい

は自然の落ち込みかもしれない。

遺物 なし。

時期 縄文時代晩期中葉以前。

LP-103 (図Ⅳ－12)

位置 V-26 規模2.36×1.97/2.23×1.37/0.31m

特徴 LH-101の斜面下位に作られた不整の楕円形を呈する土曠である。LH-101の掘り上げ土と考え

られる土で埋没しており、遺物はその埋没土の上から出土しているだけである。

遺物 3はⅣ群b類と考えられる深鉢形土器の口縁部である。

時期 各遺構の配置と遺物の出土状況から縄文時代後期中葉と考えられる。

LP-104 (図Ⅳ－13)

位置 P-28-a-b｡LF-107の下位にある。 規模 (1.70)×(1.26)/1.17×1.00/(0.70)m

特徴 調査区北西部の北側斜面LP-101,106などに近い位置にある。V層をほぼ掘り終えた時点で焼

土LF-107を確認し、そのやや下手周囲に暗色の不整形の落ち込みが認められた。周辺でV層の発

達が悪いこともあって掘り込み面は不明であるが､一応LF-107に切られているものとみて調査し

た。Ⅷ層を掘り抜いてⅨ層の上面で平坦な底面を形成する。底面の平面形は長軸の判然としない

不整な楕円ないし隅丸三角形。壁面はほぼ垂直に立ち上がるが上部ではかなり崩落している模様

である。土曠の下部はⅧ層の軽石を主とする締まりの悪い覆土で埋積されるが、土曠の中央部は

長径0.5m近くある堅い土塊(7層、Ⅷ層の軽石礫が粘土・砂などと共に固結したもの）で占めら

れていた。このような土塊は遺跡内の別の地点でⅧ層を断ち割った際にも確認されており、自然

に形成された構造と考えられる。発掘中に確認できた遺物はなく、性格も不明である。典型的な

倒木痕とは異なるものの、自然の撹乱である可能性が残る。上位から及んだ撹乱が締まりの悪い

Ⅷ層下底の岩片層とⅨ層の境の不連続面で停止し、あたかも土曠底面のように見えるという可能

性もあるからである。ただ規模や底面の位置、下部の覆土などがLP-101に似ていることも事実で

ある。

遺物 なし。
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S Ta-c層下位の遺構

時期 縄文時代晩期中葉以前。LF-107出土の土器からみて後期中葉以前となる可能性がある。

LP-105 (図Ⅳ－13)

位置 Q-27,R-27 規模3.93×2.49/3.53×204/0.25m

特徴 台地からのびる舌状地形先端の平坦部に位置する不整形の土曠である｡同じ立地に作られたLP-

101に床を壊されている。南の壁際の床よりやや高い地点からlの遺物だけが出土している。

遺物 lはⅢ群b-3類の口縁近くの胴部である。裏面は剥落しており、全体的に崩れが著しいが、口縁

近くと思われる刻みの入った貼付帯とその下位に沿って入る刺突(ol)が認められる。

時期 Ⅲ群b-3類の資料は遺跡内ではこの遺構に限り出土したもので、 これから縄文時代中期後葉と

思われる。

LP-106 (図Ⅳ-14)

位置 W-26･27 規模(1.60)×(0.70)/(1.33)×(0.45)/(0.20)m

特徴 西向き斜面の下位に位置するもので､大半をLH-102と試掘孔によって壊されている。覆土から

は同一個体の土器片が出土している。

遺物 l～3はI群b-3類の深鉢形土器である。 lは口縁部、2は胴部、 3は底部の内面である。表面に

は微粒起線と短縄文が施される。内面の底には縄の押圧文が施されている。

時期 縄文時代早期後葉

c.Tピット

TP-101 (図Ⅳ-14)

位置 X-27 規模(1.52)×(1.13)/(0.98)×(0.37)/(1.31)m

特徴 平面が小判形を呈すもので、曠底には二本の杭跡が認められる。

遺物 なし

時期 縄文時代後期中葉以降と考えられる。

TP-102 (図Ⅳ-14)

位置 W-26．27 規模 (1.63)×(1.43)/(0.96)×(0.40)/(1.46)m

特徴 平面が不整の小判形を呈するもので､曠底に認められる二本の杭跡はやや南西側に寄った位置

に設けられている。

遺物 なし

時期 縄文時代後期中葉以降と考えられる。

TP-103 (図Ⅳ－15)

位置 X-27･28、Y-27･28 規模(1.05)×(1.10)/(0.71)×(0.67)/(1.35)m

特徴 調査区の境界で半分が確認されたもので、平面が小判形を呈すと推定される。曠底には近接す

る二カ所の杭跡が検出されているが、 これは再度杭を設けたためと考えられる。

遺物 なし

時期 縄文時代後期中葉以降と考えられる。

TP-104 (図Ⅳ-15)

位置 U-26 規模(2.62)×(1.06)/(2.79)×(0.37)/(1.46)m

特徴平面が溝形を呈すもので、曠底にはなにも確認されない。

遺物 なし

時期 縄文時代後期中葉以降と考えられる。
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d.焼土

LF-101 (図Ⅳ－16)

位置S-33-c 規模0.49×0.36/0.16m

特徴V層の調査中に炭化材の集中箇所を確認し、断ち割ったところ炭化材より10cmほど下位、Ⅵ層

の上面に接するように小規模な焼土が確認された｡炭化材はほぼ同一の面をなすように出土し､焼

土までの間は稀に炭片を含む腐植質の土が堆積している。焼土化した範囲がごく狭いこと、炭化

材の位置する落ち込みが不整形であることなどから、通常の焼土とは性格の違うもの（株の燃え

跡など)、 もしくは倒木等で撹乱された焼土ではないかと考えられる。

遺物出土していない。

時期縄文時代晩期中葉以降。

LF-102 (図Ⅳ－16)

位置X-26-d,X-27-a規模0.21×0.12m

特徴V層上面で確認した。不整楕円形で厚さは1～2cm程である。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-!03(図Ⅳ-16)

位置W-26-d規模0.22×0.19m

特徴V層下位で確認した不整形の焼土である。直下にLH-102を確認したのでLH-102の焼土の可能性

もある。発掘時に黒曜石製チップが数点見受けられた。LF-104と近接する。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-104(図Ⅳ-16)

位置W-26-b･c規模0.40×0.26m

特徴V層下位で確認。不整形。LH-102の焼土の可能性もある。LF-103と近接する。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-105(図Ⅳ-16)

位置R-29-c,R-30-b規模0.30×0.18/0.02m

特徴V層上面で確認した不整形の焼土である。粒はやや荒く、En-a軽石を少量含む。LF-106と近接す

る。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-106(図Ⅳ-16)

位置R-29-c,R-30-b規模0.48×0.28/0.04m

特徴V層上面で確認した不整形の焼土である。粒は細かく乾燥している。LF-105と近接。

遺物出土していない。

時期縄文時代

無番焼土（図Ⅳ-16)

位置O-39-b規模0.47×0.40m
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5 Ta-c層下位の遺構

特徴V層で確認した。不整形で周りに炭化物の範囲2カ所あり。

遺物出土していない。

時期縄文時代

LF-107(図Ⅳ-16) LP-104の上位にある。

位置P-28-b

規模 1．28×0.71/0.08m

特徴V層の調査をほぼ終えた時点で不整形の暗色落ち込み(LP-104)の中に位置する焼土を確認した。

上面がやや盛り上がり、中央部の厚い堆積を見せる。下位のLP-104覆土との境界が画然としてお

り、焼土には腐植質の土が斑状に混ざっていることなどから、別の場所で形成された焼土が廃棄

されたもののように思われる｡焼土の上手に接して炭化材を多く含む腐植質土の堆積が見られる。

遺物炭化材混じりの腐植質土の中からⅣ群b類土器が1点だけ出土している。

時期縄文時代晩期中葉以前の遺構であり、同後期中葉以降のものの可能性が高い。
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5 Ta-c層下位の遺構
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6遺物

6遺物

(1)土器（図Ⅳ－18 ･ 19)

I群b-3類、Ⅲ群b-3類、Ⅳ群a類、Ⅳ群b類、Ⅳ群c類、V群c類、Ⅵ群、Ⅶ群の各土器が出土して

いるが、この内I群b-3類、Ⅲ群b-3類、Ⅶ群土器は遺構に伴うものでこれ以外では出土していない。主

体となるのはⅣ群b類土器とV群c類土器で、いずれも遺跡西側の緩斜面に集中して分布しており、ほ

ぼ同じ地点に位置する各遺構と関連するものと考えられる。

｜群b-3類土器

中茶路式土器に相当するもので、LP-106の曠底から出土した。

| | |群b-3類土器

北筒式土器に相当するもので、LP-105から出土した。

IV群a類土器(3･4)

余市式土器と仮称「手稲砂山式土器」に相当するものである。43点が出土しており、すべて小破片で

ある。3は器壁の厚い胴部の破片で、表面には半裁竹管状の施文具の半裁した面による沈線と縄文が施

されている。4は底部に近い胴部の破片である。無文で胎土中には多数の小礫が含まれる。

|V群b類土器(1 ･2･6～15･18)

ウサクマイC式、手稲式に相当するもので、754点が出土した。遺跡東側の段丘縁（1） と西側の緩斜

面（2．6～15･ 18) とで出土しており、後者の分布範囲とほぼ重なる地点には、同じ時期と考えられる

LH-101･103、LP-103が検出されている。器形は深鉢形土器が大半をしめ、注口土器(2･ 14)が

2個体出土している。

1は遺跡東側の段丘縁で出土した一括土器である。口縁と底部付近に磨消が施され、その間には縄文

と沈線が施された文様帯が巡っている。全体的に磨滅が著しい。2は磨消と沈線が施された注口土器の

胴部である。口縁、底部、注口部分は欠失してお
25 30 35 40 45

り、胴部のみが一括で出土した。6～8は低い波状

口縁を有するやや小型の深鉢形土器である。表面 M

と口唇上面に粒の細かい縄文が施される。7．8は

同一個体の口縁と胴部である。キウス川を挟んだ R

対岸のキウス5遺跡でもほぼ同じものが出土して

いる。9は器壁の厚い大型深鉢形土器の胴部片で

ある。表面の文様は縄文を施した後に沈線で区画w

し磨消を行っている。縄文の施文される区画の縁
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に沿って竹管状の施文具で刺突を施している。千歳周辺では類例に乏しく、探し得た範囲では青森県の

後期に同種の資料を確認している。6～9は後期中葉のやや古い時期の可能性がある。 10は口唇から続

く粘土の貼り付けが施された波状口縁の一部で､全面に磨消が行われている。器面のほぼ中央には補修

孔が穿たれている。 11 ･ 12は深鉢形土器の口縁部で、 11は沈線と縄文、 12は縄文が施文されている。 13

は縄文と斜めの太い沈線とが施される文様体を有する胴部の破片である｡沈線で区切られた文様体の上

下には磨消が施されている。14は全面に研磨が施された口縁部で､器形は注口もしくは壺形を呈すると

考えられる。 15は縄文の施された胴部片で沈線上位には磨消が行われる。 18は小型の深鉢形土器底部

である。

|V群c類土器(5･17)

堂林式に相当するものである。西側斜面の中位で14点が出土した。5は縄文と沈線が施された深鉢形

土器胴部の<ぴれ部破片である。細目の沈線は器面上位に平行するもの、中～下位にはジグザグ様を呈

すると思われる斜めのものがほどこされる。 17は無文で表面には整形時の横位の撫でが見られる。

V群a類土器（16）

西側斜面の上位で16の小破片が82点出土した。深鉢形土器の口縁部である。山形の小突起を有する

口唇には表面と同じ縄文が施文される。口縁には横冠する爪の刻みの列とIOの刺突を施している。

V群c類土器（19～31）

タンネトウL式土器に相当するもので、Ⅳ群b類に次ぐ562点が出土している。分布するのは遺跡東

側の段丘縁（20．30） と西側の緩斜面(19･21～29･31)で、後者の範囲とほぼ重なる地点には、同じ

時期と考えられるLH 104が検出されている。器形は深鉢形土器(19･20･23．25 ･26･29～31) と

浅鉢形土器(21 ･22･24･27)がある。

19は口縁がやや内側に入る大型の深鉢形土器で分布域はLH-104とほぼ重なる。口縁には縄を押捺

した三カ所の小突起が見られ､口縁には平行沈線とその下位に蛇行沈線が巡り、表面と底部には条が縦

気味の縄文が全面に施されている。20は東側の段丘縁で出土した小型の深鉢形土器である。口縁は内側

にやや入り込み胴部は円みを帯びる。直前で絞り込まれた底部も円みを帯びて不安定である。表面に施

される縄文の条は上位で横、下位で縦に走るもので、これはV群c類の文様構成とやや異なり、Ⅵ群の

大狩部式土器に通じるものがある。21は口唇に縄線が施された小型の浅鉢形土器で､傭撤した器形は楕

円を呈し長径の口縁には対になる二つの貫通孔が穿たれている｡22は条が縦に走る縄文が施された浅鉢

形土器の破片である。胎土中には砂粒が多く含まれる。23は山形突起から下垂する貼付が施された深鉢

形土器の口縁部である。口唇上には縄の押圧による刻みが施されている。24は小型の浅鉢形土器の口縁

部で、口唇には縄線と棒状の施文具による斜めの刻みが施される。25は細い沈線で円弧文が施される深

25 30 35 40 45 25 30 5 40 45
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6遺物

鉢形土器の口縁部である｡26は口唇が外側にやや張り出す口縁部で口唇には縄の押圧が連続して施され

ている。27は縄文の施された浅鉢形土器の口縁部である。28 ．29は同じ深鉢形土器の口縁部と胴部で

ある。表面の縄文に使われた撚りの緩い原体で、口唇には刻み、口縁には縄線文を施している。30は器

壁の断面が僅かに窪む無文帯の横走がⅢ段見られる深鉢形土器の胴部片である｡亀ケ岡式土器系の影響

を受けたものの可能性がある。 31は底部の下端に棒状の施文具で刻みを施している。

V|群土器(32)

後北C2-D式土器に相当する。遺跡東側の段丘縁で同じ個体のものが出土している。32は縞状の縄

文が施された胴部の破片である。
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6遺物

(2)石器（図Ⅳ－22）

全般的に石器の点数は少ない。石雛､石斧類がしめる割合が比較的高いが､石雛は異なる形態のもの

で構成されており、石斧もまた破損品が多い。出土の傾向も広く散点的であることから外部から持ち込

まれたものと考えられる。これに反して、 フレイク・チップ類は西側緩斜面のⅣ群b類･V群c類土器

が集中的に出土した範囲で多く出土する。

石鑛（1～14）

l～9は無茎のもので、 3は柳葉形、4．5は五角形を呈する。2は長身の五角形と推定されこれらは縄

文時代早期のものである。 1 ．6～8は三角形を呈するもので、 6は平基、 1 ．7はやや挟りの入る平基で

ある。8は基部が欠失している。9は尖基のもので中央の剥片の厚みが取り切れていない。 10～14は有

茎のもので、 10は基部の作出が不明瞭である。主剥離面を残すものも多く、粗雑な作りのものが目に付

く。

ポイントもしくは両面加工のナイフ （15． 16．21）

15は基部と尖頭部が欠失するもので、全体の整形や基部の作出が粗雑である。 16は比較的形の整っ

た刃部と茎部を有するポイントである｡縄文時代中期のものと考えられる｡21は上下端が欠失している。

全て黒曜石製である。

スクレイパー（17～20）

17． 19は僅かにつまみ部を作出したもので、 17は剥片の刃部に沿った側縁に、 19は表裏の面に剥離

を施している。 18は表面の左側縁に剥離を施した縦長のスクレイパーである。20は短くやや肉厚の剥

片の一辺に鈍角な刃部を作出した掻器状のものである。

石斧（22～29．31）

22．24．25 ．29は刃部を含む下半部に、 26．27 ．28は上半部にそれぞれ欠失が認められる。23は整

形時の剥離を多くの部分に残す｡24は断面の円い肉厚のもので整形は細かい敲打によった後に磨いてい

る。 31は僅かに両側縁の整形を施してた未製品と考えられる。

すり石（32）

32は縦長の円礫の長軸の一端を使用している。

砥石（30）

30は砂岩の片面を砥石として使用したもので、特に中央部の使用が著しい。
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7資料一覧

表Ⅳ－4遺構出土遺物一覧

遺構名

UF－103

UC－lO3

層位 遺物名

自然遺物

自然遺物

輝
一
州
一
鋤

数量 遺構名 層位 ｜遺物名 分類 数量

覆土 土器LH－lO4

片

ａ

ｂ

鑛

斧

Ⅳ

Ⅳ

石

石

礫

１

１

１

１

３

２

剥片石屑等覆土 フレイク

チップ

礫

炭化物

LH－101 剥片石器

礫石器

礫等

１

皇

４

４

‐

５

１礫等

自然遺物 計 勺勺
畠ノ

69計 覆土 土器

剥片石器

土器

Ⅳb

ドリル

Ⅳb

LP－lOl ７

１

８
６

床面 剥片石器

剥片石屑等

石鍼

フレイク

ニ｣一

同’

６

６

２
１

覆土2層

計’ l
LP-'03 1 覆土 ｜土器

乃
一
妬計 Ⅳb81

覆ゴ 土器 剥片石屑等LH－lO2 lb-3

Wb .

Vc

石錐

Rフレイク

フレイク

チップ

礫

炭化物

フレイク

､千､､〕ザ
~ノ／~／

礫

火山灰

２

６

剣

１

４

１

９

８

０

４

４

３

４

５

６

２

１

１

礫等

剥片石器
計
一
噸
一
脈
一
皿
一
肥
一
叫
一
皿
岻

乃
一
ｍ
－
ｎ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２

誕
一
和
一
誕
一
塗
建

土器

土器

礫等

土器

礫等

自然遺物

自然遺物

Ⅳa

Ib-3

礫

Vc

礫

炭化材

炭化物

畦
峨
一
踞
一
雁
呼
｜
畦
酷

剥片石屑等

礫等

自然遺物

~541計

礫石器

剥片石屑等

すり石

フレイク

チップ

礫

礫片

炭化物

覆土LH－lO3 l

l

l

lO

1

焼土5層

自然遺物

土器

炭化材

Ⅳb

LF－lO7

焼土 1
礫等

自然遺物

自然遺物

自然遺物

自然遺物

榊
一
榊
坤
一
鋤

唯
一
畦
唯
一
畦

'02

104

105

106

自然遺物
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

江
部

叫
一
８
｜
哩

覆土5層
床面 礫石器

二』

両’ 845二LL

同’

表Ⅳ－5遺構掲載遺物一覧

遺構 ｜ 層位図版 遺物名 分類 長さ×幅×厚さ

(cm)

霊
⑨

石材

土器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

剥片石器

礫石器

礫石器

剥片石器

土器

剥片石器

土器

土器

土器

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

石

ル

３

３

~
~

鑛
鍼
鍼
鐡
鍼
鍍
鐡
鑛
錬
雛
石
り
雛
ｂ
リ
ｂ
ｂ
ｂ

Ⅶ
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
台
す
石
Ⅳ
ド
Ⅳ
Ⅲ
Ｉ

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｆ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｕ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

１

１

２

３

４

５

６

１

２

３

４

１

２

１

１

２

３

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

６

８

８

８

８

８

８

９

９

９

９

０

０

１

２

２

２

３

４

１

１

１

１

１

１

１

１

104

101

101

101

101

101

101

102

102

1O2

102

103

103

104

101

101

103

105

106

床面

床面

床面

床面

床面

床面

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

覆土

床面

メノウ

メノウ

メノウ

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

砂岩

砂岩

黒曜石

４

７

９

３

６

４

２

６

９

２

４

５

１

４

２

２

７

９

４

９

７

８

８

６

８

１

０

３

３

２

１

２

２

１

１

１

１

３

１

６

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

1.51X

1.75X

1.56X

1.39×

1.68X

1.58X

1.38X

1.67X

1.32X

1．32×

25.00×

8．46×

1.68X

1．30

1．30

1．30

0．70

1.70

2.10

0．50

0．80

0．50

0.60

4,000.00

629.30

4．40

0.44

0.44

0.45

0.36

0.76

0.83

0.25

0.31

0.29

0.33

3.23

5.24

5.10

黒曜石2.41 × 1.14×2.70 0．50
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7資料一覧

表Ⅳ－6包含層掲載土器一覧

層位分類 ｜ 調査区
７

８

０

１

２

３

４

１

１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

８

８

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

９

版
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

図
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ

層位分類 ｜ 調査区図版
V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

Ⅲ層

V層

Ⅲ層

Ｃ

‐

、

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

ｃ

ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅵ

５

７

６

３

７

６

５

６

５

５

８

７

６

３

７

７

２

２

２

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

３

Ｔ

Ｖ

Ｗ

Ｒ

Ｕ

Ｖ

Ｔ

Ｗ

Ｔ

Ｓ

Ｒ

Ｖ

Ｗ

Ｓ

Ｕ

Ｑ

V層

V層

Ⅵ層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

Ⅵ層

V層

V層

V層

V層

V層

V層

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

ｂ

ｂ

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ｂ

ａ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ｖ

７

６

６

５

６

５

６

６

８

６

５

６

０

７

７

０

３

２

２

２

２

２

２

２

２

３

２

２

４

２

２

３

18 - l

18 - 2

18 － 3

18 － 4

18 - 5

18 - 6

18 - 7

18 ‐ 8

18 ‐ 9

18 － 10

18 - 11

18 - 12

18 - 13

18 - 14

18 - 15

18 － 16

Ｐ

Ｕ

Ｖ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｘ

Ｘ

Ｗ

Ｐ

Ｗ

Ｘ

Ｐ

Ｗ

Ｘ

Ｖ

表Ⅳ－7包含層掲載石器一覧

層位 重量

(9)

石材図版 調査区 長さ×幅×厚さ

(cm)

分類

明

明

明

不
不
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ⅵ
Ｖ
Ⅲ
Ⅵ
Ｖ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ⅲ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｖ
不
Ｖ

石嫉

石鑛

石雛

石鐡

石鍍

石鑛

石鍍

石鍍

石鍼

石鍼

石錐

石雛

石鍼

石錬

ポイント

ポイント

つまみ付ナイフ

スクレイパー

スクレイパー

スクレイパー

ポイント片

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧 ~

石斧片

砥石

石斧未製品

すり石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

緑色泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

緑色泥岩

片岩

片岩

緑色泥岩

緑色泥岩

砂岩

緑色泥岩

緑色泥岩

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

３

３

３

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

2．33

(3.41)
3．49

1.64

1.93

2．00

1.83

(1.70)
2．97

1.73

2．13

2．01

2．27

2．26

(3~75）
8．73

3.31

4．41

4．12

2．19

3.19

(6.22）

10.95

(8.26）

(6~70）
(6.70）
(5~86）

(4.63）
3．48

5．82

8．89

11.30

２

９

９

０

５

９

１

１

６

６

６

８

６

１

７

７

０

７

５

９

５

６

８

９

８

３

３

９

５

６

７

６

３

２

２

４

２

２

３

３

２

２

２

２

２

３

２

２

３

２

３

２

２

２

２

２

３

３

３

２

２

２

２

２

0.29

0.34

0.34

0.26

0.18

0.31

0.29

0.27

1.08

0.32

0．34

0.22

0.39

0.22

0.68

9.20

0.39

0.66

0．70

0．91

1．11

1．50

1．65

2．54

2．05

1.84

1.58

1.50

0.73

1．74

2．52

6．30

0．90

(1.8)
1．80

0．30

0．20

0．70

0．50

（0.4）
2．80

0．40

0．60

0．40

0．70

0．50

（5.6）
17．00

4．10

5．40

7．60

5．10

7．70

(62~1）
135．90

(177.1)

(111.9)

(95.8）
(61.0)

(44.4）
14．20

170.30

186.90

812．80

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

Ｕ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｘ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
Ｖ
Ｕ
Ｕ
Ｘ
Ｕ
Ｑ
Ｘ
Ｕ
Ｖ
Ｘ
Ｐ
Ｗ
Ｘ
Ｓ
Ｗ
Ｕ
Ｐ
Ｑ
Ｐ
Ｕ
Ｘ
Ｗ
Ｖ
Ｔ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

０

１

６

９

８

７

７

２

９

２

５

５

９

２

３

６

０

２

７

７

４

８

１

９

２

８

８

２

５

６

５

３

３

３

２

８

８

４

５

０

６

２

２

９

０

２

４

３

２

１

２

４

２

７

７

７

６

０

４

１

８

４

６

６

１

１

１

０

０

１

１

１

１

１

１

０

１

１

２

３

２

２

２

２

３

３

４

４

５

４

４

３

２

９

５

６

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×
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V ケネフチ8遺跡

Vケネフチ8遺跡

1 立地と環境（図V-1)

馬追丘陵は、石狩平野東部を南北に連なるなだらかな丘陵である。ケネフチ8遺跡はこの丘陵中に源

をもつ嶮淵（けぬふち）川の上流部左岸の尾根上にある。嶮淵川の両岸は幅100～200mほどの氾濫源に

なっている。氾濫源の幅は遺跡付近で約200m、川はほぼ中央を流れている。遺跡が立地する尾根は、南

方の山間から氾濫源に向かって広がる谷地形に張り出している｡千歳市の東に隣接する追分町市街地か

ら北西に約2km、キウス5 ･キウス7遺跡から東方5kmほどの位置にあたる。

嶮淵川は丘陵地帯を横断した後､長沼町南部の平野部を北西に流れて千歳川に合流している。流路延

長は約20m、下流域の平野や山間部の氾濫源は水田や畑に利用され、川に沿って道々舞鶴追分線が通っ

ている。下流の平野部は、かつて長都沼（オサットー）や馬追沼（マオイトー）などの湖沼が広がる湿

地で、嶮淵川は馬追沼に注いでいた。これらの沼地は、昭和26年から44年にかけて行われた国営灌概

排水事業によって干拓され､今は広大な耕地に変貌している｡現在の嶮淵川下流部はこの事業に伴って、

掘削された人工河川である。

丘陵や沼の名称に用いられている「馬追」は、馬追沼に注いでいたマオイ川（明治29年の假製五万

分一図にマオイ川、同42年の修正図に馬追川とある）に由来している。嶮淵川は永田方正「北海道蝦夷

語地名解』に「Kene-ush-pet ケ子ウシュペツ赤楊川」 と説明されている。遺跡が所在する協和は、昭

和26年にそれまでのコムカラ(｢kom-kar コムはドングリ、カルはつくるの意味…」 「増補千歳市史｣）

を改称した地名である。

調査区は東方の山地から続く尾根の先端部である。調査範囲は東西約80 、東端は山に入る道で切ら

れている。横断自動車道の用地外にあたる尾根の北半部は、かつて行われた土取りによって削られ平坦

地になっている。調査区南部の尾根の裾部も地山まで撹乱されている。

2発掘区の設定（図V-2)

横断自動車道建設用地の二本のセンター杭(STA189+00･ STAl90+00)を結ぶ線と、この線

上においてSTA189+00から東に70mの点で、 これと直交する線を基準として、 4×4mグリッド

を設定した。南北の線を西からアラビア数字で、東西の線を北からアルファベットで表し、各グリッド

の呼称は、それぞれ北西角の交点を表すアラビア数字とアルファベットの組合せで表示した。発掘作業

はこのグリッドを単位として行ったが、遺構の位置、遺物の出土位置を表示する際には、さらに2×2

表V－2遺構出土遺物数表V－1 層別遺構数

表V－3層別出土遺物数

層位 土器 石器類 石製品 土製品 鉄製品 自然遺物 計

Ⅲ層

V層

表採

撹乱

排土

一
伺
鉦
小
笠
単
伺
鉦

６

“

３

１

０

９

１

515

675

13

7

1

勺

４

０

０

０

０

０

０

０

０

０

0

0

0

1

0

613

818

16

9

1

計 1,211 243 2 0 1 1,457
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つ

．

8

遺構名

Tピット

焼十
三」

同I

十器

３

０

３

石器類

０

４

4

総数

３

４
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Vケネフチ8遺跡

mに4分割して、北西から反時計回りにa･b･ c･ dの記号を付した。

基準としたセンター杭の座標値は次のとおりである。

STA189+00 X=-123,440.5564 Y=-38,013.6513

STA190+O0 X= 123,402.4098 Y=-37,921.2158

標高の測定にあたっては、下記のベンチマークを用いた。

ケヌフチ川第六農道橋BENCH-MARK H=28.718m

3 土層（図V-3)

I 表土層（黒色腐植土）

Ⅱ 灰白色軽石層(Ta-a 樽前a降下軽石層）

Ⅲ－1 黒褐色腐植土層（美沢川流域遺跡群の「第1黒色土層」に対応する）

Ⅲ－2 黒色腐植土層（同上下位）

Ⅳ－1 灰白色軽石層(Ta-c 樽前c降下軽石層）

Ⅳ－2 灰黒色軽石層（同上下位樽前c降下軽石層が腐植化したもの）

V 黒褐色腐植土層（美沢川流域遺跡群の「第Ⅱ黒色土層」に対応する）

Ⅵ－1 褐色土層(V～Ⅶの漸移層上位）
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図V－2調査区の設定

-192-



／ Ⅲ
－
2 1

1
5

H

王
.
函

唾

_Z
一
一
一
一
~－

Z二
1一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

１ 畳 Ｃ い Ｉ

苗
一
一
一

L
一
二

一
一

Ⅵ
Ⅱ
一
一

ゴ
ー

Ⅳ
－
1

▽

一

黒
褐
色
腐
植
土
層
(
第
1
黒
色
土
層
）

黒
色
腐
植
土
層
(
第
1
黒
色
土
層
）

灰
白
色
軽
石
層
(
樽
前
c
降
下
軽
石
層
、
Ta
-c
）

灰
黒
色
軽
石
層
(
T
a
c
が
腐
植
下
し
た
層
）

黒
色
腐
植
土
層
(
第
Ⅱ
黒
色
土
層
）

褐
色
土
居
(
漸
移
層
）

黄
褐
色
土
居
(
漸
移
層
）

Ⅲ
－
1

Ⅲ
2

1
V
－
l

l
V
2

V Ⅵ
－
1

V
1
-
2

二
一

一

一

Z二
｣＝
言
一
一
一
一

一

弱
.
…
』

一

Ｊ
一

一
一 坪

~

一
~

蕊
翠
唖

~

I

~
－
－
ニ
ミ
ー
Ⅵ
豆
－
－

I
(
J
J

1
1■

什 緬

図
V
－
3
土
層
断
面
図



1
5

2
0

1
0

5
0

一 寺 判 Ｊ 半 酌 晦 雲

~
C

ノ

ミ
二

ゾ ノゾ ノ
／

一
-
一
一
一
一
一
一
-一
二
二
~
_
~
’
一
｢
－
－

~
一

/一
二
一
/'

/一
二
一
/'

４ －４ －

一一

’
二
一
"こ
呈
渉

jf
こ
呈
沙

上．
=
＝
＝

T
P
－
5

蟇
~~

１ 一 一
一

一

１ 一 一
一

一
一

Ｊ 一 一

‐ ｌ ｌ ｌ Ｔ

－

４ 一 一 一

一

一
ー
一
）
ご
ﾃ
ｰ
-
-
~
‐
アー
マ

~
~
~

~
~
~

察 ′
~

_
～
～
〆
汲

ア
T
ｰ
～
～ へγ ／

H
～

、

－
－

、
~

)
F-
1

、
~

ヨ
ュ

一

、

ｱ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ
ﾐ

、

、

～
≧
ミ

１ 」 Ｃ や Ｉ

罫
〃

Y〈 ~ぞ

ゾ

I
Ⅲ

③
Tピ
ッ
ト

焼
土

0
5

’
○

｜
，

，
‘

，

等
高
線
は
調
査
終
了
面
(
Ⅵ
層
下
底
)
の
地
形
を
示
す

釦
m

l

図
V
－
4
遣
構
位
置
図



4遺構

Ⅵ 2 黄褐色土層（同上下位）

Ⅶ 黄褐色ローム層(En-a 恵庭a降下軽石層の風化したもの）

Ⅷ 黄褐色軽石層(En-a 恵庭a降下軽石層）

4 遺構（図V－4～7）

(1) Tピット

TP-1 (図V-5)

位置G-18-d, G 19 a

規模 1．70×1.13/1.20×0.50/1.44m

特徴 調査区北東隅のⅥ層下部で黒色土の落ちこみを発見､覆土を掘り下げてTピットであることを

確認した。東端部は道路の法面で上部を削られており、西辺には電柱の埋設孔があるが、擴底に

は達していない。曠底のプランは隅丸長方形状である。覆土最下層の黒色土はV層が落ちこんだ

もの、 17～20層はⅦ層が崩落したものとみられる粗い砂礫である。覆土上部はV層（黒色腐植士）

とⅥ．Ⅶ層が混じりあっている。構築直後に表土が落ちこみ、つづいて壁の上部が崩落、上半部

が大きく開いたものと推定される。曠底には2つの小穴の跡があった。径は約4cm、断面をみる

といずれも先端を鋭く尖がらせた杭を打ち込んだものと推定される。

時期周辺の出土遺物、確認層位などから、縄文時代中期以後の遺構と推定される。

TP-2 (図V-5)

位置H-18-a

規模 1.03×0.73/0.80×0.25/0.98m

特徴調査区東端のV層下部で確認した｡東半部は確認された深さの中ほどまで､道路法面で削平され

ている。確認されたプランは小判型である。曠底は一端が角ばる長方形状をなしている。覆土下

部には黒色腐食土（17層）を挟んで、Ⅶ層の崩落したものとみられる粗い砂が堆積している。曠

底に杭跡が一つ確認された。深さは約24cm、先端を尖がらせた木を打ち込んだものである。

時期確認層位、周辺から出土した土器片などから、縄文時代中期以後の遺構とみられる。

TP-3 (図V-6)

位置 I-11-c

規模 1．38×1.50/1.10×0.50/1.10m

特徴調査区中央部の南向き斜面に位置する｡V層下部で黒色土の落ちこみを発見､覆土を掘り下げて、

Tピットであることを確認した。確認したプランは小判型、曠底は幅が広くほぼ水平、曠底のプ

ランは隅丸長方形状である。墳底面に二つの杭跡がある。TP-1の3つの杭の位置関係と比較

すると、 さらに一つの杭跡があるとも考えられるが、検出されなかった。覆土2層は折りたたま

れたような状態に堆積している｡斜面上部から流れ込んだ土が埋まりきっていない窪みに入り､摺

曲したものと推定される。覆土下部には壁上位の漸移層が崩落したものとみられる、灰色ないし

褐色の粘質土が堆積している。

遺物覆土3層より Ⅲ群b－1類の土器片が2点出土した。

時期確認した層位､周辺および覆土3層中から出土した土器片などから、縄文時代中期以後の遺構と

推定される。

TP-4 (図V 6)

位置H 4-d, H 4-a, H-3-c, H 4-b
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Vケネフチ8遺跡

規模 1．27×0.98/0.98×048/1.46m

特徴 調査区西部斜面のV層下部で発見した｡確認面のプランは小判型､曠底は長方形をなしている。

確認面は大きく傾斜しているが、曠底はほぼ水平である。塘底面に三つの杭跡を確認、いずれも

先端が尖がった木を打ち込んだものと推定される。 3カ所とも上部が東に傾いている。覆土下部

には壁の崩落士とみられる砂礫が堆積しているが、他のTピットに比べて崩れかたが少なく、こ

の遺構は構築当初の形態を比較的よく留めているものと考えられる。壁下位の灰色砂質土は、非

常によく締まっており硬い。

TP-5 (図V 7)

位置G 1 d, G-2-a

規模一× （0.85）／－×0.33/0.88m

特徴 調査区西端部の斜面にある。確認されたのは南西端部のみで、大部分は調査区外にある。確認

面のプランはTP-4と同様に小判型をなすものと思われる。調査区外の曠底に杭跡がある可能

性がある。検出された範囲に杭跡はない。土層断面をみると、北西側の壁が動いている様子が分

かる。

（2）焼土

F-1 (図V-7)

位置H-13-d

規模0．25×0.22/0.08m

特徴調査区で最も高い平坦部にある。確認面はV層中である。 1 ･ 2層はV層に灰が混入したもの。

3層は焼けていない。

遺物遺物は出土していない。

時期検出層位および周辺の出土遺物などから、縄文時代中期の遺構と推定される。

F-2 (図V-7)

位置H-l3-c, H 14 b

規模028× (0.24)/0.07m

特徴調査区で最も高い平坦部、 F－1の東約2mのところにある。確認面はV層下部。 1～3層は焼

けたV層に灰が混入したもの。

遺物内部から焼けた黒曜石剥片が4点出土した。

時期検出層位、周辺の出土層位などから、縄文時代中期の遺構と推定される。
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5遺物

(1)土器（図V－9･ 10)

I群b-4類、Ⅲ群a類、Ⅲ群b-1類、V群c類、Ⅵ群土器が出土している。主体はV群c類土器でⅢ群

b-1類土器がこれに次ぐ。

｜群b-4類土器（図V－9-1 ･2)

1 ．2は撚糸文風の羽状縄文が施されたもので同一個体と考えられる。

l l l群a類土器（8）

太い原体で明瞭な斜行縄文を施文した破片が散点的に出土している。8は口縁に付けられた突起の肩

部分である。表面には斜行縄文が施され、内面は磨かれている。胎土中には「繊維」が認められる。

織篝謬臓

…

溌鞠蕊篝繍息蕊輪聯，綱、
篁謹

'、／8

蝿
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煮
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図V-8 1群･ l l l群土器
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Vケネフチ8遺跡

| | |群b-1類土器(3～7．9～13)

口縁の貼付帯に半裁した竹管状の施文具で刻みや沈線を施し地紋に結束の羽状縄文を施したものが調

査区のほぼ全域から出土した。3～7･9･ 10は口縁部である。3～6は突起を有すもので、貼付帯の上に

半裁した竹管状の道具で刻みや沈線を施している。3は貼付帯の間に刺突を施している。7の口唇上面

に施されるのは縄の刻みで、 9は貼付帯の上に縄を押捺している。 1l～13は底部である。

V群c類土器（図V-10-1～25)

主体となるものでⅢ～V層から出土している。器形は深鉢形と浅鉢形のものが見られ､口縁部の点数

では後者がやや多いようである。文様は口縁部等に縄線文､沈線文が施され、口唇付近に縄や棒状の施

文具による刻みが施されるものが多い。地文には縄文が施されている。

深鉢形土器（1～7． 10）

1は唯一復元が可能であった深鉢形土器である。口唇には縄の刻みが施された低い突起部を有し、や

や内側に湾曲する口縁部には6～7本の縄線文が横冠している。縄線の軌道上には縄端を止めた結び目

も押圧されている。2～6･ 10は平行する数条の沈線が施文されるもので、4･5･10は口唇の表面側がや

や張り出す。6．7は口唇の突起から下垂する貼付帯がつ<｡4･ 10の沈線下位には竹管もしくは縄の端

部で刺突が施される。

浅鉢形土器（8．9． 11～25）

8．9･ 11 ･ 12は細目の不安定な沈線と口唇に刻みが施される口縁部である。8･9は同一個体で8には

内側を向く口唇の面には螺旋状に押捺された縄が二つ並ぶ装飾性の強い文様が施されている。13～16･

20は縄の刻みが入る突起部を有するものである。20の傭撤した器形はラグビーボール形を呈する。17~

23は縄文が施された口縁部である。24．25は底部で、 24の胴部には細目の沈線が描かれている。

V|群土器(26)

同じ個体の破片が出土している｡26は口唇に小突起を有す深鉢形の土器である｡表面には横冠する微

隆起線と縞状の縄文が施されている。

(2)石器（図V 10･ 11、図版V 5)

石雛（1～13）

1～3は無茎のもので、 1,2は基部が内湾する。3は若干基部が外湾する。4～13は有茎のもので、4～

9,11は主要剥離面を残し、周辺だけを加工したものである。 12,13は基部先端を欠く。石材はいずれも

黒曜石である。

スクレイパー（14,16）

14は剥片の下部に浅い挟があるもので、 ドリル的な用途を持つものと思われる。 16は尖頭部を持つ

もので先端部を欠く。右側縁に刃が付く。石材は14が黒曜石、 16が安山岩である。

くさび型石器（15）

上下両端が使用によりつぶれたものである、石材は黒曜石である。

Rフレイク （17）

黒曜石製で、両側縁のほぼ中央付近と右側縁の中央やや上部に浅い挟が入るものである。

石核（18）

メノウ質頁岩製のものである。

石斧（19）

細長い原石の周辺を加工したもので、片面はまったく磨かれていない。石材は粘板岩である。
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5遺物

たたき石（20～22）

いずれも自然礫を利用したもので、 20は左側縁と真ん中付近に敲打痕を残すもの、 21はほぼ全面に

敲打痕を残すもの、22は先端部の一端に敲打痕を残すものである。石材は20,22が砂岩、21が安山岩で

ある。

くぼみ石（23）

表裏面に凹みを有するもので、石材は安山岩である。

台石（24～26）

24は破損品で、表面に敲打痕が認められる。25は偏平な礫を利用したものでわずかに使用痕が認め

られる。26は方形の自然礫の3面に敲打痕の残るものである。石材は25が砂岩、 26が安山岩で、 24は

安山岩かと思われる。

すり石（27）

荒い安山岩の自然礫の片面を擦ったものである。

砥石（28～30）

28はたたき石の転用品で上下端に敲打痕がある。29,30はともに棒状の原石の2面に研いだ痕のある

ものである。石材はすべて砂岩である。

八 へ
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図V-10包含層石器(1)
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6 まとめ

6 まとめ

出土した土器片1,200点余りのうち、約2割がⅢ群（縄文時代中期)、 8割ちかくがV群c類（晩期）

に属するものである。ほかに早期や後期のものもわずかにある。器形を復元できたものはない。遺物の

分布傾向をみると、 群土器は調査区のうち最も高い標高約34mの平坦部を中心に周辺の緩斜面に広がっ

ている。石斧やたたき石などの礫石器も緩斜面に多い。V群c類土器（縄文晩期後葉）は大部分が頂上

部に集中している。

遺跡が立地する尾根は北半部が土取りで失われているが､以前の地形図を見ると､頂上の比較的平坦

な面は北西方向に続いており、20×30mほど

の面積があったらしい｡本来の地形と遺物の

分布状態からみて、縄文時代中期・晩期とも

にこの平坦部が遺跡の主体部であった可能性

が強い。平坦部で見つかった2カ所の焼土

は､縄文時代中期頃に人が居住していたこと

を示唆している｡晩期の遺構は検出されてい

ないが､遺物の出土状態からこの時期にも尾

根上が利用されたものと推定される。

Tピットは調査区の東西に2基ずつ、中

央部に1基が位置している｡いずれもV層中

ほどから掘り込まれており､構築時期には大

きな差異はないものと考えられる｡規模には

多少の差異があるが形態はよく似ている｡調

査区外に張り出しているTP 5を除く他の

4基の曠底には、 l～3カ所の杭跡が検出さ

れた。Tピットは列をなして分布すること

が知られている。しかし､今回調査した5基

からそのような列を読み取ることはできな

い。 また遺物の分布状態とも直接に関連づ

けることもできない。

遺物包含層は調査区から、 さらに南方の

平地まで延びていた可能性がある。平地部

は畑や住宅地に利用されていたところで、

トレンチ調査を行ったところ、地山まで削

平された状態であった。前述したように、

遺物の分布は尾根の頂部から南斜面下位に

向かって少なくなっており、本遺跡が平地

部までつづいていた可能性は少ない。
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7資料一覧

表V－4遺構出土遺物一覧

表V－5包含層出土分類別土器一覧
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表V－6包含層出土石器等機種別一覧
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7資料一覧

表V－7包含層出土掲載土器一覧

図 層位層位図版 ｜番号 番号｜分類 ｜ 出土区分類 出士区
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表V 8包含層出土掲載石器等一覧

図版 番号器種
1 右雛
2 七鑑
3 七雛

4 七鍼

デー石雛 一

6 七雛
7 七簸

8 恒鑛
ず 石顕

10 七鍼
11 右鍍
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1丁一石雛
14 スクレイノミー

15言型癖；
16 スクレイバー

17 Rフレイク

18 石核
19 七斧
20 たたき七

21 たたき,b
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23 戸巌…ー
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亜

郷

９

０

１

４

４

４

５

０

０

５

７

０

９

９

９

１

弧

Ｉ

お
判
師
団
α
α
刀
９
９

V-l1

V~= II 11.57× 9.70× 3.74

利
『
『
向
［

７

７

５

５

１

１

１

１

×
一
×

9.'70× 秘
一
銅9.70×

恥
一
榊
一
堀

×

×
｜
×

”
｜
銅
一
羽

×
一
×

×

秘
一
麺
一
釦
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Ⅵ自然科学分析

l 「キウス5遺跡：放射性炭素年代測定」

京都産業大学理学部山田治

試料の名称取上番号 '4C年代(BP)測定番-号 試料番号遺構・層位

炭化木材

炭化木材

炭化木材

炭化木材

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

自然木

３

４

中

中

囑

噌

層

層

層

咀

咽

峠

峠

層

層

層

ｂ

ｂ

Ｃ

ｄ

ｄ

土

土

化

化

５

訓

孔

５

５

５

５

５

焼

焼

炭

炭

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

０

０

０

０

０

０

５

０

０

０

０

０

８

６

９

６

５

６

３

４

６

５

７

６

士

十

一

十

一

十

一

士

十

一

十

一

十

一

十

一

士

十

一

十

一

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

５

８

６

４

８

６

２

０

５

４

６

２

３

４

５

３

１

３

０

５

７

８

９

２

２

３

２

２

２

２

４

４

４

４

４

KSU-2438

KSU-2439

KSU-2440

KSU-2441

KSU-2442

KSU-2443

KSU-2444

KSU-2445

KSU-2446

KSU-2447

KSU-2448

KSU-2449

、

）

勺

１

７

一

勺

１

う

会

勺

。

４

‐

戸

。

〆

０

『

ノ

、

芯

Ｏ

ゾ

勺

１

ａ

ｌ

勺

１

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

８

３

２

２

~
~

Ｃ

Ｃ

Ｋ

Ｋ

１９

９

４

８

２

８

６

３

８

４

６

０

３

８

５

Ｑ

ｏ

Ｑ

４

〃

Ｊ

５

２

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ
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Ⅵ 自然科学分析

2 「千歳市キウス5遺跡出土動物遣存体」

千歳市教育委員会埋蔵文化財センター 古一
｢可 橋 理

はじめに

北海道埋蔵文化財センターによる千歳市キウス5遺跡の発掘調査において､上下2つのレベルを異に

する焼土遺構が検出された。これらの焼土は上下いずれも縄文時代晩期に属する遺構で､剥片などの遺

物の他に、貝皮や骨片などが含まれていることが判明した。そこで、これらの焼土の全サンプリングが

行われ、フローテーション法による炭化種実の回収プロセスに組み込むことによって、少量ではあるが

動物遣存体が検出された。

同定されたのは、皮のみを残す淡水産貝類（カワシンジュガイMaIgaIm花ralaevisなど)、サケ科魚

類、イヌ科の哺乳類およびシカ（エゾシカarvusnjpponyesoensis)などである。全体に細片化が進ん

でいる。

上層の焼士、下層の焼土の遺構番号順に結果を記載した。種（あるいは科まで）および部位が判明し

ているものについては破片の大小にかかわらず､点数記載法を採り、部位の明確でない種不明遺物につ

いては点数記載法とともに原則として重量記載法を併用した。なお重量の測定は0.19までとした。

また他の記号は以下の意味を示す。

fr. 破片 per. 完形

p.e. 近位端 d.e. 遠位端 St. 骨幹

なお、学名は奥谷・波部(1987),阿部(1981), 中村(1982),関口ほか(1974),林(1982)によった。

出土動物遣存体

出土した動物遣存体は次のとおりである。

軟体動物門 Mollusca

二枚貝綱Pelecypoda

古異歯目 Paleoheterodonta fam.indet.

カワシンジュカイ科？ Margaritiferidae？

イシガイ科？ Unionidae？

脊椎動物門Vertebrata

硬骨魚綱Osteichthyes

サケ科Salmonidae gen.etsp. indet.

サケ？ OncoIync加skem（Walbaum） ？

哺乳綱Mammalia

イヌ科Canidae gen.etsp. indet

シカ科Cervidae

シカ （エゾシカ) CbrvusnjpponyesoensiS
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表|V-1 キウス5遺跡出土動物遣存体

遺構名サンプル個所 動物遣存体 部位 遣存部位数量 重量 備考

Ⅲ-5層UF-13焼土 イヌ科

骨

骨

骨

骨

の
①
獅
識
識
幟

骨

骨

骨

骨

骨

骨

手

手

泌

~

沈

脈

中

中

趾

趾

趾

趾

Ｉ

Ⅱ

く

く

~

く

第

第

指

指

指

指

１

１

１

１

１

３

釘

ｃ

釘

息

ｅ

Ｌ

ｐ

ｄ

ｐ

ｐ

ｄ

ｆ

哺乳類 12.69274

V-l層LF-13焼土 サケ科

他魚類

椎骨 廿 137

28
庁
ノサ

〈
『
ロ0.99

LF-14焼土 貝類

サケ科

他魚類

皮

椎骨 h 69

含サケ

クルミ？片

0.79

LF-15焼土 貝類

サケ科

他魚類

シカ

哺乳類

皮

椎骨 h 16

含サケ微量

中手・中足骨 fr つ

．

／

０

３１

10.29

皮

椎骨

中手・中足骨

LF-16焼土 貝類

サケ科

シカ

哺乳類

h

fr

１

４

０
６

5.69

引用文献

阿部宗明

奥谷喬司,波部忠重

関口晃一ほか

中村守純

林壽郎

『原色魚類検索図鑑』 9版北隆館

『学研生物図鑑貝 Ⅱ』 5刷学I学研生物図鑑貝 Ⅱ』 5刷学

1981

1987

1974

1982

1982

習研究社

『アニマルライフ動物分類表」NO.152

『原色淡水魚類検索図鑑』 7版北隆館

｢動物 Ⅱ」 『標準原色図鑑全集」20 19刷 保育社
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3 「北海道千歳市キウス5遺跡で検出された植物種子」

北海道大学文学部吉崎

同上 椿坂

一

代

昌

恭

(1)遺跡に関する情報

遺跡の所在：千歳市中央852-18 ほか

調査機関： （財）北海道埋蔵文化財センター

調査担当者：鬼柳彰ほか

調査日時：平成6年5月6日～平成6年10月29日

掲載報告書：北海道埋蔵文化財センター報告第集

資料の年代：サンプル土壌を採集した遺構によって縄文時代晩期から擦紋時代以降に及ぶ。遺

構LF-18～LF-21は縄文時代晩期かそれ以前。UC-26,30はおそらく擦紋時代以降。

その他の資料は縄文時代晩期中葉と考えられている。

(2)あつかった資料の性格

抽出された種子には､泥炭質の地層から出土したものによく見られる黒ずんだ色彩を持つ酸化した種

子と、明らかに炭化した種子の2種類が認められる。炭化した種子は、おそらく直接の人間生活との関

わりのなかで加熱されたもので､酸化した種子は、当時の集落をとりまく環境の中で加熱を受けない状

況下で残存、時間経過で酸化したと思われる。したがって、 ともにこの遺跡に居住していた人間集団の

周辺環境に存在していたものであろう。検出された炭化植物種子は総数で107粒、このうち分類のでき

なかった種子が42粒、ほかにクルミの堅果砕片が0.69抽出された。 また炭化した冬芽が5個みつかっ

たが、どの樹種にものか不明である。酸化した種子は約900粒、分類できなかったものが7粒ある。こ

れらの資料の出土遺構と同定結果をまとめて表Ⅳ－2に示しておく。

(3)同定結果

炭化した状態で出土した資料は、不明種子42粒を除き5属判明した。タデ属Pol)gonumL.,マタタビ

属Ac"nidiaLindl.,ブドウ属VMsL., ミズキ属CbmusL.,クルミ属JIIglansL.である。

酸化した状態で出土した資料は、雑草や開地性の木本種子が多い。ナス科SOLANACEAE,ヒユ科

AMARANATHACEAE,カヤツリグサ科CYPERUS,ナデシコ科CARYOPHYLLACEAE,マタタビ属

Ac"nidiaLindl. ,ニワトコ属SambucusL. ,タラノキ属AraliaL. , ミツバウツギ属SraphyﾉeaL.,キハダ属

Phe"OdendrOnRupr.,ブドウ属Ⅵ"sL., ミズキ属ComusL.などが含まれる。

これらの植物は北海道の遺跡から一般的に出土するものばかりであるといってよい｡マタタビ属とし

て分類したものは、サルナシAcImidiaarguraである可能性が高く、北海道ではコクワとしてよく知られ

るもの。ブドウ属はおそらくヤマブドウVi"scojgnatiae,クルミ属はオニグルミJUgﾉansa"anlhifbliaとし

てよい。タラノキ属としたものは、種子の形態から見てウドAraliacoIda画ではなく、むしろタラノキ

Ara/iaelaraであろう。表層の撹乱された土壌によく見られる植物で、樹皮や根は薬用として、新芽は山

菜として利用されている。コクワやブドウはいまでも食用としての利用度が高い。クルミ堅果砕片は炭

化しており、加熱の痕跡のないものは殆ど見られない。この様な出土状態が一般的であることを考える

と、 クルミを利用するのには加熱して破砕するプロセスが用いられていたのであろう。
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表Ⅳ－2 キウス5遺跡出土種子 ［未炭化種子］

遺構名 層位 トス科

(粒）

サンプル

採取位置

ヒユ科

（粒）

カヤツリグサー科

（粒）

プーデシコ利

（粒）

マタタビ属

（粒）

ニワトコ属

′q降し､

（モbLノ

タラノキ属

（粒）

'バゥッギ属

（粒）

キハダ属

（粒） （片

ブドウ属

（粒） （片

ミズキ属

（粒） （片）

不明種子

（粒）

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

剥片集中b-3-二

剥片集'1｣c←2-イ

剥片集中d3-p

土城

土曠

土曠

炭化物集中

炭化物集中

炭化物集中

炭化物集中

炭化物集中

４

８

９

２

３

４

｝

《

》

０

５

７

２

円

周

円

睡

睡

睡

配

匪

庄

恥

画

縣

口

四

四

四

ｑ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｕ

Ｕ

Ｕ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｃ

Ｃ

I 1

可
】

］

714 49 '4 ３1 1 I

副

ａ

５

５

５

－

１

１

１

１

１

１

５

５

~

~

~

~

~

~

~

~

Ｖ

Ⅲ

Ⅶ

Ⅲ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ｖ

Ⅲ

Ⅲ

４

１

３

７5ワ
ー
ヮ
ニ

４

月

３

４６

列

３

４

３

１

１

１

1 19 b

７３

３~
６

５

犯

５ 1 I

f十
回I 4 l()3 168 うく

企二J]4 '76
？
韓 10 ' 12 9４ 19

表Ⅳ－3 キウス5遺跡出土炭化種子

サンプル採取位置 屑位 タデ属（粒吐構名 マタタビ属（粒） ブドウ属（片） ズキ属（粒） ｸﾙﾐ属(9) 不明種子（粒）

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼土

焼二t

焼土

焼土

炭化物集中

剥片集1 1 'c－1－イ

住居跡

炭化物集中

Ⅲ－1

V 1

V l

V l

V‐I

ｊ

ｊ

２

３

芽

芽

久

、

久

、

３

３

４

５

６

７

１

２

３

８

０

１

３

１

５

１

１

１

１

１

２

２

２

２

３

３

３

ｃ

３

４

Ｆ

Ｐ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｐ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｐ

Ｃ

Ｆ

Ｈ

Ｃ

Ｕ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｕ

Ｕ

Ｌ

Ｌ

1 1

1

1

32 27

０

０

１

０

０

Ｐ

、３

１

－

３ １

()‘ 12

9

０

２

５

６

０

０

１

ｌ

・

ｎ

ｏ

‐

１

５

Ｖ

Ⅲ

皿

’

1

1

０

５

０

心

く

０

う1
全Ⅱ

~4句

斗。 ’ 41
〒I〔)_60
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4.千歳市キウス5遺跡出土炭化木材の電子顕微鏡観察

（財）北海道埋蔵文化財センター西脇対名夫

l.はじめに

本年度のキウス5遺跡の調査では、低位の段丘を構成する堆積物中で多くの焼土・炭化物集中が確認

され、遺構数の大半を占めている。しかしこれらは一般に規模の違いなどを除けば特徴に乏しく、特に

炭化物集中は遺物の出土も稀であるために､発掘時の観察のみからその性格を窺うことは難しい。そこ

で遺構から炭化木材の試料を採取してその観察から焼土や炭化物集中の特徴を明らかにする可能性につ

いて検討した。具体的には組織の観察から樹木の分類について推定するにとどまったが､一応その結果

を示して今後の調査方法の検討に備えたいと思う。

木材の組織については農林水産省森林総合研究所の平川泰彦先生に多くの御教示を頂いた｡また電子

顕微鏡を用いての観察には当センター花岡主任の懇切な指導があった｡特記して感謝申し上げたい。も

とより観察・同定の内容における誤りは筆者のものである。

2.試料の採取・観察方法

試料とした炭化木材は､発掘中に木材の原形をある程度保っていると判断して形状や採取位置を記録

し番号を付けて取り上げたものと､遺構土壌の浮遊選別によって得られた炭化木材片の中から無作為に

選び出したものとがある。

いずれも風乾後、一塊の材片から安全カミソリ刃を用いて一辺3～5nnの立方体3個を切り出し、径

10mmの試料載せ台に3個を並べて実体顕微鏡で観察しながらそれぞれ木口面・柾目面・板目面を上に向

けて接着した。取り上げ番号のあるものは基本的に同一の木材に由来する材片と考えられるので試料1

件について1組の検鏡用試料を製作した。また浮遊選別で得たものは1箇所の遺構につき3～5塊の材片

を無作為に選び、それぞれ1組の検鏡用試料に加工した。

試料はイオンスパッタリング装置で金被覆(被膜厚300～500A程度）し、走査型電子顕微鏡（日本電

子製JSM-T200型）を用いて観察した（加速電圧25kV、WD=20m)。また必要に応じて6×7判の写真撮

影をおこなって組織細部の検討材料とした。

ここでは遺構13箇所から採取した60件の試料を観察した結果について述べる。

3.属名の推定

木材の樹種同定を目的として各試料を観察した結果を表1に示す｡概ね問題なく推定できると思われ

たものとしてカエデ・カツラ・ トネリコ・ハリギリ ・モクレン・クワ・コナラ・サクラの各属があり、

疑問が残るが可能性のあるものとしてマタタビ・ハンノキ・クリ ・ ミズキ・アサダ・ニガキ・ニワトコ・

ブドウの各属が数えられた。

属名推定の作業上主に問題となったのはコナラ属とクリ属の弁別であった｡コナラ属には広放射組織

という大きな特徴があるが､小さな検鏡用試料の中には現われない場合があり、組織のよく似たクリ材

との区別に迷う場合が多かった。佐伯浩(1982)はクリの道管放射組織間壁孔は不揃いな卵円形、 ミズ

ナラでは横に連なる傾向があることを指摘している｡今回観察した範囲では道管放射組織間壁孔は横に

連なった例が多く （写真4)、卵円形に近いもの(写真2)は稀であった。いずれにしても検鏡用試料製作

の時点で､実体顕微鏡下で広放射組織の有無を確認しておくべきであった。ハンノキ属と推定したもの
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の集合放射組織が確認できず疑問の残った試料(LC-41～44のNo.7)についても同様な反省をしている

ところである。

4.推定結果からみた遺構の性格

l遺構あたりの検鏡試料数は多くないが、UC-3･CC-9のようにその全てが、 またKC-27のように比

較的多くの試料のほとんどが同じ属と推定された遺構については､通常の焚き火跡というより1個の株

が燃えた際の産物である可能性を考える必要が必要があるかも知れない｡明らかに焚き火の跡とみられ

るLF-15･22などでも同様な結果が出ているので、樹種同定のみからこうした推定をおこなうことはで

きないのであるが､発掘中に確認された特徴と併せて判断の材料となることは事実であろう。特にUC-

3やKC-27など現場で炭化木材の出土位置ないし個体の区別をしながら取り上げた例については無視で

きない結果であると言える。今後こうした観察例を増やすことによって、さまざまな燃え跡の類型を区

別できるようになることが期待される。

推定された属名から実際に木材が由来した可能性の高い樹種を考えてみると、 ミズナラまたはカシ

ワ．コナラ、ヤチダモまたはアオダモ、イタヤカエデなどのカエデ類、カツラ、ヤマグワなどが考えら

れる。いずれも道央地方の森林にごく普通の樹種であり、遺跡付近の林や河畔で無作為に落ち枝や流木

を集めた場合にこのような構成になることは十分ありうるであろう。今回の結果をみる限り、燃やされ

た木材に意識的な選択が加わっていたとは言いにくい。

5.今後の課題

今回観察した試料の多くは通常の地上部分の木材とみられるもので､その組織について解説した文献

を幾つか参照することができたが､株の燃え跡などを考える上では今後根の組織についても標本を集め

ながら樹種の識別を試みていく必要があろう。

同定結果からは縄文時代中期以降､現在と大差のない樹種構成の森林が遺跡の周囲にみられたものと

推定された。しかし現在かなり普遍的に見られるにもかかわらず､炭化木材として確認されなかったも

のもある。例えばシラカンバなどのカバ属、オニグルミ属、チョウセンヤマナラシなどのハコヤナギ属、

ヤナギ属、シナノキ属、ハルニレ・オヒョウなどのニレ属、そして針葉樹は全く欠落している。これら

がいずれもどちらかと言えば軽軟で耐朽性に乏しい木材であることは注意される点で､おそらく燃料と

して使われていても大きな炭化材片として残る確率が低いとみられる。また先に述べたように落ち枝や

流木を主な燃料とした場合には腐朽のためにこれらの樹種の割合が低下することも考えられる｡ある程

度腐った木材が一般に生木より乾燥しやすく点火しやすいことは我々もよく経験する．ところで､当時も

朽ち木が燃料として好まれていたとすると､耐朽性の低い木材が組織を保って炭化する機会は少なくな

るであろう。今回観察した例ではKC-27出土のカツラ材の多くで柔細胞が形状を失っており、やや腐っ

てから燃えた可能性を示しているほか､他の遺構の試料でも組織の中に菌核･菌糸らしいものが見られ

る例もあった｡今後こうした腐朽の状態について体系的に観察する作業、また炭化していない木材の樹

種同定を進め、炭化木材による結果と比較する手続きが必要となってくるものと思われる。

同定される樹種の内容に上記のような制約がある可能性を考慮しても､今回の結果からは遺跡の形成

当時クリやトチノキが付近に豊富に存在したとは考えにくい。縄文時代以降の本州では重要な食料で

あったと考えられるこの2種の樹木が積極的に北海道､特に現在自生の北限とされている道央やそれ以

東へ移入されていたかどうかは興味深い問題である（山田1993)。今回の調査で出土した縄文時代晩期

の木製品の1点がクリ材製とされているが（図Ⅲ-88の1)、 こういったものの意味を考える上でも今後
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とも種子や花粉とともに木材によってその有無を確認していく必要があろう。

引用文献

佐伯浩1982『走裂

山田悟郎1993「北

45巻第4－号pp.13-22

『走査電子顕微鏡図説木材の構造』 日本林業技術協会

〕 「北海道の遺跡から出土した植物遺体について－堅果類を中心と して」 『古代文化』第

-217-



Ⅵ 自然科学分析

獄′
鍛

斡．

9 －詮 、
再 ． 迩丸

鶴
騨
鶏
礒
烈
識
》
識
識
識
鱗
識

~蕊
鴬

鋤
…

写真2 LF-15 prp.2柾目面750倍写真I LF15 prp.2木口面50倍

写真3 LC-45 prp.4木口面75倍 写真4 LF-14 prp.5柾目面350倍
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蕊蕊

写真5 UC-3 No. 1柾目面 1000倍 写真6 UC-8 No.2柾目面 1000倍

写真8 LC-41～44 No.5柾目面200倍写真7 KC19 prp4柾目面750倍
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写真9 LF-14 prp.3柾目面200倍 写真IO LC-41～44 No.6柾目面75倍

写真| | KC19 prp.5柾目面350倍 写真|2 LC-45 prp. 1柾目面 100倍
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表Ⅵ－4炭化材組織観察表

遺構名層名 取上番号試料名 道管 放射組織 軸方向柔組織ほか 推定属名 年代 備考

環孔材｡孔圏道管l~2

列｡小道管単独ないし2

個放射方向に複合｡単

せん孔。らせん肥厚な

し｡チロース。

ほぼ同性､上下端に

方形細胞｡1-3細胞幅。

数-40細胞高｡単壁孔。

擦文以降？UC－3 ターミナル柔組織。 トネリコ属

単壁孔。

No. 1 plp. '

環孔材｡孔間道管1－3

列｡小道管単独ないし2

個放射方向に複合｡単

せん孔｡らせん肥厚な

しハチロース、

同性。1-3細胞幅｡高

くない｡単壁孔。

写真5ターミナル柔組織

3-7細胞隔｡繊維に有縁

壁孔。

トネリコ属No.2 I〕IP. ’

環ｲL材｡ｲL瞳|道管l~3

列｡小道管単独｡単せ人

孔｡らせん肥厚なし｡チ

ロースハ

同性｡1-3細胞'呪｡高 ターミナル柔組織 i､ネリコ属

〈ない。 3－5細胞幅｡単壁孔｡周

囲柔組織顕著｡晩材に

ピスフレック。

No.3 p1p. I

環孔材｡孔間道管1-2

列｡小道管単独｡単せん

孔｡らせん肥厚なし｡道

管放射組織間壁孔小さ

いハチロースヘ

同性｡1-3細胞幅｡高 ターミナル柔組織

<ない。 5~6細胞'隅｡周囲柔組織

顕著｡繊維に有縁壁孔。

晩材にピスフレック。

1,ネリコ属No.4 prp･ ］

環孔材｡孔圏道管1-2

列｡小道管単独ないし2

個放射方向に複合｡単

せん孔。らせん肥厚な

し･チロース。

同性。 i－3細胞幅｡数 ターミナル柔組織 トネリコ属

-10数細胞高。 9-1 ］細I胞I賑。

No．5 p巾. ’

環孔材｡孔圏道管1-3

列｡小道管火炎状配列。

単せん孔。らせん肥厚

なし｡道管放射組織間

壁孔横に連なる。チ

ロースハ

｜司性｡単列｡高くない。

広放射組織は見られな

い、

周囲仮道管発達。 二7ナラ属 （クリ属） 擦文以降？UC－8 No. l prp･ ’

散孔材｡2-3個が放射

状に複合｡単せん孔｡ら

せん肥厚なし｡道管相

互壁孔は対列状･階段

状。 環孔材。小

直立細I胞を含む異

性。l~2細胞幅｡かなり

高い。

ターミナル柔組織モクレン属

3-4細胞幅｡

写真6No.2 pl-P､ 1

道管火炎状配列｡単せ

ん孔｡らせん肥厚なし。

道管放射組織間壁孔横

に連なる｡チロース。

同性｡'八2細胞'隅｡高く

ない｡広放射組織見ら

れない。

。ナラ属 （クリ属）No3 pIp.I

同上｡孔圏道管l ‐2 同性｡1-2細胞'隅｡10No．4 prp･ I

列。 紺|胞高未満｡広放射組
織は見られない。

周囲仮道管発達。 コナラ属 （クリ属）

環孔材｡孔圏外へ向

かって急激に小型化、

火炎状配列｡単せん孔･

らせん肥厚なし。チ

ロースハ

同性。 1-2細胞幅｡10

細I胞高｡広放射組織あ

h

コナラ属No.5 plp. '

環孔材｡単せん孔｡ら

せん肥厚なし｡多数の

交互壁孔､内孔レンズ

状。

司性｡1-4細胞'幅 トネリコ属なし prp. ]UC－26

環孔材｡単せん孔。ら 同性｡ 1~2細胞幅｡数UF-13 Ⅱ1-5 なし prP. l
せん肥厚なし。 ‐10数細胞高｡広放射組

織あり。

縄文晩期中葉コナラ属

散ｲL材◎単独ないし

2-3個が放射･横･斜め

方向に複合｡単せん孔。

らせん肥厚あり。

同性｡1-5細胞幅｡10 ターミナル柔組織 カエデ属

数-20数細胞高。 2-3細胞幅。

なし ”〕､2

潰れて不明確｡環孔

材か｡単せん孔｡らせん

肥厚あり。

確認できない《 樹木て

ない？

不明なし prp､3

環孔材。孔圏道管1

列｡小道管単独｡単せん

孔｡らせん肥厚なし｡チ

ロースo

散孔材｡単独ないし

2~3個放射方向に複合。

単せん孔。らせん肥厚

あI)、

同性･'－3細胞幅､単 ターミナル柔組織10 トネリコ属

列多い。 紺l胞'幅。

縄文晩期中葉LF-I4 V－l なし pIp､ 1

ほぼ同性､上下端に

方形細胞あり。1-5細胞

幅。

なし prp,2 ターミナル柔組織顕サクラ属 （カエデ属）

著でない。
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年代 備考遺構名層名 取上番号試料名 道管 放射組織 軸方向柔組織ほか 推定属名

写真9環孔材に近い。年

輪後半部の道管小｡

単独ないし2-4個放

射･横方向に複合｡階

段せん孔。らせん肥

厚なし。

直立細胞が3-4細

胞高に達する顕著

な異性｡1-4細胞幅。

20-40細胞高。

ミズキ属なし p叩.3

散孔材。単独ない

し2－4個放射方向に

複合｡単せん孔｡らせ

ん肥厚あり。道管放

射組織間壁孔は棺円

形、2列に横へ連な

る八

同性｡1-3細胞幅c

数-20数細胞高。

なし prp､4 (アサーダ属）

環孔材｡単せん孔。

らせん肥厚なし｡道

管放射組織管壁孔横

に連なる。チロース。

同性｡l~2細胞幅、

単列多い｡数-20細

胞高｡広放射組織は

見られない。

写真4なし prp､5 コナラ属 （クリ属）

環孔材｡孔圏道管

1-2列｡孔圏外急激に

小型化､火炎状｡単せ

ん孔。らせん肥厚な

し。道管放射組織間

壁孔横長｡チロース。

同性｡1-2細胞幅。

広放射組織見られ

ない｡

周囲仮道管顕著。 コナラ属 （クリ属） 縄文晩期中葉弁1
一L一LF-15 V－l Prp. ’

環孔材c孔圏道管

l‐3列。小道管火炎

状｡単せん孔｡らせん

肥厚なし。道管放射

組織間壁孔卵形｡チ

ロース、

同性｡1－2細胞幅。

広放射組織見られ

ない。

周囲仮道管発達。 クリ属 （コナラ属） 写真1 ．2なし Prp’2

環孔材。孔間道管

1-2列｡孔圏外急激に

小型化､火炎状｡単せ

ん孔。らせん肥厚な

し｡道管放射組織間

壁孔横長｡チロース。

ほぼ同性､方形細

胞含む？ 1－2細胞

幅｡広放射組織見ら

れない。

なし prp､3 周囲仮道管発達。 コナラ属 （クリ属）

環孔材｡孔圏道管1

列◎単せん孔｡らせん

肥厚なし｡チロース。

同性｡単列｡数~10 年輪幅きわめて狭 コナラ属
数細胞高｡広放射組ぃ。
織あり。

なし Prp､4

ほぼ同性､方形細

胞含む？ 単列｡広

放射組織見られな

W、

なし prp､5 環孔材。孔圏道管

1-2列｡孔圏外急激に

小型化｡単せん孔｡ら

せん肥厚なし｡道管

放射組織管壁孔横に

津なみ~チロース~

年輪幅狭い｡周囲仮 コナラ属 （クリ属）

道管発達。

同性｡単列。広放 年輪幅きわめて狭 コナーラ属 （クリ属） 縄文晩期中葉
射組織見られない。 い｡周囲仮道管発達。

環孔材。孔圏道管

1 －2列。小道管火炎

状？ 単せん孔。ら

せん肥厚なし。チ

ロース。

なしLF-22 V‐1 p叩. I

同性。単ﾀ'1．広放 周囲仮道管発達。 コナラ属
射組織あり。

環孔材。孔圏道管

1-2列｡孔圏外急激に

小型化､火炎状｡単せ

ん孔◎らせん肥厚な

し｡チロース。

なし p｢p,2

環孔材。孔圏道管

2-4列､単独ないし放

射方向に2-3個複合。

小道管単独できわめ

て厚壁｡単せん孔｡ら

せん肥厚なし。

異性､稀に上下端

に方形･直立細胞を

含む｡1-3細胞幅､単

列多い｡数-20数細

胞高。

段し prP､3 道管放射組織間壁 （ニガキ属）
孔と道管相互壁孔は

ほぼ同形。

環孔材｡孔圏外急

激に小型化､火炎状。

単せん孔。らせん肥

厚なし。道管放射組

織間壁孔横長。チ

ロースヘ

同性◎単列｡数-10

数細胞高｡広放射組

織あり。

なし prp,4 周囲仮道管発達。 コナラ属

環孔材｡孔圏道管1

列｡小道管火炎状？

単せん孔。らせん肥

厚なし｡道管放射組

織間壁孔横長？ チ

ロースハ

同性Cl~2細胞幅。 年輪幅きわめて狭 コナラ属
広放射組織あり。 い｡周囲仮道管発達。

なし P叩.5

ううウ
ーご・ どげ全一



4.千歳市キウス5遺跡出土炭化木材の電子顕微鏡観察

遺構名層名

LC-41 V-1

-判

取上番号試料名 道管

No. l Prp･ l 環孔材｡孔圏道管]~2

列｡ほぼ単独｡道管放射

組織間壁孔は他の壁孔

と同形｡単せん孔。らせ

ん肥厚なし。

Nn7 nm， 糾冷工| ホオ ･;首答丞ｳﾉ｣>か／

放射組織

ほぼ同性､方形細胞

あり。1-2細胞'幅｡10数

細胞高。

軸方向柔組織ほ力

周囲柔細胞発達。

推定属名

~トネリコ属
年代 備考

縄文晩期中葉

ほぼ同性。l‐3細胞 髄あり。菌糸顕著｡道管不明
幅。30細胞高以上のも 壁孔流れてらせん肥厚状
のあり。 に見える。

段せん孔｡らせん肥厚な

し。

No.3 p可〕.’ 環孔材｡孔圏道管1列。 同性◎単列。

小道管火炎状？ 単せ放射組織見ら；
ん孔。らせん肥厚なし。
チロースハ

低い｡広 年輪幅きわめて狭い｡道

れない。 管放射組織間壁孔は不規
則な卵形？

クリ属 （コナラ属）

No.4
PIT〕･’ 環孔材｡孔圏道管1-2 同性｡単列｡ほぼ10細

列｡小道管火炎状？ 単胞高未満｡広放射組織
せん孔。らせん肥厚な あり。

コナラ属

し、チローヌ

散孔材｡径小さく多数。 直立細胞が数細胞高 道管放射組織間壁孔横 カツラ属 写真8
単独のもの多く、2~3個 におよぶ顕著な異性。 に長く、階段状ないし対列
複合もあり。階段せん 1-2細胞幅。 状。
孔｡らせん肥厚なし。

環孔材｡孔圏道管l~3 不明。ほぼ同性でき ターミナル柔組織発達。 （ブドウ属） 写真10
列､単独ないし2-3個放 わめて高い広放射組織

ｌｐ

叩

１ｐ

ｐ

５

６

０

０

Ｎ

Ｎ

射方向に複合。単せん が目立つ。
孔。らせん肥厚なし。壁

L対列状

No.7 prp.I 散孔材｡2~5個が放射 同性｡l~2細胞幅､ほ （ハンノキ属）
方向に複合｡階段せん とんど単列｡5-10細胞
孔｡らせん肥厚なし。 高◎集合放射組織は見

られない。

LC-45 V-l なし prp､1 散孔材。単独ないし 極端な異性｡1~4紺l胞 道管放射組織間壁孔は （ニワトコ属） 縄文晩期中葉写真,2
2－3個が放射･横方向に 幅｡'0数細胞高｡ 対列状.階段状。
複合｡階段ないし単せん

孔。らせん肥厚なし｡チ
ロースワ

なし Prp･2 環孔材｡孔圏道管l~2 同性｡1-2細胞幅｡広 周囲仮道管発達。 コナラ属
列。孔圏外急激に小型放射組織あり。
化

厚

単せん孔。らせん肥

蛍し｡チロース。

なし ”〕･3 環孔材･孔圏道管1列。 同性､あるいは直立 ハリギリ属
孔圏外では接線状に長 紺|胞を含む異性｡2-4細
〈連なる複合管孔を形胞幅｡数-30細胞高。
成｡単せん孔。らせん肥

厚なし｡チロース

な’ pIp,4 環孔材｡孔圏道管1-2

列。孔圏外急激に小型

l司性｡単列｡広放射組
間囲仮道管発達。 コナラ属 写真3

織あり。

化､火炎状｡単せん孔｡ら

せん肥厚なし｡道管放射

組織間壁孔横に連なる。

なし prp､5 環孔材｡孔圏外急激に

小型化､火炎状｡単せん

孔。らせん肥厚なし｡道

管放射組織間壁孔横に

連なる。

同性｡l~2細胞幅｡広 コナラ属
放射組織あり。

Kc－l9 v－3 なし prp.’ 環孔材｡孔圏道管1－2 異性
列。孔圏外小塊状に複細胞｡1

上下端に直立 道

5細胞幅｡数1〔） かな
管壁のらせん肥厚は クワ属 縄文後期後葉
り稀。

合｡単せん孔。らせん肥細胞高のものあり。
厚あり。チロース。

なし p甲.2 1可上c 異性､~と下端に方形

細胞｡1-4細胞幅｡かな

り高いものあり。

クワ属

散孔材｡単独ないし |司性｡1-4細胞幅｡き 道管放射組織間壁孔は カエデ属
2-4個が放射･斜め方向 わめて高いものあり。 1-2列ずつ横に並ぶ。
に複合｡単せん孔。らせ

なし PrP,3

ん肥厚ありc

なし P耳〕､4 散ｲL材｡単独ないし 同性。'~3細胞幅。30 道管放射組織間壁孔は

2~3個が放射方向に複細胞高以上のものあ2-3列ずつ横に並ぶ。
合｡単せん孔。らせん肥 り。

カエデ属 写真7

(マタタビ属） 写真11

厚あり、

なし I〕Ip-5 環孔材｡孔圏道管1-2 異性､単列翼部が長 道管壁孔が流れてらせ
列｡単独ないし2~3個斜ぃ｡1-5細胞幅｡10数-20 ん肥厚状に見える部分あ

め方向に複合。単せん 数細胞高。 りく
孔｡らせん肥厚なし。
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Ⅵ 自然科学分析

年代 備考

麗交稜期後葉

推定属名

~カツラ属
軸方向柔組織ほか

道管放射組織間壁孔は

横長で対列状･階段状｡菌

核らしいもの。

放射組織

柔細胞腐朽し不明

取上番号試料名 道管

No. l prp･ 1 散孔材。径小さく多
数｡単独多く､2-3個不規

則に複合するものも｡階

段せん孔｡らせん肥厚な

し｡チロース。

No.2 p巾.1 散孔材。径小さく多
数｡階段せん孔｡らせん

肥厚なし｡チロース。

嘩
一
”

遺構名

~KC－27

カツラ属異性､直立細胞あり。

P＝

数｡ほぼ単独､2個横方向

に複合するものも。階段

せん孔。らせん肥厚な

し｡チロース。

異性｡1-2細胞幅｡高くな 柔組織はかなり腐朽。 カツラ属No．5 PIP.’ 散孔材。径小さく多
数｡単独多く、2-3個不規

則に複合するものも。階

段せん孔｡らせん肥厚稀

にあり？ チロース。

No.7 P叩.1 1司上oらせん肥厚はな
い。

い。

|可上｡菌核らしいもの。 カツラ属異性､直立細胞あり。r2

細胞幅｡高くない。

径小さく多 柔細胞腐朽して不明。 菌核らしいもの。 カツラ属
独｡階段せん

No.9 Prp.’ 散孔材。
数｡ほぼ単

(ニワトコ属）No.l l Prp. ’ 散孔材｡径不揃い｡単
独ないし2-数個不規則

に複合｡階段せん孔。ら

せん肥厚なし。チロー

ス。

散孔材。径小さく多No.13 Prp､1

数｡単独多く、2-数個不

規則に複合するものも。

階段せん孔｡らせん肥厚

なし｡チロース。

極端な異性､単列翼部長

い(4細胞高以上)｡l~4細胞

幅｡10数細胞高以上。

道管放射組織間壁孔は カツラ属

横長で対列状･階段状。

異性､上下端に直立･方

形細胞数細胞高｡柔組織の

腐朽すすむ。

縄文中期後半cc－9 v－5a なし prp. ’ 散孔材。単独ないし
2－3個が放射方向に複

合｡単せん孔。らせん肥

厚あり。

なし prP,2 ゞ 同上。

同性｡1-4細胞幅｡30細胞 道管放射組織間壁孔は カエデ属

高程度のものあり。 2-3列ずつ横に並ぶ。

道管放射組織間壁孔は カエデ属

2列ずつ横に並ぶ。

同上。 カエデ属

同性Cl~4細胞幅｡25細胞

高に達する。

同性｡l~3､稀に4細胞幅。

20数細胞幅。

同性。l~3細胞幅｡20数細

胞高。

。

○

上

上

同

同

３

４

叩

叩

ｐ

ｐ

し

し

な

な 道管放射組織間壁孔は カエデ属

2-3列ずつ横に並ぶ。
E 一一

ヌ

カエデ属
なし prp,2 散孔材o単独ないし ほぼ同性､方形細胞混じ 道管放射組織間壁孔は

2~4個が放射方向に複 る？ ，-3細胞幅｡40細胞2-3列ずつ横に並ぶ。

合｡単せん孔｡らせん肥高に達する。

厚あり。
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度

分

秒
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０
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９

９
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度

分

秒

２

２

２

４

５

３

９２

６

０

０

１

５

４

０

９

４

９

９

１

９

）

回

Ｉ

且

へ

01フ24 265 同上1,600
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３
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続縄文
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I

竪穴住居4軒

士曠6基

Tピット 4基

焼土 14カ所

縄文

続縄文

擦文

キウス7 集落

散布地

ケネフチ8 散布地 縄文 焼土2カ所

Tピット 5基

縄文中．晩期の土器

ｲi器

剣淵川左岸の尾根上

集落跡の緑辺部（？）
~
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